
「
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
」
は
「
浄
除
一
切
悪
道
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
」
と
も
言
わ
れ
る
。
臨
済
宗
で
も
常
用
経
典
の
一
つ
と
し
て
広
く

知
ら
れ
、
鎮
守
火
徳
調
経
や
大
般
若
祈
祷
の
際
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
陀
羅
尼
」
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
「
陀
羅
尼
」
は
中
国
禅
門

で
は
積
極
的
に
使
用
さ
れ
た
形
跡
は
な
く
、
語
録
や
清
規
類
に
そ
の
名
前
は
見
え
て
い
な
い
。
も
と
も
と
天
台
宗
や
真
言
宗
と
い
っ

た
密
教
系
の
宗
派
で
頻
繁
に
読
諏
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
影
響
の
下
、
日
本
の
禅
門
が
独
自
に
採
用
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
こ
の
「
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
」
が
日
本
で
一
般
に
良
く
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
「
陀
羅
尼
」
に
よ
っ
て
面
鬼
夜

行
か
ら
救
わ
れ
た
と
い
う
話
が
、
『
大
鏡
』
巻
中
（
八
一
一
）
や
『
今
昔
物
語
』
巻
一
四
（
四
二
）
な
ど
に
見
え
て
い
る
こ
と
こ
と
か
ら
も
窺

え
る
し
、
国
史
大
系
本
『
吾
妻
鏡
』
嘉
禄
元
年
〈
一
一
一
一
一
五
）
五
月
一
日
条
に
も
あ
る
よ
う
に
写
経
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で

そ
の
「
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
」
が
載
せ
ら
れ
た
経
典
が
、
今
回
取
り
上
げ
た
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
巨
巻
で
あ
り
、
「
陀
羅
尼
」
が

説
か
れ
た
因
縁
や
、
そ
の
功
徳
と
読
諦
法
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

あ
る
。

「
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
」
の
効
能

ｌ
仏
陀
波
利
訳
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
・
訳
注
Ｉ

は
し
が
き

（
剛
山
．
玄
・
徳
爪
寛
道
・
並
木
優
記
・
野
Ⅱ
沸
敬
・
欠
多
弘
聴
（
あ
い
う
え
お
噸
）
）

教
学
研
究
委
員
会
編
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今
回
、
仏
陀
波
利
訳
の
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
の
訳
注
に
当
た
っ
て
底
本
と
し
て
用
い
た
の
は
、
聖
武
天
皇
が
僧
玄
防
の
病

気
治
癒
を
祈
願
す
る
た
め
に
写
さ
せ
た
勅
願
経
で
あ
る
。
高
野
山
正
智
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
の
写
経
は
、
昭
和
十
二
年
に
国

宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
奥
書
に
は
「
天
平
十
一
年
五
月
四
日
奉
勅
為
玄
防
僧
正
疹
疾
敬
写
此
経
一
千
巻
」
と
あ
り
、
西
暦

七
三
九
年
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
経
末
に
「
同
本
別
翻
」
と
し
て
別
訳
の
「
陀
羅
尼
」
が
付
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は

所
載
の
「
陀
羅
尼
」
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
諸
本
の
間
に
文
字
の
異
同
増
減
が
多
く
、
「
こ
の
陀
羅
尼
に
は
全
部
で
九
種
類
の

本
が
あ
る
（
此
陀
羅
尼
、
凡
有
九
本
）
」
（
東
寺
三
密
蔵
古
写
本
「
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
」
・
建
久
二
年
奥
書
・
『
ご
’
四
＄
Ｃ
）
と
言
わ
れ
、
臨
済
宗
で
現

用
さ
れ
て
い
る
も
の
は
右
記
の
五
訳
の
経
典
所
載
の
何
れ
の
「
陀
羅
尼
」
と
も
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
陀
羅
尼
」
そ
の
も
の
の
梵

語
と
し
て
の
意
味
内
容
に
つ
い
て
は
優
れ
た
先
論
も
あ
り
、
今
回
は
訳
注
作
業
か
ら
除
外
し
、
口
語
訳
に
つ
い
て
は
竹
中
智
泰
氏

の
訳
文
（
木
村
俊
彦
・
竹
中
智
泰
共
著
『
禅
宗
の
陀
羅
尼
』
・
大
東
出
版
社
二
九
九
八
、
所
載
）
を
、
御
厚
意
で
転
載
さ
せ
て
頂
い
た
。
但
し
、

禅
門
で
現
用
さ
れ
て
い
る
「
仏
頂
尊
勝
陀
維
尼
」
の
口
語
訳
で
あ
り
、
仏
陀
波
利
訳
の
「
陀
羅
尼
」
の
直
訳
で
は
な
い
こ
と
に
注
意

が
必
要
だ
が
、
そ
の
内
容
の
大
枠
は
変
わ
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
し
、
逆
に
現
用
の
も
の
の
口
語
訳
の
方
が
布
教
な
ど
に
役
立
つ
か

が
必
要
だ
が
、

も
知
れ
な
い
。

板
行
）
が
あ
る
。

同
経
の
漢
訳
と
し
て
は
、
儀
鳳
四
年
（
六
七
九
）
の
杜
行
顎
訳
（
弓
一
℃
‐
Ｚ
。
・
・
患
）
、
永
淳
元
年
（
六
八
一
一
）
の
地
婆
訶
羅
（
Ⅱ
日
照
一
一
一
蔵
法

師
）
訳
（
弓
］
の
‐
ｚ
Ｃ
．
①
ｇ
、
仏
頂
最
勝
陀
羅
尼
経
）
、
永
淳
二
年
（
六
八
三
）
の
仏
陀
波
利
訳
（
弓
一
℃
‐
Ｚ
。
．
①
臼
）
、
景
龍
四
年
（
七
一
○
）
の
義
浄

訳
（
己
①
「
三
・
・
℃
。
、
仏
説
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
）
が
あ
り
、
そ
の
他
、
地
婆
訶
羅
の
別
訳
に
『
最
勝
佛
頂
陀
羅
尼
浄
除
業
障
呪
経
』
（
弓
ご
‐

ｚ
Ｃ
・
弓
●
）
が
あ
る
。
こ
の
中
で
、
最
も
著
名
で
広
く
読
ま
れ
た
も
の
が
仏
陀
波
利
訳
で
あ
る
。
そ
の
訳
出
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、

こ
の
訳
注
の
「
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
序
」
に
詳
し
い
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
末
釈
と
し
て
、
中
国
で
は
唐
の
法
崇
撰
『
仏
頂
尊
勝
陀

羅
尼
経
教
跡
義
記
』
二
巻
（
弓
］
＠
‐
ｚ
ｃ
」
、
ｇ
）
が
あ
り
、
日
本
で
は
亮
汰
撰
『
科
註
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
三
巻
（
延
宝
二
年
・
前
川
茂
右
衛
門
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○
原
文
の
文
字
の
校
勘
に
は
、
磧
砂
蔵
本
（
『
宋
版
磧
砂
大
蔵
経
』
第
二
冊
・
新
文
豊
出
版
、
原
本
影
印
）
及
び
高
麗
蔵
本
に
拠
っ

て
い
る
大
正
大
蔵
経
本
（
第
一
九
冊
）
を
用
い
、
【
校
注
】
を
原
文
の
末
尾
に
附
録
し
た
。

○
原
文
は
当
用
漢
字
を
用
い
、
書
き
下
し
文
は
現
代
か
な
使
い
と
し
た
。

○
底
本
に
は
聖
武
天
皇
の
発
願
に
か
か
る
国
宝
の
天
平
十
一
年
写
本
（
昭
和
十
二
年
・
荻
野
仲
三
郎
発
行
・
コ
ロ
タ
イ
プ
複
製
本
）

《
凡
例
》

杜
行
顕
訳
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
（
弓
一
の
‐
閾
⑭
？
覇
」
色
）
所
掲
の
も
の
と
、
割
り
注
を
含
め
て
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、
磧
砂
蔵
本
等

に
は
付
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
訳
注
の
際
に
は
削
除
し
た
。

経
典
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
文
を
読
ん
で
頂
け
れ
ば
分
か
る
が
、
そ
の
主
題
は
、
七
日
後
に
死
ん
で
畜
生
悪
道
の

身
を
七
返
受
け
る
は
ず
で
あ
っ
た
善
住
天
子
を
救
済
す
る
た
め
に
、
釈
尊
が
「
陀
羅
尼
」
を
教
示
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
説
か
れ
た
「
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
」
は
地
獄
・
畜
生
と
い
っ
た
悪
道
か
ら
救
わ
れ
る
利
益
が
あ
る
と
さ
れ
、
ま
た
更
に
悪

病
治
癒
の
効
能
も
調
わ
れ
て
い
る
。
土
を
つ
か
ん
で
陀
羅
尼
を
唱
え
、
そ
の
士
を
亡
者
の
遺
骨
に
振
り
か
け
れ
ば
、
亡
者
は
天
に

生
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
た
一
段
な
ど
は
、
追
善
供
養
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
内
容
的
に
火
徳
鎮
守
調
経

に
こ
の
経
を
用
い
る
こ
と
は
必
ず
し
も
相
応
し
く
な
く
、
疑
問
が
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
課
題
と

し
た
い
。

を
使
用
し
た
。

（
野
口
善
敬
）
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○
陀
羅
尼
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
訳
注
作
業
か
ら
除
外
し
、
口
語
訳
部
分
は
木
村
俊
彦
・
竹
中
智
泰
著
『
禅
宗
の
陀
羅
尼
』
（
大
東

出
版
社
二
九
九
八
）
か
ら
転
載
さ
せ
て
頂
い
た
。

○
現
代
語
訳
は
直
訳
を
心
掛
け
た
が
、
必
要
と
思
わ
れ
る
場
合
は
〔
〕
で
適
宜
こ
と
ば
を
補
っ
た
。

○
注
に
引
用
し
た
書
籍
に
つ
い
て
は
、
そ
の
初
出
の
箇
所
に
版
本
等
を
明
記
し
た
。
ま
た
大
正
大
蔵
経
・
大
日
本
続
蔵
経
煎
続
蔵
）

に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
「
Ｔ
」
「
Ｚ
」
の
略
号
を
用
い
た
。
そ
の
他
の
略
号
は
次
の
通
り
。

『
中
村
』
Ⅱ
中
村
元
『
仏
教
語
大
辞
典
』
（
東
京
書
籍
）

『
広
説
』
Ⅱ
同
『
広
説
仏
教
語
大
辞
典
』
同
前
）

『
望
月
』
Ⅱ
望
月
信
亨
『
仏
教
大
辞
典
』
（
世
界
聖
典
刊
行
協
会
）

『
禅
学
』
Ⅱ
駒
沢
大
学
『
新
版
禅
学
大
辞
典
』
天
修
飾
君
店
）

『
仏
光
』
Ⅱ
『
仏
光
大
辞
典
』
（
台
湾
仏
光
出
版
社
）

『
織
田
』
Ⅱ
織
田
得
能
『
仏
教
大
辞
典
』
（
大
倉
書
店
・
大
蔵
出
版
）

『
岩
波
』
Ⅱ
中
村
元
等
編
『
仏
教
辞
典
』
（
岩
波
書
店
）

『
大
漢
和
』
Ⅱ
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
筥
大
修
館
書
店
）

○
読
書
会
に
参
加
し
て
原
稿
を
作
成
し
た
担
当
者
は
次
の
五
名
で
あ
る
。
（
会
に
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
玄
侑
宗
久
師
も
参
加
ざ

れ
た
こ

朝
山
一
玄
・
徳
重
寛
道
・
並
木
優
記
・
野
口
善
敬
・
矢
多
弘
範
（
あ
い
う
え
お
順
）
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【
原
文
】

（
一
）

仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
序

仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
者
、
婆
羅
門
僧
仏
陀
波
利
、

〈守一）

儀
鳳
元
年
従
西
国
来
至
此
士
、
到
五
臺
山
次
、
遂
五

体
投
地
、
向
山
頂
礼
日
、
如
来
滅
後
、
衆
聖
潜
霊
。

唯
有
大
士
文
殊
師
利
、
於
此
山
中
、
汲
引
蒼
生
、
教

諸
菩
薩
。
波
利
所
恨
、
生
逢
八
難
、
不
韻
聖
容
。
遠

渉
流
沙
、
故
来
敬
謁
。
伏
乞
大
慈
大
悲
普
覆
令
見
尊（エーー）

儀
。
一
一
一
一
口
己
、
悲
泣
雨
涙
、
向
山
頂
礼
。
礼
已
挙
頭
、

忽
見
一
老
人
従
山
中
出
来
。
遂
作
婆
羅
門
語
調
僧
日
、

（
川
）

法
師
情
在
慕
道
、
追
訪
聖
蹴
。
不
徽
励
労
、
遠
尋
遺
跡
。

然
漢
地
衆
生
多
造
罪
業
、
出
家
之
輩
亦
多
犯
戒
律
。

（
五
）

唯
有
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
、
能
滅
除
悪
業
。
未
知
法

（ルハ）

師
頗
将
此
経
来
不
。
僧
日
、
貧
道
直
来
礼
謁
、
不
将

（
七
）

（
八
）

経
来
。
老
人
曰
、
既
不
将
経
、
空
来
何
益
。
縦
見
文
殊
、

（
几
）

（
○
）

（
一
一
）

亦
何
必
識
。
師
可
倒
向
西
国
、
取
此
経
来
、
流
伝
漢
土
、

〔
１
〕
序

【
書
き
下
し
】

仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
の
序

（
１
）

仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
は
、
婆
羅
門
僧
の
仏
陀
波
利
、
儀
鳳
元
年
に
西

お
り

国
よ
り
此
土
に
来
至
し
、
五
臺
山
に
到
り
し
次
、
遂
に
五
体
投
地
し
て
、

山
に
向
か
っ
て
頂
礼
し
て
曰
く
、
「
如
来
減
し
て
後
、
衆
聖
、
霊
を
潜

む
。
唯
だ
大
士
文
殊
師
利
有
っ
て
、
此
の
山
中
に
於
い
て
蒼
生
を
汲
引

し
、
諸
も
る
の
菩
薩
を
教
う
。
波
利
、
恨
む
所
は
、
生
ま
れ
て
八
難
に

わ
た
こ
と
さ

逢
い
、
聖
容
を
観
ざ
る
こ
と
を
。
遠
く
流
沙
を
渉
っ
て
、
故
ら
に
来
た
っ

て
敬
謁
す
。
伏
し
て
乞
う
ら
く
は
大
慈
大
悲
、
普
く
覆
い
て
尊
儀
を
見

お

せ
し
め
ん
こ
と
を
」
と
。
一
一
一
一
口
い
己
わ
り
て
、
悲
泣
し
て
涙
を
雨
ふ
ら
し
、

山
に
向
か
っ
て
頂
礼
す
。
礼
し
己
わ
っ
て
頭
を
挙
ぐ
る
に
、
忽
ち
一
老

人
の
山
中
よ
り
出
で
来
ろ
を
見
る
。
遂
に
婆
羅
門
の
語
を
作
し
僧
に
謂

一
」
こ
ろ

い
て
曰
く
、
「
法
師
は
情
、
道
を
幕
い
て
聖
跳
を
追
訪
す
る
に
在
り
。
勒

労
を
樟
ら
ず
、
遠
く
遺
跡
を
尋
ぬ
。
然
れ
ど
も
漢
地
の
衆
生
は
多
く
罪

業
を
造
り
、
出
家
の
輩
も
亦
た
多
く
戒
律
を
犯
す
。
唯
だ
仏
頂
尊
勝
陀

よ

羅
尼
経
有
っ
て
、
能
く
悪
業
を
滅
除
す
。
未
だ
知
ら
ず
、
法
師
、
頗
く
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（
・
一
君
）

即
是
遍
奉
衆
聖
、
広
利
群
生
、
挺
済
幽
明
、
報
諸
仏

恩
也
。
師
取
経
来
至
此
、
弟
子
当
示
師
文
殊
師
利

菩
薩
所
在
。
僧
聞
此
語
、
不
勝
喜
躍
。
遂
裁
抑
悲
涙
、

至
心
敬
礼
。
挙
頭
之
頃
、
忽
不
兇
老
人
。
其
僧
驚
樗

倍
、
更
虐
心
繋
念
傾
誠
。
廻
還
西
国
、
取
仏
頂
尊
勝

陀
羅
尼
経
、
至
永
淳
二
年
廻
至
西
京
、
具
以
上
事
間

奏
大
帝
。
大
帝
遂
将
其
本
入
内
、
請
日
照
三
蔵
法
師
、

（・一一一）

及
勅
司
賓
寺
典
客
令
杜
行
顎
等
、
辻
〈
訳
此
経
。
施
僧

〈
・
川
）

絹
一
二
十
匹
、
其
経
本
禁
在
内
不
出
。
其
僧
悲
泣
奏
日
、

貧
道
揖
躯
委
命
遠
取
経
来
、
情
望
普
済
群
生
救
抜
苦

難
。
不
以
財
宝
為
念
、
不
以
名
利
関
懐
。
請
還
経
本

流
行
、
庶
望
含
霊
同
益
。
帝
遂
留
翻
得
之
経
、
還
僧

（
一
江
｝

梵
本
。
其
僧
得
梵
本
将
向
西
明
寺
、
訪
得
善
梵
葬
叩
漢

僧
順
貞
、
奏
共
翻
訳
。
帝
随
其
請
。
僧
遂
対
諸
大
徳

（
◇
』
ハ
）

（
一
酢
〕
）

共
貞
翻
訳
詑
。
僧
将
梵
本
向
五
臺
山
、
入
山
於
今
不

（
八
｝

出
・
今
前
後
所
翻
両
本
並
流
行
於
代
。
小
小
麺
叩
有
不

同
者
、
幸
勿
怪
焉
。
至
垂
拱
三
年
、
定
覺
寺
主
僧
志

静
、
因
停
在
神
都
魏
国
東
寺
、
親
見
日
照
三
蔵
法
師
、

問
其
逗
留
、
一
如
上
説
。
志
静
遂
就
三
蔵
法
師
諮
受

も
い
へ
』

此
の
経
を
将
ち
来
る
や
不
や
」
と
。
僧
日
／
、
、
「
貧
道
直
に
来
っ
て
礼
謁

も
も

せ
ん
と
せ
ば
、
経
を
将
ち
来
ら
ず
」
と
。
老
人
曰
く
、
「
既
に
経
を
将
た

ま
み

ず
し
て
空
し
く
来
れ
ば
、
何
の
益
か
あ
ら
ん
。
縦
い
文
殊
に
兇
ゆ
る
ｊ
Ｕ
、

亦
た
何
ぞ
必
ず
し
も
識
ら
ん
。
師
、
西
国
に
倒
向
し
、
此
の
経
を
取
り

来
っ
て
漢
土
に
流
伝
す
可
く
ん
ば
、
即
ち
是
れ
遍
く
衆
聖
を
奉
じ
て
広

く
群
生
を
利
し
、
幽
明
を
擁
済
し
て
諸
仏
の
恩
に
報
ず
る
な
り
。
師
、

）
」
←
」

経
を
取
り
て
此
に
来
至
せ
ば
、
弟
子
当
に
師
に
文
殊
師
利
菩
薩
の
所
在

を
示
す
べ
し
」
と
。
僧
、
此
の
語
を
間
き
て
喜
躍
に
勝
え
ず
。
遂
に
悲

あ
い
ま

涙
を
裁
抑
し
て
至
心
に
敬
礼
す
。
頭
を
挙
ハ
、
る
の
頃
に
、
忽
ち
老
人
を

つ
つ
し

見
ず
。
其
の
僧
驚
傍
す
る
一
」
と
倍
し
、
更
に
心
を
度
み
、
念
を
繋
け
誠

を
傾
く
。
西
国
に
過
還
し
て
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
を
取
り
、
永
淳
二
年

に
至
っ
て
西
京
に
廻
至
し
、
具
に
上
事
を
以
て
大
帝
に
間
奏
す
。
大
帝

も
つ

（
２
）

遂
に
其
の
本
を
将
て
入
内
せ
し
め
、
口
Ｈ
照
一
一
一
蔵
法
師
に
請
じ
、
及
び
司

（
３
）

賓
寺
典
客
令
の
杜
行
顎
等
に
勅
し
て
、
共
に
此
の
経
を
訳
せ
Ｉ
し
む
。
僧

孕勾

に
絹
一
一
一
十
匹
を
施
し
、
其
の
経
本
は
禁
じ
て
内
に
在
き
て
出
さ
し
め
ず
。

す
す

其
の
僧
悲
泣
，
し
て
奏
し
て
曰
く
、
「
貧
道
、
躯
を
損
て
命
を
委
て
て
遠
く

》
」
》
』
｝
つ

ず
く

経
を
取
肘
ソ
来
ろ
は
、
情
に
普
く
群
生
を
済
い
苦
難
よ
り
救
抜
せ
ん
こ
と

を
望
む
。
財
宝
を
以
て
念
と
為
さ
ず
、
名
利
を
以
て
懐
に
関
ら
し
め
ず
。

と
も

請
う
ら
く
は
経
本
を
還
し
て
流
行
せ
し
め
、
庶
わ
く
は
含
霊
同
に
益
せ
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神
呪
。
法
師
於
是
口
宣
梵
音
、
経
二
七
日
、
句
句
委

授
、
具
足
梵
音
、
一
無
差
失
。
佃
更
取
旧
翻
梵
本
勘

校
、
所
有
脱
錯
悉
皆
改
定
。
其
呪
初
注
云
最
後
別
翻

者
是
也
。
其
呪
句
梢
異
於
杜
令
所
翻
者
。
其
新
呪
改

定
不
錯
井
注
其
音
詑
。
後
有
学
者
、
幸
詳
此
焉
。
至

永
昌
元
年
八
月
、
於
大
敬
愛
寺
見
西
明
寺
上
座
澄
法

（
一
九
）

師
、
問
其
逗
留
、
亦
如
前
説
。
其
翻
経
僧
順
貞
現
在

住
西
明
寺
。
此
経
救
抜
幽
顕
爪
脇
議
、
藤
学
者
不
知

故
、
具
録
委
曲
以
伝
未
悟
。

や
く

ら
れ
ん
こ
と
を
望
む
」
と
。
帝
遂
に
翻
し
得
た
ブ
Ｃ
経
を
留
め
て
、
僧
に

も
つ

（
４
）

梵
本
を
還
す
。
其
の
僧
、
梵
本
を
得
て
、
将
て
西
明
寺
に
向
か
い
、
梵

語
を
善
く
せ
る
漢
僧
の
順
貞
を
訪
ね
得
て
、
奏
し
て
共
に
翻
訳
せ
ん
と

す
。
帝
、
其
の
請
に
随
う
。
僧
遂
に
諸
大
徳
に
対
し
て
貞
と
共
に
翻
訳

お
も
つ

し
詑
わ
る
。
僧
、
梵
本
を
将
て
五
臺
山
に
向
か
い
、
山
に
入
り
て
今
に

い
で

や
く

よ

於
け
プ
Ｄ
ま
で
出
ず
。
今
、
前
後
翻
す
る
所
の
両
本
並
び
に
代
に
流
行
す
。

ね
が

小
小
の
語
に
同
じ
か
ら
ざ
る
者
有
る
Ｊ
ｂ
、
幸
わ
く
は
怪
し
む
こ
と
勿
か

つ
ひ
）

れ
。
垂
拱
一
二
年
に
至
っ
て
、
定
覚
寺
の
主
僧
の
志
静
、
神
都
の
魏
国
東

（
６
）

ま
み

寺
に
停
在
す
る
に
因
り
て
、
親
し
く
日
照
一
一
一
蔵
法
師
に
見
え
、
拭
く
の
逗

留
を
問
う
に
、
一
に
上
に
説
く
が
如
し
。
志
静
遂
に
三
蔵
法
師
に
就
き

て
神
呪
を
諮
受
す
。
法
師
、
是
こ
に
於
い
て
梵
音
を
口
宣
し
、
二
七
日

つ
ぶ

を
経
て
、
句
句
委
さ
に
授
く
れ
ば
、
梵
音
を
具
足
し
て
、
一
山
ｏ
差
失
無
し
。

な
あ
ら
ゆ
る

価
お
更
に
旧
翻
の
梵
本
を
取
肘
ソ
て
勘
校
し
、
所
有
脱
錯
、
悉
く
皆
な
改

や
く

定
す
。
其
の
呪
の
初
め
に
注
し
て
「
最
後
に
別
に
翻
す
」
Ｌ
」
云
う
者
是

（
７
）

や
や
や
く

れ
な
ハ
リ
。
其
の
呪
の
句
、
梢
杜
令
翻
す
る
所
の
者
に
異
な
る
も
、
其
の

お

新
呪
は
改
定
し
て
錆
ら
ず
、
井
ぴ
に
趣
く
の
音
を
注
し
詑
わ
れ
ｈ
ソ
。
後
に

ね
が

学
者
有
ら
ば
、
幸
わ
く
は
此
れ
を
詳
か
に
せ
よ
。
永
曰
曰
元
年
八
月
に
至
っ

（
８
）

ま
み

て
、
大
敬
愛
寺
に
於
い
て
西
明
寺
の
上
座
の
澄
法
師
に
見
え
て
、
其
の

逗
留
を
問
う
に
、
亦
た
前
に
説
く
が
如
し
。
其
の
翻
経
僧
の
順
貞
、
現
在
、
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【
校
注
】

（
二
経
序
Ⅱ
大
正
蔵
に
拠
れ
ば
、
明
本
・
黄
檗
本
は
こ
の
下
に
「
唐
定
覚
寺
沙
門
志
静
述
」
の
九
字
あ
り
。

（
一
一
）
此
土
Ⅱ
碩
砂
蔵
本
同
じ
。
大
正
蔵
本
は
「
此
漢
土
」
に
作
る
。

（
二
）
挙
頭
Ⅱ
磧
砂
蔵
本
同
じ
。
大
正
蔵
本
は
「
挙
首
」
に
作
る
。

（
四
）
情
在
Ⅱ
磧
砂
蔵
本
・
大
正
蔵
本
は
「
情
存
」
に
作
る
。

〈
五
）
能
滅
除
悪
業
Ⅱ
磧
砂
蔵
本
同
じ
。
大
正
蔵
本
は
「
能
滅
衆
生
一
切
悪
業
」
に
作
る
。

（
六
）
僧
日
Ⅱ
磧
砂
蔵
本
同
じ
。
大
正
蔵
本
は
「
僧
報
言
曰
」
に
作
る
。

（
七
）
曰
Ⅱ
磧
砂
蔵
本
同
じ
。
大
正
蔵
本
は
「
言
」
に
作
る
。

（
八
）
不
将
経
Ⅱ
磧
砂
蔵
本
・
大
正
蔵
本
は
「
不
将
経
来
」
に
作
る
。

（
九
）
必
識
Ⅱ
磧
砂
蔵
本
同
じ
。
大
正
蔵
本
は
「
得
識
」
に
作
る
。

二
○
）
倒
Ⅱ
磧
砂
蔵
本
・
大
正
蔵
本
は
「
却
」
に
作
る
。

（
二
）
来
Ⅱ
磧
砂
蔵
本
同
じ
。
大
正
蔵
本
は
「
将
来
」
に
作
る
。

二
二
）
幽
明
Ⅱ
磧
砂
蔵
本
同
じ
。
大
正
蔵
本
は
「
幽
冥
」
に
作
る
。

（
一
三
）
施
僧
Ⅱ
磧
砂
蔵
本
・
大
正
蔵
本
は
「
勅
施
僧
」
に
作
る
。

西
明
寺
に
住
す
。
此
の
経
の
幽
顕
を
救
抜
す
る
不
思
議
、
学
者
の
知
ら

ざ
る
を
恐
る
る
が
故
に
、
具
に
委
曲
を
録
し
て
以
て
未
悟
に
伝
う
ろ
な

り
。
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仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
の
序
文

『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
〔
が
中
国
に
来
た
由
来
に
つ
い
て
〕
は
〔
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
〕
、
婆
羅
門
僧
で
あ
る
仏
陀
波

イ
ン
ド
ち
ゆ
う
ご
く

利
が
、
儀
鳳
元
年
（
六
七
六
）
に
西
国
よ
り
此
土
に
や
っ
て
来
て
、
五
臺
山
（
山
西
省
）
に
行
っ
た
時
、
五
体
投
地
し
て
山
に
向
か
つ

ら
い
は
い

な
も
ろ

ぽ
さ
っ

て
頂
礼
し
て
一
一
一
一
口
っ
た
、
「
如
来
が
減
く
な
ら
れ
て
か
ら
後
、
衆
も
ろ
の
〔
優
れ
た
〕
聖
が
た
は
、
霊
〔
妙
な
る
姿
〕
を
潜
め
て
し
ま

し
ゆ
じ
よ
う
す
く
い
あ

し
ゆ
ぎ
よ
う
し
や

わ
れ
た
が
、
文
殊
師
利
大
士
だ
け
は
、
一
」
の
山
中
で
蒼
生
を
汲
引
げ
て
、
も
ろ
も
ろ
の
菩
薩
を
教
え
て
お
ら
れ
る
〔
と
の
こ
と
〕
。

わ
た
し

こ
と
が
ら

お
す
が
た

波
利
は
、
〔
こ
の
世
に
〕
生
ま
れ
て
〔
仏
に
お
目
に
か
か
れ
な
い
〕
八
つ
の
難
〔
の
中
の
仏
前
仏
後
の
時
代
〕
に
逢
い
、
〔
仏
の
〕
聖
容

み
さ
ば
く
二

お
め
絶
か
か

を
観
ら
れ
な
い
こ
と
を
残
念
に
思
い
、
遠
く
流
沙
を
渉
え
て
、
わ
ざ
わ
ざ
敬
謁
り
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。
ど
う
か
大
い
な
る
慈
悲
〔
の

【
口
語
訳
】

二
四
）
匹
Ⅱ
大
正
蔵
本
同
じ
。
磧
砂
蔵
本
は
「
疋
」
に
作
る
。

二
五
）
善
Ⅱ
磧
砂
蔵
本
は
「
解
善
」
、
大
正
蔵
本
は
「
善
解
」
に
作
る
。

二
六
）
貞
Ⅱ
大
正
蔵
本
は
「
順
貞
」
に
作
る
。

二
七
）
向
Ⅱ
磧
砂
蔵
本
同
じ
。
大
正
蔵
本
は
「
遂
向
」
に
作
る
。

二
八
）
小
小
Ⅱ
磧
砂
蔵
本
同
じ
。
大
正
蔵
本
は
「
其
中
小
小
」
に
作
る
。

二
九
）
現
在
Ⅱ
磧
砂
蔵
本
・
大
正
蔵
本
は
全
て
「
見
在
」
に
作
る
。

（
二
○
）
不
思
議
Ⅱ
磧
砂
蔵
本
・
大
正
蔵
本
は
「
最
不
可
思
議
」
に
作
る
。

（
二
二
恐
Ⅱ
磧
砂
蔵
本
同
じ
。
大
正
蔵
本
は
「
恐
有
」
に
作
る
。
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お
す
が
た

な
ざ

心
〕
を
〔
私
の
上
に
も
〕
普
く
覆
い
下
さ
り
、
尊
儀
を
お
見
せ
下
さ
い
」
と
。
言
い
お
わ
っ
て
、
悲
泣
な
が
ら
涙
を
雨
ふ
ら
し
、
Ⅲ
ｕ

ら
い
は
師

ら
い
は
い

に
向
か
っ
て
頂
礼
し
た
。
〔
そ
し
て
〕
礼
し
お
わ
っ
て
頭
を
挙
げ
る
と
、
に
わ
か
に
一
人
の
老
人
が
山
中
か
ら
出
で
来
プ
ロ
の
が
見
え

イ
ン
ド
こ
と
ば

あ
な
た

そ
く
せ
き

た
。
そ
こ
で
〔
そ
の
老
人
は
〕
婆
羅
門
の
語
を
使
っ
て
僧
（
仏
陀
波
利
）
に
一
一
一
一
口
っ
た
、
「
法
師
は
〔
仏
〕
道
を
慕
い
〔
仏
・
菩
薩
の
〕
聖
縦

さ
が

こ
こ
ろ

く
ろ
う

を
追
訪
し
た
い
と
い
う
情
を
お
持
ち
だ
か
ら
、
肋
労
を
憧
ら
ず
、
遠
く
〔
一
）
の
〕
遺
跡
を
尋
ね
て
こ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
で
す

ち
ゆ
う
ご
く

ひ
と

が
漢
地
の
衆
生
は
罪
業
を
た
く
さ
ん
造
ｈ
ソ
、
出
家
し
た
輩
も
多
く
は
戒
律
を
犯
し
て
い
ま
す
。
こ
の
悪
業
を
滅
除
で
き
る
の
は
『
仏

あ
な
た

頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
Ｉ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
で
し
ょ
う
、
法
師
は
そ
の
経
を
持
っ
て
来
れ
ま
し
た
か
」
と
。
僧
（
仏
陀
波
利
）
は
〔
答

わ
た
し

お
め
ど
お

え
て
〕
一
一
一
一
回
っ
た
、
「
貧
道
は
〔
文
殊
菩
薩
に
〕
礼
謁
り
し
よ
う
と
真
っ
直
ハ
、
に
来
ま
し
た
の
で
、
〔
そ
の
〕
経
を
持
っ
て
来
て
い
ま
せ

り
や
く

ん
」
と
。
老
人
は
一
一
一
一
口
っ
た
、
「
経
も
持
た
ず
に
手
ぶ
ら
で
来
た
の
な
ら
、
何
の
利
益
が
あ
ｈ
ソ
ま
し
よ
う
か
。
〔
そ
れ
で
は
〕
た
と
え
文

あ
な
た
イ
ン
ド

殊
〔
菩
薩
〕
に
お
目
に
か
か
れ
た
と
し
て
も
、
必
ず
し
Ｊ
Ｄ
〔
そ
の
方
が
文
殊
菩
薩
だ
と
は
〕
分
か
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
師
が
西
国
に

ひ
き
か
え

ち
ゆ
昂
ご
く
つ
た

あ
ま
ね
も
る

倒
向
し
て
、
そ
の
経
を
取
っ
て
来
て
漢
土
に
流
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
〔
そ
れ
が
〕
と
り
ｊ
Ｄ
な
お
さ
ず
遍
く
衆
も
ろ
の
〔
優

ぼ
さ
つ
打
つ
か

し
ゆ
じ
よ
う
り
や
く

あ
の
よ
》
」
の
よ

す
く
い
と

れ
た
〕
聖
が
た
に
奉
え
し
て
、
広
く
群
生
に
利
益
を
あ
た
え
、
幽
と
明
Ｌ
」
を
〔
共
に
〕
極
済
っ
て
諸
仏
の
恩
に
報
い
る
こ
と
な
の
で

あ
な
た

わ
た
し

あ
な
た

い
ぽ
し
よ

す
。
師
が
経
を
取
っ
て
こ
こ
に
や
っ
て
来
た
な
ら
ば
、
弟
子
が
き
っ
と
師
に
文
殊
師
利
笠
口
薩
の
所
在
を
お
教
え
し
ま
し
ょ
う
」
と
。

こ
と
ば

よ
ろ
こ
び

な
み
だ
お
さ
こ
こ
ろ
を
こ
ら
い
は
い

僧
（
仏
陀
波
利
〉
は
そ
の
語
を
聞
い
て
喜
躍
に
勝
え
ず
、
悲
涙
を
裁
抑
え
至
心
め
て
敬
礼
し
た
。
〔
そ
し
て
〕
頭
を
〔
下
げ
て
〕
挙
げ
プ
Ｃ
〔
少

ざ
も
ら

し
の
〕
間
に
、
忽
然
と
し
て
老
人
〔
の
姿
〕
は
見
え
な
く
な
っ
た
。
そ
の
僧
（
仏
陀
波
利
）
は
ま
す
ま
す
驚
樗
－
し
、
更
に
敬
虐
な
心
に

い
つ
し
ん
こ
こ
ろ
し
《

イ
ン
ド
か
え

な
、
ソ
、
〔
そ
の
老
人
に
対
し
〕
繋
念
に
誠
を
傾
せ
た
。
〔
そ
れ
か
ら
、
そ
の
僧
（
仏
陀
波
利
）
は
〕
西
国
に
廻
還
っ
て
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』

み
や
こ

も
ど
つ
ぶ
さ

こ
う
て
い
も
う
し
あ
げ

二
う
て
い

を
手
に
入
れ
、
永
淳
一
一
年
（
六
八
一
一
一
）
に
な
っ
て
西
京
（
長
安
）
に
過
至
り
、
具
に
こ
れ
ま
で
の
事
を
大
帝
に
間
奏
た
。
そ
こ
で
大
帝

い
ら
い

は
そ
の
〔
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
の
梵
〕
本
を
持
っ
て
入
内
さ
せ
、
日
照
一
二
蔵
法
師
に
請
し
、
及
び
司
賓
寺
典
客
令
（
賓
客
接
待
事

め
い
れ
い

務
官
）
で
あ
っ
た
杜
行
顎
等
に
勅
ｊ
し
て
、
共
に
そ
の
経
を
〔
中
国
語
に
翻
〕
訳
さ
せ
た
。
〔
そ
し
て
〕
僧
（
仏
陀
波
利
）
に
〔
経
本
の
代
価

な
、

と
し
て
〕
絹
三
十
匹
を
〔
布
〕
施
し
、
そ
の
経
本
を
宮
内
か
ら
出
す
こ
と
を
禁
じ
た
。
そ
の
僧
（
仏
陀
波
利
）
は
悲
泣
て
奏
上
し
て
一
一
一
一
口
っ
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わ
た
し
み
ず

す
し
ゆ
じ
よ
う
す
ぐ

た
す
け
だ

こ
こ
ろ

た
、
「
貧
道
が
躯
を
損
て
命
を
委
て
て
遠
く
か
ら
経
を
取
っ
て
来
ま
し
た
の
は
、
普
く
群
生
を
済
い
苦
難
か
ら
救
抜
し
た
い
と
情
か

め
い
よ

こ
こ
ろ

ら
望
ん
だ
か
ら
で
す
。
財
宝
や
名
利
〔
を
求
め
る
こ
と
〕
な
ど
〔
ま
っ
た
く
〕
念
懐
に
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
か
経
本
を
お
返
し
下
さ

ゆ
き
わ
た

し
ゆ
じ
よ
う

こ
う
て
い

り
〔
中
国
全
土
に
〕
流
行
ら
せ
て
、
含
霊
が
共
に
利
益
を
え
ら
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
」
と
。
そ
こ
で
帝
は
翻
〔
訳
〕
が
で

き
た
〔
中
国
語
の
〕
経
を
〔
宮
中
に
〕
留
め
て
、
〔
原
本
で
あ
る
〕
梵
本
を
僧
（
仏
陀
波
利
）
に
返
し
た
。
そ
の
僧
（
仏
陀
波
利
）
は
手
に
入

れ
た
梵
本
を
持
っ
て
〔
長
安
の
〕
西
明
寺
に
向
か
い
、
梵
語
に
長
け
た
順
貞
と
い
う
中
国
僧
を
訪
ね
当
て
、
〔
皇
帝
に
〕
奏
上
し
て

こ
う
て
い
も
と
め

共
に
翻
課
し
よ
う
と
し
た
。
帝
は
そ
の
請
に
随
っ
た
。
そ
こ
で
僧
（
仏
陀
波
利
）
は
、
も
ろ
〕
Ｄ
ろ
の
大
徳
の
手
を
借
り
る
こ
と
な
く
、

順
貞
と
共
に
翻
訳
し
て
し
ま
っ
た
。
〔
そ
の
後
〕
僧
（
仏
陀
波
利
）
は
、
梵
本
を
持
っ
て
五
臺
山
に
向
か
い
、
山
に
入
っ
て
今
に
い
た

と
も

る
ま
で
〔
山
を
〕
出
て
い
な
い
。
現
在
、
〔
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
は
〕
前
後
〔
一
一
回
〕
翻
訳
さ
れ
た
一
一
種
類
の
本
が
並
に
世
間
に
流

こ
と
ば

行
し
て
い
る
。
〔
二
種
類
の
本
は
〕
語
に
少
々
同
じ
で
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
ど
う
か
怪
し
ま
な
い
で
ほ
し
い
。
垂
拱
一
二
年
（
六
八
七
）

じ
ゆ
う
し
よ
く

み
や
こ

た
い
ざ
い

に
な
っ
て
、
定
覚
寺
の
主
僧
で
あ
る
志
静
が
、
神
都
（
長
安
）
の
魏
国
東
寺
に
停
在
し
た
と
き
に
、
親
し
く
口
Ｈ
照
一
一
一
蔵
法
師
に
お
目

に
か
か
り
、
そ
の
〔
仏
陀
波
利
と
い
う
僧
が
長
安
に
〕
逗
留
〔
し
た
時
の
こ
と
〕
を
質
問
し
た
が
、
〔
そ
の
答
え
は
〕
ま
っ
た
く
上
に

な
ら

説
い
た
通
り
で
あ
っ
た
。
志
静
は
と
う
と
う
〔
日
照
〕
一
二
蔵
法
師
に
就
い
て
〔
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
の
〕
神
呪
に
つ
い
て
諮
受
う

と
な

つ
ぶ

こ
と
に
し
た
。
〔
日
照
〕
法
師
は
そ
こ
で
梵
音
を
口
に
だ
し
て
宣
え
、
一
一
七
〔
十
四
〕
ロ
Ⅱ
を
か
け
て
一
句
一
句
委
さ
に
授
け
た
の
で
、

み
に
つ
け

ま
ち
が
い

む
か

〔
志
静
は
〕
梵
音
を
具
足
て
、
ま
っ
た
く
差
失
が
な
く
な
っ
た
。
な
お
更
に
旧
し
翻
訳
し
た
梵
本
を
取
ｈ
ソ
だ
し
て
校
勘
し
、
あ
ら
ゆ

る
脱
字
や
誤
字
に
つ
い
て
、
す
べ
て
改
定
し
た
。
〔
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
所
載
の
〕
そ
の
呪
の
初
め
〔
の
部
分
〕
に
注
し
て
「
最

や
く

や
く
に
ん

や
く

後
に
別
に
翻
し
た
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
呪
の
〔
字
〕
句
は
令
で
あ
っ
た
杜
〔
行
顎
〕
が
翻
し
た
ｊ
ｂ
の
と
や
や
異
な
る
が
、

あ
や
ま

そ
の
新
し
い
呪
の
方
が
改
定
し
て
あ
る
か
ら
錆
っ
て
い
な
い
し
、
〔
ま
た
〕
併
せ
て
そ
の
〔
漢
字
の
発
〕
立
曰
に
つ
い
て
〔
き
ち
ん
と
し

た
〕
注
記
を
つ
け
て
し
ま
っ
て
い
る
。
後
〔
世
〕
に
〔
こ
の
呪
を
〕
学
ぶ
者
は
、
ど
う
か
こ
の
こ
と
を
詳
か
に
〔
知
っ
て
〕
い
て
も
ら

い
た
い
。
永
昌
元
年
（
六
八
九
）
八
月
に
な
っ
て
、
大
敬
愛
寺
に
お
い
て
西
明
寺
の
上
座
で
あ
る
澄
法
師
に
お
会
い
し
て
、
そ
の
〔
仏
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陀
波
利
と
い
う
僧
が
長
安
に
〕
逗
留
〔
し
た
時
の
こ
と
〕
を
質
問
し
た
が
、
こ
れ
ま
た
前
に
説
い
た
通
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
経
を
翻

あ
の
よ

こ
の
よ

き
ゆ
う
ぎ
い

訳
し
た
僧
で
あ
る
順
貞
は
、
現
在
、
西
明
寺
に
住
し
て
い
る
。
こ
の
経
が
幽
〔
の
者
も
〕
顕
〔
の
者
も
す
べ
て
〕
を
救
抜
す
る
〔
こ

つ
ぷ
さ

と
が
出
来
る
〕
不
可
思
議
さ
に
つ
い
て
、
〔
仏
教
を
〕
学
ぶ
者
が
知
ら
な
い
の
が
心
配
な
の
で
、
具
に
委
細
〔
す
べ
て
〕
を
〔
記
〕
録

わ
か

し
て
、
ま
だ
〔
よ
く
〕
悟
っ
て
い
な
い
も
の
に
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

【
注
】

Ｔ
）
仏
陀
波
利
Ⅱ
中
国
名
は
覚
護
。
北
イ
ン
ド
闘
賓
国
の
人
。
訳
経
僧
で
あ
る
が
、
そ
の
訳
出
し
た
経
典
は
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
の
み
で
あ
る
。

そ
の
伝
は
『
未
高
僧
伝
』
巻
一
一
〈
弓
８
，
．
コ
の
）
・
『
開
一
兀
釈
経
録
』
巻
九
（
日
切
、
‐
思
留
）
に
見
え
る
。

（
２
）
日
照
三
蔵
法
師
Ⅱ
中
イ
ン
ド
出
身
の
地
婆
訶
羅
の
こ
と
。
巾
国
名
は
日
照
。
『
大
乗
顕
識
経
』
『
大
乗
五
繍
論
』
な
ど
１
八
部
の
経
論
を

訳
出
し
て
い
る
。
彼
は
杜
行
顎
の
後
に
今
一
度
、
勅
命
で
こ
の
経
を
訳
出
し
た
と
言
わ
れ
、
そ
の
『
仏
頂
最
勝
陀
羅
尼
経
』
は
大
正
蔵
第

一
九
冊
（
ｚ
○
・
Ｐ
Ｓ
）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
伝
は
『
宋
高
僧
伝
』
巻
二
（
弓
９
１
．
℃
鼬
）
・
『
開
元
釈
経
録
』
巻
九
（
Ｓ
ｍ
、
，
、
三
色
）
に

（
３
）
司
賓
寺
典
客
令
杜
行
顎
等
Ⅱ
杜
行
顔
は
京
兆
の
人
。
儀
鳳
年
間
に
「
朝
散
郎
行
鴻
艫
寺
典
客
署
令
」
に
任
じ
ら
れ
た
人
物
で
、
蕃
語
や
天

竺
語
に
も
通
じ
、
文
藻
も
備
え
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。
杜
行
顎
が
訳
出
し
た
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
一
巻
は
大
正
蔵
第
一
九
冊
（
ｚ
ｏ
・
舅
、
）

に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
伝
は
『
開
元
釈
経
録
』
巻
九
（
目
印
‐
、
①
含
）
に
見
え
る
。

（
４
）
西
明
寺
Ⅱ
唐
の
高
宗
が
イ
ン
ド
の
祇
園
精
舎
の
制
に
模
し
て
、
三
年
半
の
年
月
を
費
や
し
て
顕
慶
三
年
（
六
五
八
）
に
長
安
の
都
に
勅
建

し
た
大
寺
院
。
（
『
望
月
』
第
二
冊
已
・
云
腸
・
『
仏
光
』
己
・
厨
司
参
照
）

（
５
）
定
覚
寺
主
僧
志
静
Ⅱ
寺
名
、
僧
名
と
も
に
未
詳
。
定
覚
寺
は
長
安
に
あ
っ
た
寺
で
あ
ろ
う
。

一
九
冊

見
え
る
。
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（
一
）

闘
賓
国
沙
門
仏
陀
波
利
奉
詔
訳

如
是
我
聞
。
一
時
薄
伽
梵
在
室
羅
筏
、
住
誓
多
林

給
孤
独
園
、
与
大
遮
鍋
衆
千
二
百
五
十
人
倶
。
又
与

諸
大
菩
薩
僧
万
二
千
人
倶
。
爾
時
三
十
三
天
於
善
法

堂
会
、
有
一
天
子
名
曰
善
住
。
与
諸
大
天
遊
於
園
観
。

（
６
）
神
都
魏
国
東
寺
Ⅱ
神
都
は
京
畿
の
こ
と
で
、
こ
こ
で
は
長
安
を
指
す
。
魏
国
東
寺
は
威
亨
元
年
（
六
七
○
）
に
長
安
に
建
て
ら
れ
た
太
原

寺
の
こ
と
で
、
こ
の
寺
は
建
立
後
、
魏
国
西
寺
、
崇
福
寺
、
魏
国
東
寺
、
大
周
東
寺
な
ど
と
次
々
に
改
名
さ
れ
て
い
る
。
菩
提
流
支
が
『
大

宝
積
経
』
や
四
十
巻
『
華
厳
経
』
を
訳
出
し
た
寺
で
あ
る
。
『
仏
光
』
で
」
②
国
参
照
。

（
７
）
其
呪
初
注
云
最
後
別
翻
者
是
也
Ⅱ
原
本
お
よ
び
高
麗
本
に
は
こ
の
注
は
付
さ
れ
て
い
な
い
が
、
宋
本
・
明
本
・
黄
檗
本
に
は
呪
の
前
の
「
即

説
呪
日
」
と
い
う
経
文
の
下
に
「
此
呪
最
後
別
翻
」
と
い
う
來
註
が
あ
る
。

（
８
）
大
敬
愛
寺
Ⅱ
長
安
に
在
っ
た
寺
院
。
『
仏
光
』
一
）
・
眉
ｇ
の
「
印
宗
」
の
項
参
照
。

【
原
文
】

仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経

〔
２
〕
善
住
天
子
の
因
縁

け
い
び
ん
（
川
〉

（
１
）

鬮
賓
国
の
沙
門
仏
陀
波
利
、
詔
を
奉
肝
し
て
訳

ぱ
が
ぽ
ん
（
皿
）
し
つ
ら
ば
つ
（
胆
）
い
ま

せ
が
た
り
ん

是
く
の
如
く
我
聞
／
、
。
一
時
、
薄
伽
梵
室
羅
筏
に
在
し
て
、
誓
多
林

ぎ
っ
こ
ど
く
お
ん
（
旧
）

び
っ
し
ゅ
（
Ⅱ
｝

の
給
孤
独
園
に
住
し
、
大
一
必
濁
衆
千
一
一
百
五
十
人
と
倶
な
り
き
、
又
た

（
晦
）

そ
（
雌
）

（
灯
）

諸
大
菩
薩
僧
万
二
千
人
と
倶
な
ｈ
ソ
き
。
爾
の
時
三
十
三
天
の
善
法
堂
会

（旧）
〈
四
）

に
於
い
て
、
｜
天
子
有
ｈ
ソ
名
づ
け
て
韓
住
と
日
う
。
諸
ｊ
□
ろ
の
大
天
と

【
書
き
下
し
】

（
９
）

仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
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爾
時
善
住
天
子
聞
此
声
已
。
即
大
驚
怖
身
毛
皆
竪

愁
憂
不
楽
。
速
疾
往
詣
天
帝
釈
所
、
悲
啼
號
奥
慢
怖

無
計
。
頂
礼
帝
釈
二
足
尊
己
、
白
帝
釈
言
聴
我
所
説
。

我
与
諸
天
女
共
相
囲
続
受
諸
快
楽
。
間
有
声
言
善
住

天
子
却
後
七
日
命
将
欲
尽
。
命
終
之
後
生
贈
部
洲
。

七
返
受
畜
生
身
、
受
七
身
已
即
堕
諸
地
獄
。
従
地
獄

出
希
得
人
身
。
生
貧
賎
家
而
無
両
目
。
天
帝
云
何
令

我
得
免
斯
苦

爾
時
善
住
天
子
即
於
夜
分
間
有
声
言
。
善
住
天
子

却
後
七
日
命
将
欲
尽
。
命
終
之
後
生
謄
部
洲
。
受
七

返
畜
生
身
。
即
受
地
獄
苦
。
従
地
獄
出
希
得
人
身
生

於
貧
賎
。
処
於
母
胎
即
無
両
目

又
与
大
天
受
勝
尊
貴
。
与
諸
天
女
前
後
囲
驍
、
歓
喜

遊
戯
種
種
音
楽
共
相
娯
楽
受
諸
快
楽
。

と
も
お
ん
か
ん
（
卯
）

と
も

（
割
）

与
に
園
観
に
遊
び
、
又
た
大
天
と
与
に
勝
尊
貴
を
受
け
、
諸
ｊ
Ｄ
ろ
の
天

（型）
と
も

女
の
前
後
囲
続
す
る
と
与
に
歓
喜
遊
戯
し
、
種
種
の
音
楽
も
て
赴
く
に
相

娯
楽
し
、
諸
も
る
の
快
楽
を
受
く
。

そ

爾
の
時
、
善
住
天
子
即
ち
夜
分
に
於
い
て
声
の
一
一
一
一
口
う
こ
と
有
る
を
聞

く
。
「
善
住
天
子
よ
、
却
後
七
日
に
し
て
命
将
に
尽
き
ん
と
欲
す
。
命
終

せ
ん
ぶ
し
ゆ
う
（
鋤
）

わ
る
の
後
、
鱸
部
洲
に
生
、
し
、
七
返
畜
生
の
身
を
受
け
、
即
ち
地
獄
の

苦
を
受
け
、
地
獄
よ
り
出
で
て
希
に
人
身
を
得
て
貧
賎
に
生
ず
る
も
、

母
胎
に
処
し
て
即
ち
両
目
無
か
ら
ん
」
と
。

そ
お

雨
の
時
、
諺
口
住
天
子
、
此
の
声
を
聞
き
己
わ
っ
て
、
即
ち
大
い
に
鷲

す
み
や
か

怖
１
」
て
身
毛
皆
な
堅
ち
、
愁
憂
し
て
楽
し
ま
ず
。
速
疾
に
天
帝
釈
の
所

ひ
て
い
ど
う
こ
く
こ
う
ふ

に
往
詣
し
て
、
悲
啼
號
突
し
、
怪
怖
す
る
Ｊ
い
｝
計
無
し
。
帝
釈
の
一
一
足
の

お
も
ろ

き

噂
を
頂
礼
し
己
わ
っ
て
、
帝
釈
に
白
し
て
言
う
、
「
我
が
所
説
を
聴
け
。

と
も

我
、
諸
Ｊ
Ｄ
ろ
の
天
女
の
共
に
相
囲
緯
す
る
と
与
に
譜
も
ろ
の
快
楽
を
受

く
る
に
、
声
の
言
う
こ
と
有
る
を
聞
く
、
『
善
住
天
子
よ
、
却
後
七
日
に

せ
ん
》
や
し
な
う

し
て
命
将
に
尽
き
ん
Ｌ
」
欲
す
。
命
終
わ
る
の
後
、
膳
部
洲
に
生
じ
て
、

お

七
返
畜
生
の
身
を
受
け
、
七
身
を
受
け
己
わ
っ
て
、
即
ち
諸
Ｊ
Ｄ
ろ
の
地

獄
に
堕
し
、
地
獄
よ
り
出
で
て
希
に
人
身
を
得
る
も
、
貧
賎
の
家
に
生

い
か
ん

←」
ま
い
か

肝
し
て
、
両
目
無
か
ら
ん
』
と
。
天
帝
、
云
何
が
我
を
し
て
斯
の
苦
を
免

る
る
こ
と
を
得
せ
し
め
ん
」
と
。
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爾
時
帝
釈
即
於
此
Ⅱ
初
夜
分
時
。
以
種
種
花
壇
塗

香
末
香
。
以
妙
天
衣
荘
厳
執
持
往
詣
誓
多
林
園
於
世

（し召の）

尊
所
到
已
頂
礼
仏
足
右
続
七
市
。
即
於
仏
前
広
大
供

養
。
仏
前
胡
脆
而
日
仏
言
。
世
尊
善
住
天
子
云
何
当

受
七
返
畜
生
悪
道
之
身
。
具
如
上
説

爾
時
帝
釈
聞
善
住
天
子
語
已
、
甚
大
驚
樗
即
自
思

惟
。
此
善
住
天
子
受
何
七
返
悪
道
之
身
。
爾
時
帝
釈

須
輿
静
住
入
定
諦
観
、
即
見
善
住
当
受
七
返
悪
道
之

身
。
所
謂
猪
狗
野
干
禰
猴
蟻
蛇
烏
鷲
等
身
。
食
諸
穣

悪
不
浄
之
物
。
爾
時
帝
釈
観
見
善
住
天
子
当
堕
七
返

（一『〉

悪
道
之
身
。
極
助
苦
悩
痛
割
於
心
。
諦
思
無
計
何
所

帰
依
。
唯
有
如
来
応
正
等
覚
。
令
其
善
住
得
免
斯
苦

そ
お

爾
の
時
、
帝
釈
、
善
住
天
子
の
語
を
聞
き
己
わ
院
リ
、
甚
だ
大
い
に
驚

惰
し
て
即
ち
自
ら
思
惟
す
ら
く
、
「
此
の
善
住
天
子
、
何
を
も
っ
て
か

そ
し
ゆ
ゆ
（
割
）

七
返
悪
道
の
身
を
受
け
ん
」
し
」
。
爾
の
時
、
帝
釈
須
突
に
し
て
静
住
し
、

あ
き
ら

ま
さ

定
に
入
り
て
諦
か
に
観
ず
る
に
、
即
ち
見
る
善
住
当
に
七
返
悪
道
の
身

を
受
く
べ
き
こ
と
を
。
耐
識
撒
、
伽
、
跡
撤
率
一
聯
鴨
茄
一
蝿
臓
霧
鳥
、
鷲

ぞ

等
の
身
に
し
て
、
諸
ｊ
Ｕ
ろ
の
微
悪
不
浄
の
物
を
食
う
。
繭
の
時
、
帝
釈
、

善
住
天
子
の
当
に
七
返
悪
道
の
身
に
堕
す
べ
き
こ
と
を
観
見
し
、
苦
悩

あ
ざ
ら
か

を
擁
助
せ
ん
と
し
、
心
を
痛
割
し
て
、
諦
に
思
う
Ｊ
Ｑ
計
無
し
。
「
何
れ
の

（期）

所
に
か
帰
依
せ
ん
。
唯
だ
如
来
・
応
・
正
等
覚
有
ｈ
ソ
て
、
枕
〈
の
善
住
を

一
」

し
て
斯
の
苫
を
免
か
る
る
｝
」
と
を
得
せ
し
め
ん
」
〔
と
〕
・

エ
■

｛
郷
）

繭
の
時
、
帝
釈
即
ち
此
の
口
川
の
初
夜
分
の
時
に
於
て
、
種
種
の
花

ま
ん
（
和
）
ず
こ
う
ま
つ
こ
う
（
抑
）

（池）
し
ゆ
う
じ
（
郷
）

壇
、
塗
香
、
未
香
を
以
て
、
〔
士
｛
た
〕
妙
天
衣
の
荘
厳
を
以
て
執
持
し
、

お
ち
よ
う
ら
小
（
狐
｝

誓
多
林
園
に
往
詣
し
て
世
尊
の
所
へ
到
ｈ
ソ
己
わ
っ
て
仏
足
を
頂
礼
し
、

う
』
』
よ
う
（
躯
）

ヱ
ざ
つ

右
緯
す
る
一
）
と
七
市
す
。
即
ち
仏
前
に
於
い
て
広
大
に
供
養
し
、
仏

こ
ぎ
（
鋤
）

も
う

い
か
ん

の
前
に
胡
脆
し
て
仏
に
白
Ｉ
し
て
言
う
。
、
「
世
尊
よ
、
善
住
天
子
は
云
何

ま
さ

つ
が
（
主
『

が
当
に
七
返
の
畜
生
悪
道
の
身
を
受
く
べ
き
や
」
し
」
。
具
に
上
に
説
く

が
如
し
。
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【
口
語
訳
】

も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た

仏
の
頂
〔
か
ら
放
た
れ
た
光
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
〕
尊
勝
陀
羅
尼
の
経
典

み
こ
と
の
り

カ
シ
ュ
ミ
ー
ル
の
沙
門
で
あ
る
仏
陀
波
利
、
麺
、
を
奉
じ
て
訳
す

せ
そ
ん
し
つ
ら
ぱ
っ

と
ど

一
）
の
よ
う
に
わ
た
し
は
聞
い
た
。
あ
る
時
、
薄
伽
梵
は
室
羅
筏
（
舎
衛
国
）
に
お
ら
れ
、
祇
園
精
舎
に
住
ま
ら
れ
て
、
立
派
な
修

行
僧
た
ち
千
二
百
五
十
人
と
一
緒
で
あ
り
、
ま
た
諸
も
る
の
立
派
な
菩
薩
た
ち
一
万
二
千
人
と
一
緒
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
〔
須
弥

山
の
頂
上
で
あ
る
〕
一
一
一
十
三
天
に
あ
る
善
法
堂
に
、
善
住
と
い
う
名
の
天
子
が
い
た
。
〔
帝
釈
天
を
初
め
と
す
る
三
十
三
天
の
〕
諸

そ
ん
け
い

も
ろ
の
立
派
な
天
子
た
ち
と
辻
〈
に
〔
天
上
の
〕
園
に
遊
び
、
ま
た
〔
諸
も
る
の
〕
立
派
な
天
子
た
ち
と
共
に
非
常
に
尊
貴
を
受
け
、

と
り
か
こ

た
の
し
く
あ
そ

た
の
し

前
後
を
囲
続
ん
で
い
る
天
女
た
ち
と
共
に
歓
喜
遊
戯
ぴ
、
種
々
の
壷
口
楽
を
き
き
な
が
ら
娯
楽
み
、
諾
も
ろ
の
快
楽
を
受
け
て
い
た
。

よ
な
か

あ
る
時
、
善
住
天
子
は
夜
分
に
〔
次
の
様
に
〕
一
一
一
一
口
う
声
を
聞
い
た
。
「
善
住
天
子
よ
、
〔
あ
な
た
は
〕
こ
れ
か
ら
七
日
後
に
寿
命
が

お

尽
き
て
し
ま
い
ま
す
。
命
が
終
わ
っ
た
後
、
贈
部
洲
に
七
回
、
畜
生
の
身
〔
を
受
け
て
〕
生
ま
れ
、
そ
れ
か
ら
地
獄
〔
に
堕
ち
て
、

さ
い
わ

い
や
し
い

や
ど

そ
〕
の
苦
し
み
を
受
け
、
地
獄
よ
り
出
て
希
い
に
人
の
身
を
得
ま
す
が
、
貧
賎
〔
身
分
〕
に
生
ま
れ
、
母
胎
に
処
っ
て
も
両
目
が
無

い
で
し
ょ
う
」
と
。

お
そ
れ

し
ん
ぱ
い

そ
の
時
、
善
住
天
子
は
こ
の
声
を
聞
き
お
わ
っ
て
、
大
変
驚
怖
て
身
の
毛
が
皆
な
堅
ち
、
愁
憂
し
て
楽
し
め
な
か
っ
た
。
す
〈
、

【
校
注
】

（
一
）

（一一）

（一一一）

国
Ⅱ
原
本
に
無
し
。
大
正
蔵
本
に
拠
っ
て
補
う
。

趣
Ⅱ
大
正
蔵
本
は
「
極
」
に
作
る
笥
尊
勝
陀
羅
尼
経
疏
』
、
『
尊
勝
陀
羅
尼
経
紗
』
は
「
握
」
に
作
る
。

市
Ⅱ
大
正
蔵
本
は
「
匝
」
に
作
る
。
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お
も
む

な
げ
き
か
な
し
こ
わ
が

ざ
ま
帝
釈
天
の
所
に
往
詣
い
て
、
悲
啼
號
突
み
、
慎
怖
ろ
だ
け
で
ど
う
し
よ
う
ｊ
ｂ
な
か
っ
た
。
帝
釈
〔
天
〕
の
尊
い
一
一
本
の
〔
足
に
〕

ぬ
か
づ

ぱ
な
し
き

と
り
か
こ

頂
礼
い
て
、
帝
釈
〔
天
〕
に
申
し
上
げ
た
、
「
わ
た
し
の
所
説
を
お
聴
き
く
だ
さ
い
。
わ
た
し
が
、
〔
わ
た
し
を
〕
い
つ
‐
し
ょ
に
囲
続

ん
で
い
る
天
女
た
ち
と
共
に
諸
も
る
の
快
楽
を
受
け
て
い
ま
す
と
、
〔
次
ぎ
の
様
に
〕
言
う
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
『
善
住
天
子
よ
、

〔
あ
な
た
は
〕
こ
れ
か
ら
七
日
後
に
、
寿
命
が
尽
き
て
し
ま
い
ま
す
。
命
が
終
わ
っ
た
後
に
、
贈
部
洲
に
生
ま
れ
て
、
七
回
、
畜
生

お

の
身
を
受
け
て
〔
生
ま
れ
〕
、
七
〔
回
畜
生
の
〕
身
を
受
け
て
し
ま
っ
て
、
そ
れ
か
ら
諸
ｊ
ｂ
ろ
の
地
獄
に
堕
ち
、
地
獄
か
ら
出
て
、

さ
い
わ

い
や
し
い

希
い
に
人
の
身
を
得
ま
す
が
、
貧
賎
〔
身
分
〕
の
家
に
生
ま
れ
て
、
両
ロ
ロ
が
無
い
で
し
ょ
う
』
と
。
天
帝
よ
、
ど
う
や
っ
た
ら
こ
の

ま
ぬ
か

苦
し
み
か
ら
免
れ
る
こ
Ⅱ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
」
と
。

こ
と
ぱ

お
ど
ろ

か
ん
が

そ
の
時
、
帝
釈
〔
天
〕
は
善
住
天
子
の
語
を
聞
き
お
わ
っ
て
、
非
常
に
驚
傍
い
て
、
〔
次
の
様
に
〕
思
惟
え
た
、
「
こ
の
善
住
天
子

く
る
し
み

す
ぐ
さ
ま

す
わ

は
、
ど
う
し
て
七
回
Ｊ
Ｄ
悪
道
の
身
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」
と
。
そ
の
時
、
帝
釈
〔
天
〕
は
須
奥
静
か
に
住
ｈ
ソ
、
〔
禅
〕
定

あ
き
ら
み

く
る
し
激

ぶ
た
い
ぬ
の
ざ
つ
ね

に
入
っ
て
諦
か
に
観
て
み
て
、
善
住
が
七
回
悪
道
の
身
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
し
」
を
見
た
。
い
わ
ゆ
る
猪
、
狗
、
野
干
、

さ
る
う
わ
ぱ
み
か
ら
す
わ
し

け
が
れ

禰
猴
、
嶬
蛇
、
烏
、
鷲
と
い
っ
た
身
で
、
諸
ｊ
ｂ
ろ
の
穣
悪
た
不
浄
の
物
を
食
べ
て
い
た
。
そ
の
時
、
帝
釈
〔
天
〕
は
善
住
天
子
が

く
る
し
み

お
み

す
く

な
や
ま
か
ん
が

七
回
悪
道
の
身
に
堕
ち
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
観
見
て
、
〔
善
住
天
子
の
〕
苦
悩
を
極
助
お
う
Ｌ
」
、
心
を
痛
割
し
、
諦
思
え
た

て
だ
て

〆
一
こ

に
よ
ら
い
お
う
ぐ
し
よ
う
と
う

が
う
ま
い
計
が
無
か
っ
た
。
〔
そ
こ
で
次
の
様
に
考
え
た
、
〕
「
何
所
に
帰
依
す
れ
ば
よ
い
で
あ
う
つ
う
か
。
た
だ
如
来
・
応
供
・
正
等

が
く

覚
〔
と
呼
ば
れ
る
世
尊
〕
だ
け
が
、
そ
の
善
住
〔
天
子
〕
を
一
」
の
苦
し
み
か
ら
免
か
れ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
」
〔
と
〕
。

よ
い
の
く
ち

、
ろ
、
ろ
は
な
か
ざ
り

き
い
じ
よ
う
り
つ
ば

そ
の
時
、
帝
釈
〔
天
〕
は
こ
の
ｐ
Ｈ
の
初
夜
分
の
時
に
、
種
種
な
花
鬘
や
塗
香
や
抹
香
、
〔
さ
ら
に
は
〕
妙
天
の
荘
厳
な
衣
を
〔
手
に
〕

も
っ
せ
い
た
り
ん

ぎ
っ
こ
ど
く
お
ん
お
も
む

お
し
い
た
だ

執
持
て
、
誓
多
林
〔
に
あ
る
給
孤
独
〕
園
に
往
詣
き
世
尊
の
所
へ
到
着
’
し
お
わ
っ
て
、
仏
の
〔
御
〕
足
を
頂
礼
き
、
〔
仏
に
右
一
眉
を
向

せ
い
だ
い

も
う

け
て
〕
右
に
七
回
廻
っ
た
。
そ
し
て
仏
前
で
広
大
に
供
養
し
、
仏
の
前
に
右
膝
を
地
に
つ
け
て
す
わ
り
、
仏
に
白
し
あ
げ
て
一
一
一
口
っ
た
、

「
世
尊
よ
、
善
住
天
子
は
ど
う
し
て
七
回
も
悪
道
で
あ
る
畜
生
の
身
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
」
と
。
〔
続
け
て
〕

つ
ぷ
さ

具
に
上
に
説
い
た
し
よ
う
に
〔
申
し
上
げ
た
〕
。

1０７



（
ｕ
）
遊
翻
Ⅱ
房
】
厨
ロ
（
托
鉢
乞
食
す
る
者
）
の
音
写
。
新
し
い
音
写
で
、
古
く
は
比
丘
と
音
写
し
た
。
（
『
中
村
』
｛
）
・
］
］
膠
）

（
旧
）
菩
薩
僧
Ⅱ
①
菩
薩
の
集
ま
り
。
②
一
一
種
僧
の
一
つ
。
在
家
の
す
が
た
を
し
た
僧
。
（
『
中
村
』
｛
）
」
恩
］
）
と
あ
る
が
こ
こ
で
は
①
の
意
味
を
と
る
。

（
肥
）
三
十
三
天
Ⅱ
六
欲
天
の
一
つ
。
須
弥
山
の
頂
上
に
あ
る
天
。
中
央
に
帝
釈
天
が
い
て
、
頂
の
四
方
に
各
八
人
の
天
人
が
い
る
の
で
、
合
わ

せ
て
三
十
三
天
と
な
る
。
切
利
天
と
も
い
う
。
（
『
中
村
』
ロ
・
自
画
）

（
ロ
）
善
法
堂
Ⅱ
帝
釈
天
の
宮
殿
。
切
利
天
（
三
十
三
天
）
に
あ
る
講
堂
（
ホ
ー
ル
〉
。
須
弥
山
の
頂
上
で
あ
る
喜
見
城
外
の
西
南
角
に
あ
る
。
諸

天
が
こ
こ
に
集
ま
っ
て
人
中
の
善
悪
を
議
論
す
る
と
い
う
。
（
『
中
村
』
己
・
患
い
）

（
坦
善
住
Ⅱ
善
法
堂
の
あ
る
天
に
住
む
天
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
善
住
と
よ
ば
れ
る
。
ま
た
乾
闘
婆
の
児
を
善
住
と
い
い
、
そ
の
容
貌
は
端
厳
で

髪
型
衣
服
冠
な
ど
も
含
め
て
菩
薩
の
よ
う
で
あ
る
。
（
『
尊
勝
陀
羅
尼
経
疏
』
園
『
・
巳
四
ヶ
‐
』
扇
す
、
『
尊
勝
陀
羅
尼
経
紗
』
害
‐
舌
）

（
四
）
諾
大
天
Ⅱ
帝
釈
天
と
三
十
二
天
の
こ
と
。
（
『
尊
勝
陀
羅
尼
経
紗
』
蟹
‐
］
○
す
）

（
、
）
園
観
Ⅱ
①
園
は
園
林
、
親
は
高
台
の
こ
と
。
②
園
の
こ
と
。
教
団
の
敬
地
を
さ
す
。
③
園
の
み
ご
と
な
さ
ま
。
（
『
中
村
』
ご
」
患
）

（
、
）
闘
賓
国
Ⅱ
西
北
イ
ン
ド
の
古
い
国
。
カ
シ
ュ
ミ
ー
ル
の
こ
と
。

（
Ⅱ
）
薄
伽
梵
Ⅱ
世
尊
。
釈
尊
の
こ
と
。
ワ
冨
彊
雪
の
音
写
。

（
吃
）
室
羅
筏
Ⅱ
舎
衛
国
の
こ
と
。
薗
菌
日
の
訳
。
仏
陀
在
世
の
頃
に
中
イ
ン
ド
に
あ
っ
た
国
。

（
旧
）
誓
多
林
給
孤
独
園
Ⅱ
紙
樹
給
孤
独
園
（
祇
園
精
舎
）
の
こ
と
。
中
イ
ン
ド
の
サ
ー
ヴ
ァ
ッ
テ
ィ
ー
国
に
あ
っ
た
精
舎
。
ス
ダ
ッ
タ
長
者
が
、

釈
尊
と
そ
の
教
団
の
た
め
に
建
て
た
僧
坊
。
ジ
ェ
ー
タ
太
子
の
林
苑
に
建
て
ら
れ
た
の
で
祇
園
と
い
う
。
多
く
の
説
法
が
、
こ
の
地
で
な

（
９
）
仏
頂
尊
勝
Ⅱ
ま
た
は
尊
勝
仏
頂
と
い
う
。
仏
頂
と
は
仏
の
頭
上
の
こ
と
で
、
如
来
の
無
見
頂
相
の
諸
仏
の
中
で
最
も
尊
く
最
も
勝
れ
た
尊

Ｐ司

注
■￣

さ
れ
た
。
（
『
中
村
』
｛
）
・
巴
『
）

弁
一
い
シ
７
．
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（
釦
）
塗
香
末
香
Ⅱ
香
を
蕪
じ
た
り
、
身
に
塗
っ
た
り
し
て
、
悪
臭
を
取
り
除
き
芳
香
を
生
活
の
中
に
漂
わ
す
イ
ン
ド
古
来
の
習
俗
が
、
仏
の
供

養
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
香
は
供
養
の
重
要
な
料
と
な
っ
た
。
沈
香
・
白
檀
・
丁
子
香
な
ど
数
多
く
の
南
方
産
の
も
の
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。
身
に
塗
る
も
の
を
「
塗
香
」
と
い
い
、
香
水
・
香
油
・
香
薬
な
ど
に
分
か
れ
、
た
く
も
の
を
「
薫
香
・
焼
香
」
と
い
い
、

（
、
）
尊
貴
Ⅱ
尊
く
勢
い
の
あ
る
こ
と
。
（
『
中
村
』
で
・
患
ご

（
犯
）
囲
続
Ⅱ
と
り
囲
む
こ
と
。
（
『
中
村
』
Ｐ
ｇ
）

（
麺
）
贈
部
洲
Ⅱ
閻
浮
提
に
同
じ
。
イ
ン
ド
の
こ
と
。
須
弥
山
の
周
囲
に
四
洲
が
あ
り
、
そ
の
中
で
南
方
に
あ
る
洲
を
さ
す
。
こ
こ
で
住
民
が
受

け
る
楽
し
み
は
束
と
北
の
二
洲
に
は
劣
る
が
、
諸
仏
が
現
わ
れ
る
の
は
こ
の
南
の
洲
だ
け
で
あ
る
と
い
う
。
（
『
中
村
』
｝
）
・
震
頤
、
同
己
・
］
巴
〉

（
型
）
須
輿
Ⅱ
①
時
間
の
単
位
。
三
十
ラ
ヴ
ァ
を
い
う
。
刹
那
と
同
視
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
②
転
じ
て
短
時
間
の
こ
と
。
瞬
時
。
一
時
。
た
ち

ま
ち
の
間
。
わ
ず
か
の
間
。
つ
か
の
間
。
し
ば
し
。
し
ば
ら
く
。
目
目
目
【
（
『
中
村
』
ｐ
田
①
〉
、
こ
こ
で
は
②
の
意
味
を
と
る
。

（
躯
）
野
干
Ⅱ
野
ぎ
つ
ね
の
こ
と
。
狼
の
一
種
と
も
い
う
。
夜
に
出
歩
い
て
人
肉
を
食
う
。
（
『
中
村
』
Ｃ
・
」
ヨ
ム
）

（
恥
）
禰
猴
Ⅱ
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
日
肖
匿
冨
の
漢
訳
。
猿
。
大
ざ
る
。
猿
は
性
質
が
軽
は
ず
み
で
落
ち
着
か
ぬ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
、
凡
夫

の
五
欲
の
盛
ん
で
不
安
定
な
さ
ま
に
た
と
え
る
。
（
『
中
村
』
己
」
患
、
）

（
”
）
鱗
Ⅱ
大
き
な
う
わ
ば
み
、
の
意
。
大
腹
・
質
朴
・
非
人
６
大
胸
復
行
な
ど
と
も
漢
訳
す
る
。
（
『
中
村
』
で
．
」
患
、
）

（
犯
）
如
来
応
正
等
覚
Ⅱ
如
来
と
応
と
正
等
覚
。
応
は
応
供
の
略
。
人
天
（
人
び
と
と
神
々
）
の
供
養
を
受
け
る
に
た
る
者
の
意
。
正
等
覚
は
正

し
い
完
全
な
さ
と
り
の
意
。
仏
の
十
号
の
う
ち
の
第
一
と
第
二
と
第
一
二
。
正
等
覚
は
正
遍
知
と
も
い
う
。
（
『
中
村
』
で
」
目
）

（
豹
）
初
夜
Ⅱ
イ
ン
ド
で
は
一
夜
を
初
・
中
・
後
に
三
分
す
る
の
が
例
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
初
夜
は
宵
の
口
を
意
味
す
る
。
今
の
午
後
六
時
ご
ろ

か
ら
九
時
ご
ろ
ま
で
の
こ
と
。
初
更
。
夜
の
最
初
の
部
分
。
（
『
中
村
』
｛
〕
・
ｇ
Ｃ
〉

（
釦
）
花
璽
Ⅱ
華
に
は
「
花
（
塵
に
は
「
綬
」
「
鰻
」
を
も
当
て
る
。
糸
で
生
花
を
綴
り
、
ま
た
は
こ
れ
を
結
ん
で
、
頸
飾
り
ま
た
は
身
の
装
飾
と
な
し
、

あ
る
い
は
仏
の
供
養
に
用
い
る
。
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【
原
文
】

爾
時
如
来
頂
上
放
種
種
光
、
遍
満
十
方
一
切
世
界

（
｝
）

已
。
其
光
還
来
続
仏
三
市
、
従
仏
ロ
入
。
仏
便
微
笑

（
茄
）
胡
脆
Ⅱ
足
を
か
が
め
て
右
膝
を
地
に
つ
け
る
こ
と
。
イ
ン
ド
の
礼
法
。
（
『
中
村
』
で
・
塁
巴

丸
香
・
抹
香
・
線
香
・
線
香
な
ど
に
加
工
さ
れ
る
。

（
犯
）
妙
天
衣
Ⅱ
妙
は
す
ば
ら
し
い
、
最
勝
の
意
味
で
、
天
衣
と
は
立
派
な
衣
の
意
味
。
よ
っ
て
最
上
の
衣
。

（
詔
）
執
持
Ⅱ
心
に
し
っ
か
り
と
刻
み
つ
け
る
こ
と
。
信
仰
心
や
精
神
統
一
し
た
心
が
確
固
と
し
て
散
乱
し
な
い
こ
と
。
（
『
中
村
』
己
・
量
や
）

（
弧
）
頂
礼
Ⅱ
古
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
最
高
の
敬
礼
法
で
、
尊
者
の
足
下
に
ひ
れ
伏
し
、
頭
の
先
を
地
に
つ
け
る
。
仏
教
で
も
仏
の
両
足
に
頭
を

つ
け
る
の
を
「
頂
礼
仏
足
」
と
い
い
、
両
手
両
足
頭
を
地
に
つ
け
る
五
体
投
地
は
最
上
の
敬
礼
法
と
さ
れ
る
。

（
鍋
）
右
続
Ⅱ
「
右
達
」
と
も
書
き
、
「
右
旋
」
と
も
い
う
。
イ
ン
ド
の
礼
法
の
一
つ
。
敬
意
を
示
し
た
い
対
象
（
貴
人
・
聖
火
な
ど
）
に
右
一
眉
を
向
け
、

そ
の
周
囲
を
右
回
り
に
廻
ろ
礼
。
こ
れ
が
仏
教
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
、
「
右
達
三
匝
」
（
右
回
り
を
三
回
繰
り
返
す
こ
と
）
の
礼
法
が
（

〔
３
〕
陀
羅
尼
の
教
示

般
化
し
た
。

【
書
き
下
し
】

エ
・

（
源
｝

爾
の
時
如
来
、
頂
上
よ
り
種
種
の
光
を
放
ち
、
十
方
一
切
世
界
に
遍

お
め
ぐ

き
ん
そ
う
（
海
）

満
し
己
わ
れ
り
。
其
の
光
還
り
来
り
て
仏
を
焼
る
こ
と
一
二
市
し
、
仏
の
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｛一勺）

告
帝
釈
一
一
一
口
、
天
帝
、
有
陀
羅
尼
、
名
為
如
来
仏
仏

頂
尊
勝
。
能
浄
一
切
悪
道
、
能
浄
除
一
切
生
死
苦

悩
、
又
能
浄
除
諸
地
獄
閻
羅
王
界
畜
生
之
苦
、
又
破

（一一一）

一
切
地
獄
能
泗
向
善
道
。
天
帝
、
此
仏
頂
尊
勝
陀
羅

尼
、
若
有
人
間
、
一
経
於
耳
、
先
世
所
造
一
切
地
獄

（
Ⅳ
）

悪
業
、
皆
悉
消
滅
、
当
得
清
浄
之
身
。
随
所
生
処
憶

持
不
忘
、
従
一
仏
刹
至
一
仏
刹
、
従
一
天
界
至
一
天

界
、
遍
歴
三
十
三
天
。
所
生
之
処
、
憶
持
不
忘
。
天

帝
、
若
人
命
欲
将
終
、
須
突
憶
念
此
陀
羅
尼
、
還
得

増
寿
、
得
身
口
意
浄
、
身
無
苦
痛
、
随
其
福
利
随
処

安
隠
。
一
切
如
来
之
所
観
視
、
一
切
天
神
恒
常
侍
衛
、

〈
Ⅱ
）

為
人
所
敬
、
悪
障
消
滅
、
一
切
菩
薩
同
心
覆
護
。
天
帝
、

若
人
能
須
輿
読
調
此
陀
羅
尼
者
、
此
人
所
有
一
切
地

獄
畜
生
閻
羅
王
界
餓
鬼
之
苦
、
破
壊
消
滅
無
有
遺
余
。

諸
仏
刹
士
及
諸
天
宮
、
一
切
菩
薩
所
住
之
門
、
無
有

（Ｌハ）

障
碍
、
随
意
遊
入
。
爾
時
帝
釈
白
仏
一
一
一
一
口
、
世
尊
唯
願

如
来
、
為
衆
生
説
増
益
寿
命
之
法
。
爾
時
世
尊
知
帝

（・昨」）

釈
意
心
之
所
念
楽
聞
仏
説
是
陀
羅
尼
法
、
即
説
呪
日
、

た
い
し
や
く
（
洲
）

（
抑
）

口
よ
り
入
る
。
仏
便
ち
微
笑
し
て
帝
釈
に
告
げ
て
一
一
一
口
く
、
「
天
帝
よ
、
陀

羅
尼
有
り
名
づ
け
て
如
来
仏
頂
尊
勝
と
為
す
。
能
く
一
切
の
悪
働
誉
浄

〈
抑
）

漣
ょ
ら
が
ぶ
つ
ち
よ
う
そ
ん
し
ょ
う

め
、
能
く
一
切
の
生
死
の
苦
悩
を
浄
め
除
き
、
又
た
能
く
諸
弘
Ｕ
ろ
の
地

獄
・
献
鰕
迩
界
・
畜
生
の
苦
を
浄
め
除
き
、
又
た
一
切
の
地
獄
を
破
り

て
能
く
善
隣
に
抄
雌
栖
・
天
帝
よ
、
此
の
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
は
、
若
し

人
の
聞
く
有
・
り
て
、
｜
た
び
耳
を
経
ば
、
先
世
に
造
る
所
の
一
切
の
地

獄
の
悪
業
は
皆
悉
く
消
滅
し
、
当
に
清
浄
の
身
を
得
、
所
生
の
処
に
随

ぶ
つ
せ
つ
（
怖
〉

い
て
憶
持
し
て
忘
れ
ざ
る
く
し
。
一
仏
刹
よ
り
一
仏
刹
に
至
ｈ
ソ
、
一
天

〈
妬
）

（
肥
）

界
よ
り
一
天
界
に
至
・
り
、
一
一
一
十
一
一
一
天
を
遍
歴
し
て
、
所
生
の
処
に
憶
持

し
て
忘
れ
ず
。
天
帝
よ
、
若
し
人
の
命
将
に
終
わ
ら
ん
と
欲
す
る
に
、

し
ゆ
ゆ
（
割
）

え

須
爽
に
此
の
陀
羅
尼
を
憶
念
せ
ぱ
、
還
っ
て
寿
を
益
す
を
得
、
身
口
意

（
綿
）

浄
ら
か
な
る
こ
し
」
を
得
て
、
身
に
苦
痛
無
く
、
其
の
福
利
に
随
い
処
に
つ

随
い
て
安
隠
な
ら
ん
。
一
切
の
如
来
に
観
視
せ
｛
つ
れ
、
一
切
の
天
神
恒

ね

常
に
侍
衛
し
、
人
の
敬
う
所
と
な
ｈ
ソ
、
悪
障
消
滅
し
て
、
一
切
の
菩
薩

同
心
に
覆
識
ぜ
ん
・
天
帝
よ
、
若
し
人
能
く
須
輿
も
此
の
陀
羅
尼
を
読

あ
ら
ゆ

調
せ
ば
、
此
の
人
の
所
有
Ｚ
》
一
切
の
地
獄
・
畜
生
・
閻
羅
王
界
・
餓
鬼

の
苦
、
破
壊
消
滅
し
て
道
余
有
る
こ
と
無
か
ら
ん
。
諸
も
る
の
仏
刹
士

及
び
諸
も
る
の
天
宮
、
一
切
の
菩
薩
の
住
む
所
の
門
、
障
碍
有
る
こ
と

無
く
、
随
意
に
遊
入
せ
ん
」
と
。
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〈
八
）

那
謨
薄
伽
践
帝
〔
．
〕
啼
隷
路
迦
騨
朧
底
砒
失
麓
姥

〔
孔
佛
怯
反
。
下
同
〕
耶
〔
一
一
〕
勃
陀
〔
引
〕
耶
〔
二
〕
薄
伽
政
帝
〔
四
〕

但
姪
他
〔
五
〕
随
〔
引
。
』
ハ
〕
砒
輸
駄
耶
〔
七
〕
娑
摩
三
漫
多

幡
婆
娑
〔
△
娑
破
曝
掌
掲
底
伽
訶
那
娑
婆
〔
引
〕
幡
輸

地
〔
九
〕
阿
鼻
読
者
蘇
掲
多
伐
折
蒔
設
反
。
下
側
〕
那
阿
蜜

剛
多
砒
畷
難
〔
１
．
此
取
闘
字
呼
声
喚
〕
阿
〔
引
〕
詞
羅
阿
訶

羅
〔
十
一
〕
阿
〔
引
〕
楡
散
陀
〔
引
〕
羅
尼
〔
十
一
一
〕
輸
駄
耶
輸

駄
耶
〔
‐
工
一
〕
伽
伽
那
砒
輸
〔
輸
律
反
ド
ー
何
〕
提
〔
‐
↑
四
〕
烏
慧

尼
沙
砒
逝
耶
輸
提
下
さ
娑
訶
娑
嚥
喝
畷
潔
餌
珊
珠

地
帝
〔
十
六
〕
薩
〔
引
〕
婆
但
他
掲
多
地
讓
陀
〔
引
〕
那
頻
地

琵
恥
帝
慕
姪
隷
〔
十
七
〕
抜
折
曝
迦
可
〕
耶
僧
訶
多
那

輸
提
〔
十
八
〕
薩
婆
伐
嚥
筆
砒
輸
提
〔
十
九
〕
騨
曝
底
祢
伐

但
耶
阿
瑞
輸
提
〔
Ⅱ
〕
薩
末
那
頗
地
慧
恥
帝
〔
廿
二
末

祢
末
休
〔
廿
奎
〕
但
闘
多
部
多
倶
砥
鉢
卿
輸
提
〔
廿
一
一
一
〕
砒

肌
議
徽
伽
肋
禰
□
聯
繍
噺
醐
徽
聯
脚
舳
先
溌
哨
〔
州
す
。
擁
と
僻
の
蝿
（
「
夕
」

と読む）。㈹同じ〕船〔一一〕鯲附〔雌す〕恥〔一一一〕瀞伽跡禰〔四〕低嚇他〔五〕噸
ピ
シ
ュ
ダ
ヤ
サ
ン
マ
サ
ン
マ
ン
タ
ハ
パ
シ
ャ
ソ
ハ
ラ
タ
ギ
ャ
チ
キ
ャ
力

〔
躯
す
。
六
〕
砒
輸
駄
耶
〔
七
〕
娑
摩
一
一
一
漫
多
幡
婆
婆
〔
八
〕
娑
破
嚥
筆
掲
底
伽
訶

川
蝉
濁
馳
す
〕
聯
蹴
地
〔
ん
〕
肺
紮
謝
翫
聯
撒
扮
胸
抓
〔
聯
と
鍵
の
陣
（
「
シ
ャ
」
と
続

、
．
ノ
ウ
ア
ミ
リ
タ
ピ
セ
イ
ケ
イ
二
二
Ｉ

む
『
耐
同
じ
〕
那
阿
蜜
卿
多
砒
畷
難
〔
１
。
此
は
脚
の
字
の
呼
声
を
取
っ
て
鍵
Ｕ
〕
耐
〔
邪

シ
ュ
ダ
ヤ
シ
ュ
ダ
ヤ

す
〕
訶
羅
阿
訶
羅
〔
十
一
〕
剛
〔
孵
す
〕
聯
離
陀
〔
引
〕
鰕
勝
〔
十
二
〕
輸
駄
耶
輸
駄
耶

力
ラ
ア
カ
ラ

キ
ヤ
キ
ャ
ノ
ウ
ピ
シ
ユ
し
ゆ
叩
っ
虻
切

．
．
テ
イ
ウ
シ
ュ
ニ
シ
ャ

〔
十
一
二
〕
伽
伽
那
砒
輸
〔
輪
と
作
の
反
（
一
シ
ュ
」
と
読
む
）
・
暁
同
じ
〕
提
〔
１
四
〕
烏
憲
尼
沙

砒
逝
耶
輸
提
〔
ｌ
派
〕
勢
詠
騨
囎
卿
囎
榊
抑
珊
鵬
地
禰
（
ｔ
ハ
〕
露
耐
ず
〕
蝉
低

ピ
シ
ヤ
ヤ
シ
ュ
デ
イ

他
獄
歩
地
溌
噺
〔
州
す
〕
肌
嚇
地
瀧
恥
禰
瀞
嚇
繍
〔
十
七
〕
桝
押
聯
剛
引
”
す
〕
Ⅲ

ソ
ウ
カ
タ
ノ
ウ
シ
ュ
テ
イ
サ
ラ
パ
ハ
ラ
タ
ピ
シ
ュ
テ
イ

ハ
ラ
チ
ニ
ハ
ラ
タ
ヤ
ア

僧
訶
多
那
輸
提
〔
十
八
〕
薩
婆
伐
曜
筆
砒
輸
提
〔
十
九
〕
螂
曝
底
祢
伐
但
耶
阿

ユ
シ
ュ
テ
イ
サ
ラ
マ
ノ
ウ
ア
ッ
チ
シ
ュ
チ
テ
イ

マ
ニ
マ
ニ

タ
ダ
ダ
ポ
タ

礒
輸
提
〔
廿
〕
薩
末
那
頗
地
讓
恥
帝
〔
！
〕
末
作
末
祢
〔
Ⅱ
二
〕
但
鬮
多
部
多

ク
チ
ハ
リ
シ
ュ
テ
イ

ピ
ソ
ホ
タ
ポ
チ
シ
ュ
テ
イ
シ
ャ
ャ
シ
ャ
ャ

ピ
シ
ヤ

倶
砥
鉢
咽
輸
提
〔
廿
一
二
〕
砒
薩
普
叱
勃
地
輸
提
〔
Ⅱ
四
〕
社
耶
社
耶
〔
廿
五
〕
砒
社

ヤ
ビ
シ
ヤ
ヤ

サ
ン
マ
ー
フ
サ
ン
マ
ラ
ボ
ダ
ア
ヅ
チ
シ
ュ
チ
タ
シ
ュ
テ
イ

バ
シ
リ

耶
砒
社
耶
〔
廿
六
〕
薩
末
畷
薩
末
曝
勃
陀
頗
地
琵
恥
多
輸
提
〔
廿
七
〕
践
折
鯉

（
サ
ラ
ギ
ヤ
ラ
ヘ
イ

パ
サ
ラ
ン
ハ
ハ
ト

マ
マ

敗
折
曝
掲
碑
〔
Ⅱ
八
〕
祓
折
藍
婆
伐
都
〔
什
九
〕
麿
麿
〔
某
叩
（
Ⅱ
呪
文
を
受
持
し
て
い
る

そ
も
う

爾
の
時
帝
釈
、
仏
に
白
し
て
一
一
一
一
向
く
、
「
世
尊
よ
、
唯
だ
願
わ
く
は
如
来

よ
、
衆
生
の
為
に
寿
命
を
増
磁
ず
ろ
の
法
を
説
き
た
ま
え
」
と
。
爾
の 》

て

時
世
尊
、
帝
釈
の
意
心
の
念
ず
プ
④
所
に
仏
の
是
の
陀
羅
尼
の
法
を
説
／
、

ね
が

を
聞
か
ん
と
楽
う
を
知
ｈ
ソ
、
即
ち
呪
を
説
い
て
曰
く
、
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仏
告
帝
釈
言
、
此
呪
名
浄
除
一
切
恕
道
仏
頂
尊
勝

陀
羅
尼
。
能
除
一
切
罪
業
等
陣
、
能
破
一
切
微
悪
道

（
几
）

苦
・
天
帝
、
此
陀
羅
尼
、
八
十
八
碗
伽
沙
倶
脳
百
千

（｜｜、｜｜｝

諸
仏
同
共
害
旦
説
、
随
喜
受
持
。
大
如
来
智
印
印
之
、

｛
、
午
）

為
破
一
切
衆
生
臓
、
悪
道
苦
故
。
為
一
切
地
獄
畜
生

閻
羅
王
界
衆
生
得
解
脱
故
。
臨
急
苦
難
堕
生
死
海
中

衆
生
得
解
脱
故
。
短
命
薄
福
無
救
護
衆
生
、
楽
造
雑

（
｜
『
こ
）

染
悪
業
衆
生
故
説
。
又
此
陀
羅
尼
於
胸
部
洲
住
持
力

故
。
能
令
地
獄
悪
道
衆
生
、
種
種
流
転
生
死
簿
福
衆

帝
〔
｜
下
五
〕
娑
婆
詞

薩
普
叱
勃
地
輸
提
〔
Ⅱ
四
社
耶
社
耶
〔
Ⅱ
五
〕
砒
社
耶
砒

社
耶
〔
Ⅱ
六
〕
薩
末
曝
薩
末
曜
勃
陀
頗
地
琵
恥
多
輸
提

〔
Ⅱ
七
〕
践
折
曝
蹴
折
曝
掲
稗
〔
廿
凸
敗
折
藍
婆
伐
都
〔
Ⅱ

几
〕
歴
腫
〔
某
叩
（
Ⅱ
受
持
者
於
此
日
嗣
名
）
〕
薩
婆
薩
唾
那
〔
と

迦
可
〕
耶
砒
輸
提
〔
Ⅲ
〕
薩
婆
掲
底
鉢
剛
輸
提
〔
Ⅲ
一
〕
薩

婆
仙
他
掲
多
三
摩
潔
婆
娑
頗
地
遜
恥
帝
〔
Ⅲ
〕
勃
噸

勃
噸
〔
Ⅲ
：
。
他
耶
反
〕
蒲
駄
耶
蒲
駄
耶
三
漫
多
鉢
刑
輸

提
〔
Ⅲ
凹
薩
婆
但
他
掲
多
地
琶
陀
（
別
〕
那
頻
地
琴
恥

仏
、
帝
釈
に
告
げ
て
言
く
、
「
此
の
呪
は
『
浄
除
一
切
恕
道
仏
頂
尊

勝
陀
羅
尼
』
と
名
づ
く
。
能
く
一
切
の
罪
業
等
の
陣
を
除
き
、
能
く
一

切
の
糠
、
恕
道
の
苫
を
破
る
。
天
帝
よ
、
此
の
陀
羅
尼
は
、
ハ
ー
ハ

ご
う
が
し
や
（
卯
）
ぐ
て
恥
｛
釦
）

と
６

碗
伽
沙
倶
砥
百
千
の
諸
仏
、
同
共
に
》
同
一
説
し
、
随
喜
受
持
す
。
大

（兜）

如
来
の
智
印
も
て
之
孝
｝
印
す
る
は
、
一
切
の
衆
生
の
横
・
悪
道
の
苫

を
破
ら
ん
が
為
の
故
に
。
一
切
の
地
獄
・
畜
生
・
閻
羅
王
界
の
衆
生

を
し
て
解
脱
を
得
せ
し
め
ん
が
為
の
故
に
。
急
な
る
苦
難
に
臨
ん
で

生
死
海
中
に
堕
す
る
衆
生
を
し
て
解
脱
を
得
せ
し
む
る
が
故
に
。
短

ね
が

命
薄
桶
に
し
て
救
護
無
き
衆
生
、
楽
っ
て
雑
染
の
悪
業
を
造
る
衆
生

サ
ラ
パ
サ
卜

行の名川をここでⅢえる）〕薩婆薩唾那〔’に（減で挑む）〕趣〔州す〕恥朏聯臓〔Ⅲ〕
サ
ラ
バ
ギ
ャ
チ
ハ
リ
シ
ュ
テ
イ
サ
ラ
バ
タ
タ
ギ
ャ
タ
サ
ン
マ
シ
ン
パ
サ
ア
ッ
チ
シ
ュ
チ
デ
イ

薩
婆
掲
底
鉢
剛
輸
提
〔
Ⅲ
一
〕
薩
婆
但
他
掲
多
一
二
摩
濠
婆
娑
頗
地
豫
恥
帝
〔
Ⅲ

ポ
チ
ャ
ボ
夕

几
小
。
反
町

ホ
ダ
ヤ
ホ
ダ
ヤ
サ
ン
マ
ン
タ
ハ
リ

ー
〕
勃
岻
勃
噸
〔
Ⅲ
二
・
他
と
耶
の
反
（
「
夕
」
と
読
む
）
〕
蒲
駄
耶
蒲
駄
耶
一
一
一
漫
多
鉢
噺

鯲
憾
〔
Ⅲ
川
〕
鵬
瞬
他
仙
撒
勢
地
織
崎
〔
岬
す
）
肌
卿
地
瀧
附
禰
〔
一
一
一
１
（
〕
娑
婆

ソ
ワ

制
即 力
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生
、
不
信
善
悪
業
失
正
道
衆
生
等
、
得
解
脱
義
故
。

【
校
注
】

（
一
）

（》一）

（一一一）

（
四
）

（
五
〉

（一ハ）

（
七
）

〈
八
）

〆￣、

九
、－〆

ｍ
Ⅱ
大
正
蔵
本
は
「
匝
」
に
作
る
。

仏
頂
尊
勝
Ⅱ
原
本
は
「
仏
尊
勝
頂
」
に
作
る
。

天
帝
Ⅱ
黄
檗
本
は
こ
の
上
に
「
仏
告
」
の
二
字
あ
り
。

悉
皆
Ⅱ
大
正
蔵
本
は
「
悉
皆
」
に
作
る
。

減
Ⅱ
黄
檗
本
は
「
除
」
に
作
る
。

遊
Ⅱ
大
正
蔵
本
は
「
趣
」
に
作
る
。

心
Ⅱ
黄
檗
本
は
無
し
。

那
謨
…
Ⅱ
以
下
の
陀
羅
尼
の
部
分
は
、
底
本
と
磧
砂
蔵
本
・
大
正
蔵
本
と
大
き
く
内
容
を
異
に
し
て
い
る
た
め
、
今
回
は

異
同
の
校
注
を
行
わ
な
か
っ
た
。

陀
羅
尼
Ⅱ
大
正
蔵
本
は
「
大
陀
羅
尼
」
に
作
る
。

せ
ん
ぶ
し
ゆ
う
（
聖
）

の
故
に
説
／
、
。
又
た
此
の
陀
羅
尼
は
贈
部
洲
に
於
い
て
住
持
す
う
①
力

の
故
に
、
能
く
地
獄
悪
道
の
衆
生
、
種
種
に
生
死
を
流
転
せ
る
薄
福

な
る
衆
生
、
善
悪
業
を
信
ぜ
ず
し
て
正
道
を
失
え
る
衆
生
等
を
し
て
、

解
脱
の
義
を
得
せ
し
む
る
故
に
」
と
。
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【
口
語
訳
】

そ
の
時
、
如
来
は
頭
頂
か
ら
種
々
の
光
を
放
ち
、
そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
世
界
を
す
べ
て
満
た
し
尽
く
し
た
。
そ
し
て
そ
の
光
は
返
っ

て
き
て
仏
の
ま
わ
り
を
三
回
め
ぐ
っ
た
後
、
仏
の
口
か
ら
入
っ
た
。
そ
こ
で
仏
は
微
笑
し
て
帝
釈
〔
天
〕
に
言
っ
た
、
「
天
帝
よ
、
『
如

来
仏
頂
尊
勝
』
と
い
う
名
の
陀
羅
尼
が
あ
る
。
こ
れ
は
〔
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
と
い
う
〕
す
べ
て
の
悪
道
を
浄
め
、
す
べ
て
の
生
死

の
苦
悩
を
除
き
、
地
獄
や
閻
魔
王
の
世
界
〔
に
属
す
る
餓
鬼
や
人
間
〕
、
畜
生
の
苦
し
み
を
浄
め
除
き
、
す
べ
て
の
地
獄
を
破
っ
て

善
い
世
界
に
向
か
わ
せ
る
。
ま
た
天
帝
よ
、
こ
の
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
』
が
聞
こ
え
て
、
少
し
で
も
耳
に
す
る
者
が
あ
れ
ば
、
前

世
で
作
っ
た
地
獄
に
陥
る
〔
原
因
と
な
る
〕
す
べ
て
の
悪
業
は
残
ら
ず
消
滅
し
、
清
浄
な
る
身
を
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
生
ま
れ
〔
変
わ
〕

せ
か
い

せ
か
い

せ
か
い

る
先
々
の
処
で
し
っ
か
り
と
覚
え
て
い
て
亡
し
れ
な
い
だ
ろ
う
。
〔
一
つ
の
〕
仏
国
士
か
ら
別
の
仏
国
土
に
至
り
、
天
上
界
か
ら
別
の

せ
か
い

天
上
界
に
至
り
、
一
一
一
十
一
一
一
の
天
界
を
遍
歴
し
て
、
生
ま
れ
〔
変
わ
〕
る
先
々
の
処
で
し
っ
か
り
と
覚
え
て
い
て
忘
れ
な
い
だ
ろ
う
。

と
な

天
帝
よ
、
も
し
寿
命
が
ま
さ
に
尽
き
よ
う
と
し
て
い
る
人
が
い
た
場
合
、
僅
か
な
時
間
で
も
こ
の
陀
羅
尼
を
憶
念
え
れ
ば
、
寿
命

か
ら
だ
こ
と
ば
こ
こ
ろ

か
ら
だ

と
な

く
ど
く

を
延
ば
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
〔
ま
た
〕
身
も
口
も
意
も
清
ら
か
に
な
り
、
身
に
苦
痛
は
無
く
、
そ
の
〔
憶
念
え
る
〕
福
利
に
従
い
、

そ
の
場
そ
の
場
で
安
穏
と
な
ろ
う
。
す
べ
て
の
如
来
に
見
守
ら
れ
、
す
べ
て
の
神
々
が
常
に
近
く
で
守
り
、
人
々
に
敬
わ
れ
て
、

悪
い
障
害
は
消
滅
し
、
す
べ
て
の
菩
薩
は
心
を
同
じ
く
し
て
囲
み
守
る
で
あ
ろ
う
。
天
帝
よ
、
も
し
少
し
で
も
こ
の
陀
羅
尼
を
読

〆￣、グー、￣、

二一・○
、－ン閂－〆－〆

大
如
来
Ⅱ
大
正
蔵
本
は
「
大
日
如
来
」
に
作
る
。

苫
Ⅱ
原
本
、
宋
磧
砂
本
は
「
義
」
に
作
る
。

故
説
Ⅱ
大
正
蔵
本
は
「
得
饒
益
故
」
に
作
る
。
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論
す
る
人
が
あ
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
す
べ
て
の
地
獄
・
畜
生
や
閻
魔
王
世
界
に
〔
属
す
る
〕
餓
鬼
の
苦
し
み
が
破
壊
さ
れ
、
消
滅
し

せ
か
い

て
跡
形
さ
え
残
ら
な
い
だ
ろ
う
。
も
ろ
も
ろ
の
仏
国
士
、
神
々
の
宮
殿
、
す
べ
て
の
笠
口
薩
が
住
す
る
場
所
の
入
り
口
か
ら
、
何
の

さ
ま
た
げ
も
な
く
自
由
に
出
入
り
で
き
る
だ
ろ
う
」
。

ふ
や
お
し
え

そ
の
時
、
帝
釈
〔
天
〕
は
仏
に
申
し
上
げ
た
、
「
世
尊
よ
、
ど
う
か
如
来
よ
、
衆
生
の
た
め
に
寿
命
を
増
益
す
法
を
お
説
き
下
さ
い
」
。

お
し
え

そ
の
時
世
尊
は
、
帝
釈
〔
天
〕
が
心
の
中
で
こ
の
陀
羅
尼
の
法
に
つ
い
て
説
き
〔
示
す
〕
の
を
聞
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
一
」
と
を
知
り
、

す
ぐ
に
〔
次
の
よ
う
な
〕
呪
を
説
い
て
言
っ
た
。

《
以
下
、
陀
羅
尼
の
口
語
訳
は
、
竹
中
智
泰
氏
の
訳
文
を
転
載
さ
せ
て
頂
い
た
。
》

【
原
載
、
木
村
俊
彦
・
竹
中
智
泰
共
著
『
禅
宗
の
陀
羅
尼
』
（
大
東
出
版
社
二
九
九
八
）
】

世
尊
〔
す
な
わ
ち
、
十
方
〕
三
世
に
お
い
て
最
も
勝
れ
た
仏
陀
世
尊
に
帰
依
い
た
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
オ
ー
ン
。
浄
め

た
ま
え
、
浄
め
た
ま
え
。
全
く
平
等
に
し
て
遍
く
周
く
遍
在
す
る
光
明
の
輝
き
（
拡
が
り
）
に
よ
っ
て
、
六
道
の
奥
底
霄
悩
）
〔
ま

で
を
も
照
ら
す
〕
本
性
の
清
浄
な
ろ
も
の
よ
・
善
逝
（
仏
陀
）
の
殊
妙
な
る
言
葉
と
い
う
甘
露
水
の
灌
頂
〔
す
な
わ
ち
〕
偉
大
な

る
真
言
の
諸
句
に
よ
っ
て
、
私
を
灌
頂
し
た
ま
え
。
与
え
た
ま
え
、
与
え
た
ま
え
、
〔
更
に
寿
命
を
〕
。
寿
命
を
保
持
す
ろ
も

の
よ
・
浄
め
た
ま
え
、
浄
め
た
ま
え
。
虚
空
の
如
く
〔
本
性
の
〕
清
浄
な
ろ
も
の
よ
・
清
浄
な
る
仏
頂
尊
勝
尊
よ
・
千
の
光

明
に
よ
っ
て
鼓
舞
ざ
れ
し
も
の
よ
・
一
切
の
如
来
（
仏
）
を
直
視
す
る
も
の
よ
◎
六
波
羅
蜜
を
完
遂
せ
し
も
の
よ
・
一
切
の
如

来
の
本
質
で
あ
る
加
護
〔
の
不
可
思
議
力
〕
に
よ
っ
て
加
護
ざ
れ
し
も
の
よ
・
口
切
の
如
来
の
悟
境
・
功
徳
・
誓
願
を
あ
ら

わ
す
〕
偉
大
な
る
印
相
よ
。
金
剛
身
（
金
剛
杵
の
ご
と
き
不
壊
な
る
身
体
）
を
備
え
た
る
清
浄
な
ろ
も
の
よ
・
一
切
の
障
害
・
恐
怖
・
〔
三
〕

悪
道
〔
に
お
い
て
〕
清
浄
な
ろ
も
の
よ
・
〔
衆
生
済
度
を
す
る
仏
の
〕
誓
願
に
よ
っ
て
加
護
ざ
れ
し
も
の
よ
・
宝
珠
ょ
、
宝
珠
ょ
、

大
宝
珠
よ
・
真
如
（
あ
り
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
Ⅱ
真
実
）
実
際
（
極
限
的
真
型
に
よ
っ
て
清
浄
な
ろ
も
の
ょ
。
開
顕
し
た
る
覚
知
に
ょ
っ
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じ
ょ
う
じ
ｋ
い
っ
さ
い
あ
く
膀
宕
っ
ぶ
つ
ち
よ
う
そ
ん
し
よ
う
着
ら
漣

仏
は
帝
釈
〔
天
〕
に
一
一
一
一
向
っ
た
、
「
こ
の
呪
は
『
浄
除
一
切
悪
道
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
』
と
名
付
け
ら
れ
、
す
べ
て
の
罪
業
な
ど
に
よ

け
が

る
障
害
を
除
き
、
す
べ
て
の
機
れ
と
〔
一
二
〕
悪
道
の
苦
し
み
を
減
す
る
で
あ
ろ
う
。
天
帝
よ
、
こ
の
陀
羅
尼
は
数
え
切
れ
な
い
ほ

さ
ん
た
ん
も
ち
一

ど
多
く
の
諸
仏
が
共
に
広
く
説
き
示
し
、
随
喜
し
て
受
持
い
て
い
る
Ｊ
ｂ
の
で
あ
る
。
偉
大
な
如
来
が
智
印
に
よ
っ
て
こ
れ
を
証
す

け
が

る
の
は
、
す
べ
て
の
衆
生
の
織
れ
や
〔
一
二
〕
悪
道
の
苦
し
み
を
破
ら
せ
る
た
め
で
あ
り
、
す
べ
て
の
地
獄
や
畜
生
、
閻
蹴
王
世
界

〔
に
属
す
る
餓
鬼
や
人
間
世
界
〕
の
衆
生
に
解
脱
を
得
さ
せ
る
た
め
で
あ
り
、
急
な
苦
難
に
で
あ
っ
て
生
死
の
海
に
落
ち
込
ん
だ
衆

す
く

生
に
解
脱
を
得
さ
せ
る
た
め
で
あ
り
、
短
命
で
福
が
少
な
く
、
救
護
っ
て
く
れ
る
ｊ
曲
）
の
の
な
い
衆
生
と
、
有
漏
の
悪
業
を
進
ん
で

妙
】
か
肺
た
も

え

造
っ
て
い
る
衆
生
に
利
益
を
得
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
陀
羅
尼
は
一
」
の
購
部
洲
で
住
持
つ
〔
一
」
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
、

す
ば
ら
し
い
〕
力
が
あ
る
か
ら
、
地
獄
〔
な
ど
の
〕
悪
道
〔
に
堕
ち
て
い
る
〕
衆
生
や
、
生
死
〔
の
世
界
〕
を
流
転
し
て
い
る
福
の
少

式
》
と
り
が
み

な
い
衆
生
や
、
善
悪
業
〔
の
道
理
〕
を
信
じ
な
い
で
正
し
い
道
を
見
失
っ
て
い
る
衆
生
た
ち
に
Ｊ
い
）
、
解
脱
の
義
を
わ
か
ら
せ
る
こ

な
い
衆
生
や
、
善
悪
業
〔

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
」
。

て
清
浄
な
ろ
も
の
よ
・
勝
利
し
た
ま
え
、
勝
利
し
た
ま
え
。
大
い
に
勝
利
し
た
ま
え
、
大
い
に
勝
利
し
た
ま
え
。
億
念
し
た

ま
え
、
億
念
し
た
ま
え
。
一
切
の
諸
仏
に
加
護
さ
れ
し
清
浄
な
ろ
も
の
よ
・
金
剛
よ
◎
金
剛
を
胎
と
す
る
も
の
よ
・
私
と
一

切
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
身
体
は
金
剛
と
な
れ
よ
か
し
。
身
体
の
完
全
に
清
浄
な
ろ
も
の
よ
・
｜
切
趣
（
六
道
に
お
い

て
完
全
に
清
浄
な
ろ
も
の
よ
・
し
か
し
て
、
一
切
の
如
来
は
私
に
安
楽
を
与
え
た
ま
え
。
一
切
の
如
来
の
安
慰
に
よ
り
て
加

護
ざ
れ
し
も
の
よ
・
悟
り
た
ま
え
、
悟
り
た
ま
え
。
よ
く
悟
り
た
ま
え
、
よ
く
悟
り
た
ま
え
。
悟
ら
せ
た
ま
え
、
悟
ら
せ
た

ま
え
。
よ
く
悟
ら
せ
た
ま
え
、
よ
く
悟
ら
せ
た
ま
え
。
遍
満
す
る
〔
光
明
に
よ
り
て
〕
清
浄
な
る
も
の
よ
・
一
切
の
如
来
の

本
質
で
あ
る
加
護
〔
の
不
可
思
議
力
〕
に
よ
り
て
加
護
さ
れ
し
、
偉
大
な
る
印
相
よ
。
ス
ヴ
ァ
ー
ハ
ー
（
め
で
た
し
）
。

1１７



（
注
】

（
訂
）
十
方
Ⅱ
十
の
方
向
。
東
・
西
・
南
・
北
・
北
東
・
南
東
・
北
西
・
南
西
・
上
・
下
。

禿
）
帝
釈
Ⅱ
帝
釈
天
。
イ
ン
ド
ラ
神
。
ヴ
ェ
ー
ダ
神
話
に
お
け
る
最
も
有
力
な
神
で
あ
る
が
、
後
に
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
、
梵
天
と
と
も

に
仏
法
を
守
護
す
る
神
と
さ
れ
た
。
注
宛
）
参
照
。

（
調
）
天
帝
Ⅱ
神
々
の
帝
王
。
帝
釈
天
。
注
兎
）
参
照
。

（
知
）
陀
羅
尼
Ⅱ
梵
語
」
冨
国
ヨ
の
音
写
。
仏
の
教
え
の
要
と
な
る
も
の
で
、
神
秘
的
な
力
を
持
つ
と
信
じ
ら
れ
る
呪
文
。

（
⑭
）
悪
道
Ⅱ
悪
事
を
為
す
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
場
所
。
善
道
の
対
。
六
道
の
う
ち
、
地
獄
道
・
餓
鬼
道
・
畜
生
道
を
一
一
一
悪
道
と
い
う
。
悪

（
狸
）
閻
羅
王
Ⅱ
閻
魔
大
王
。
「
閻
羅
」
は
梵
語
百
日
②
‐
『
響
の
音
写
。
死
後
の
世
界
の
支
配
者
で
、
死
者
の
罪
を
裁
く
地
獄
の
主
。

（
妬
）
善
道
Ⅱ
善
行
を
為
す
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
場
所
。
悪
道
の
対
。
天
上
界
と
人
間
界
の
二
つ
を
い
う
。

（
“
〉
廻
向
Ⅱ
振
り
向
け
る
こ
と
。
方
向
を
転
じ
て
向
か
わ
し
め
る
こ
と
。
ま
た
、
功
徳
を
他
に
め
ぐ
ら
し
、
差
し
向
け
る
こ
と
。

（
妬
）
仏
刹
Ⅱ
仏
の
国
。
仏
国
士
。
梵
語
目
巨
冨
‐
庸
庫
園
の
音
写
。

届
）
天
界
Ⅱ
天
上
の
世
界
。
神
な
る
世
界
。

（
妬
）
仏
刹
Ⅱ
仏
の
国
。
仏
『

（
妬
）
天
界
Ⅱ
天
上
の
世
界
。

（
笠
福
利
Ⅱ
福
徳
と
利
益
。

鞄
）
覆
護
Ⅱ
覆
い
守
る
。
ま
た
、
そ
の
守
り
手
。

（
網
）
増
益
Ⅱ
増
や
す
こ
と
。
増
大
す
る
こ
と
。
ま
た
、
無
で
あ
る
も
の
を
有
で
あ
る
と
誤
認
す
る
こ
と
も
い
う
。

前
）
暁
伽
沙
Ⅱ
残
伽
は
ガ
ン
ジ
ス
河
。
す
な
わ
ち
、
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
の
よ
う
に
多
い
こ
と
。
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
数
が
多
い
こ
と
。

（
型
倶
砥
Ⅱ
数
の
単
位
で
、
十
の
七
乗
。
数
え
切
れ
な
い
ざ
ま
を
表
す
の
に
も
用
い
る
。

（
躯
）
穣
悪
Ⅱ
け
が
ら
わ
し
く
、
き
た
な
い
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
も
の
。

趣
と
同
義
。

功
徳
。

冥
界
の
王
。
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【
原
文
】

仏
告
天
帝
、
我
説
此
陀
羅
尼
、
付
嘱
於
汝
。
汝
当

授
与
善
住
天
子
。
復
当
受
持
読
調
、
思
惟
愛
楽
、
億

（
■
）

念
供
養
、
於
臓
部
洲
一
切
衆
生
、
広
為
宣
説
此
陀
羅

（□・）

尼
。
亦
為
一
切
諸
天
子
故
、
説
此
陀
羅
尼
印
、
付
嘱

於
汝
。
天
帝
、
汝
当
善
持
守
謹
、
勿
令
忘
失
。
天
帝
、

若
人
須
奥
得
聞
此
陀
羅
尼
、
千
劫
己
来
積
造
悪
業
重

障
、
応
受
種
種
流
転
生
死
、
地
獄
餓
鬼
畜
生
、
閻
羅

王
界
阿
修
羅
身
、
夜
叉
羅
刹
鬼
神
、
布
単
那
褐
叱
布

（
一
一
一
）
（
Ｗ
）

単
那
、
阿
波
娑
摩
羅
、
蚊
虻
、
亀
狗
、
蟻
蛇
、
一
切

諸
鳥
、
及
諸
猛
獣
、
一
切
議
動
含
霊
、
乃
至
蟻
子
之

身
、
更
不
重
受
、
即
得
転
生
諸
仏
如
来
一
生
補
処
菩

薩
同
会
処
生
、
或
得
大
姓
婆
羅
門
家
生
、
或
得
大
刹

（
丘
）

利
種
家
生
、
或
得
豪
貴
最
勝
家
生
。
天
帝
、
此
人
得

如
上
貴
処
生
者
、
皆
由
聞
此
陀
羅
尼
故
、
転
所
生
処

〔
４
〕
陀
羅
尼
の
功
徳

【
書
き
下
し
］

仏
、
天
帝
に
告
ぐ
、
「
我
、
此
の
陀
羅
尼
を
説
い
て
汝
に
付
嘱
す
。
汝
、

〈
肥
〉

当
に
善
住
天
子
に
授
与
す
べ
し
。
復
た
当
に
受
持
読
諭
し
、
思
惟
愛
楽

せ
ん
ぶ
し
ゆ
う

し
、
憶
念
供
養
し
、
臓
部
洲
の
一
切
衆
生
に
於
い
て
広
く
為
に
此
の
陀

羅
尼
を
宣
説
す
べ
し
。
亦
た
一
切
諸
天
子
の
為
の
故
に
、
此
の
陀
羅
尼

印
を
説
い
て
汝
に
付
嘱
す
。
天
帝
よ
、
汝
当
に
善
持
し
守
護
し
て
、
忘

し
ゆ
ゆ

失
せ
し
む
る
こ
と
勿
か
る
べ
し
。
天
帝
よ
、
若
し
人
、
須
爽
も
此
の
陀

二
の
か

羅
尼
を
聞
く
こ
と
を
得
ば
、
千
劫
よ
り
己
来
た
悪
業
重
障
を
積
朧
型
し
、

応
に
種
種
に
生
死
に
流
転
し
て
、
地
獄
、
餓
鬼
、
畜
生
、
閻
羅
王
端
←

（
郡
）

（
劃
）
（
弱
）

ふ
だ
ん
な
く
鰯
）
か
た
ふ
だ
ん
な
岳
）
あ
ぱ
ざ

阿
修
羅
身
、
夜
叉
、
羅
刹
、
鬼
神
、
布
単
那
、
褐
叱
布
単
那
、
阿
波
娑

去
ろ
（
鍋
）

摩
羅
、
蚊
虻
、
亀
狗
、
蟻
蛇
、
一
切
諸
も
る
の
鳥
、
及
び
諾
も
ろ
の
猛

し
ゅ
ん
と
う
が
ん
れ
い
〈
”
）

獣
、
一
切
の
議
動
含
霊
、
乃
至
、
蟻
子
の
身
を
受
く
べ
き
も
、
更
に
重

い
っ
し
ょ
う
ふ
し
よ
（
印
｝

ね
て
受
け
ず
、
即
ち
転
生
し
て
諸
仏
如
来
と
一
生
補
処
の
菩
薩
と
同
じ

え

〈
云
処
に
生
ず
る
こ
と
を
得
、
或
い
は
大
姓
婆
羅
門
の
家
に
生
ず
る
こ
と

を
得
、
或
い
は
大
刹
利
働
か
家
に
生
ず
る
こ
と
を
得
、
或
い
は
豪
貴
最
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皆
得
清
浄
。
天
帝
、
乃
至
得
到
菩
提
道
場
最
勝
之
処
、

皆
由
讃
美
此
陀
羅
尼
。
功
徳
如
是
。
天
帝
、
此
陀
羅

（ルハ）

尼
名
吉
祥
、
能
浄
一
切
悪
道
。
此
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
、

猶
如
日
蔵
摩
尼
之
宝
、
浄
無
暇
穣
、
浄
等
虚
空
、
光

焔
照
徹
、
無
不
周
遍
。
若
諸
衆
生
持
此
陀
羅
尼
、
亦

復
如
是
。
亦
如
闇
浮
檀
金
、
明
浄
柔
軟
、
令
人
喜
見

不
為
械
悪
之
所
染
著
。
天
帝
、
若
有
衆
生
、
持
此
陀

羅
尼
、
亦
復
如
是
。
乗
斯
善
浄
、
得
生
善
道
。
天
帝
、

此
陀
羅
尼
所
在
之
処
、
若
能
書
写
流
通
、
受
持
読
調
、

聴
聞
供
養
。
能
如
是
者
、
一
切
悪
道
、
皆
得
清
浄
、

（
七
〉

一
切
地
獄
苦
悩
、
悉
皆
消
滅
。

仏
告
天
帝
、
若
人
能
書
写
此
陀
羅
尼
、
安
高
瞳
上
、

或
安
高
山
、
或
安
楼
上
、
乃
至
安
置
翠
堵
波
中
、
天

帝
、
若
有
迩
劉
猛
謁
尼
、
優
婆
塞
優
婆
夷
、
族
姓
男

（
八
）

族
姓
女
、
於
瞳
等
上
、
或
見
、
或
与
瞳
相
近
、
其
影

勝
家
に
生
ず
る
こ
と
を
得
ん
。
天
帝
よ
、
此
の
人
、
如
上
の
貴
処
の
生

を
得
る
は
、
皆
な
此
の
陀
羅
尼
を
聞
く
に
由
る
が
故
に
し
て
、
転
じ
て

一
つ

生
ず
る
所
の
処
は
皆
な
清
浄
を
得
。
天
帝
よ
、
乃
至
、
菩
提
道
場
最
勝

の
処
に
到
る
こ
と
を
得
る
は
、
皆
な
此
の
陀
羅
尼
を
讃
美
す
る
に
由
る
。

功
徳
は
是
く
の
如
し
。
天
帝
よ
、
此
の
陀
羅
尼
を
名
づ
け
て
吉
祥
と
な

す
。
能
く
一
切
の
悪
道
を
浄
む
。
此
の
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
は
猶
お
日
蔵

摩
底
か
宝
の
、
浄
く
し
て
暇
臓
無
く
、
浄
く
し
て
虚
空
と
等
し
く
、
光

焔
照
徹
し
て
周
遍
せ
ざ
る
無
き
が
如
し
。
若
し
譜
も
ろ
の
衆
生
、
此
の

た
も

ま
←
え
ん
ぷ
だ
ど
ん
（
、
）

陀
羅
尼
を
持
た
ぱ
、
亦
復
た
是
く
の
如
し
。
亦
た
閻
浮
檀
金
の
明
浄
柔

軟
に
し
て
、
人
を
し
て
喜
ん
で
見
せ
し
め
、
穣
悪
の
染
箸
す
る
所
と
な

た
も

ら
ざ
る
が
如
し
。
天
帝
よ
、
若
し
衆
生
有
り
て
此
の
陀
羅
尼
を
持
た
ぱ
、

ま

亦
復
た
是
く
の
如
し
。
斯
の
善
浄
に
乗
じ
て
善
道
に
生
ず
る
を
得
ん
。

天
帝
よ
、
此
の
陀
羅
尼
所
在
の
処
に
、
若
し
能
く
書
写
流
通
し
、
受
持

読
調
し
、
聴
聞
供
養
せ
ば
、
能
く
是
く
の
如
き
者
、
一
切
の
悪
道
は
皆

え

な
清
浄
な
る
一
）
と
を
得
、
一
切
の
地
獄
の
苦
悩
は
悉
く
皆
な
消
滅
せ
ん
」

と
。仏
、
天
帝
に
告
ぐ
、
「
若
し
人
、
能
く
此
の
陀
羅
尼
を
書
写
し
、
一
同
瞳

の
上
に
安
じ
、
或
い
は
高
山
に
安
じ
、
或
い
は
楼
上
に
安
じ
、
乃
至
、

奉
堵
波
中
に
安
置
す
る
に
、
天
帝
よ
、
若
し
砿
雛
・
砿
雛
豚
函
健
騨
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繭
時
閻
摩
羅
法
王
、
於
時
夜
分
来
詣
仏
所
。
到
已
、

以
種
種
天
衣
妙
華
塗
香
荘
厳
、
供
養
仏
己
、
緯
仏
七

（
一
一
）

而
頂
礼
仏
足
、
而
作
是
一
一
一
一
口
。
我
聞
如
来
演
説
讃
持
大

（
一
一
一
）

力
陀
羅
尼
者
、
我
常
随
逐
守
護
。
不
令
持
者
堕
於
地

獄
。
以
彼
随
順
如
来
言
教
、
而
護
念
之
。

映
身
、
或
風
吹
陀
羅
尼
上
、
瞳
等
上
、
塵
落
在
身
上
、

天
帝
、
彼
諸
衆
生
所
有
罪
業
、
応
堕
悪
道
、
地
獄
畜
生
、

（
九
）

閻
羅
王
界
、
餓
鬼
阿
修
羅
身
、
悪
道
之
苦
、
皆
悉
不

受
、
亦
不
為
罪
垢
染
汚
。
天
帝
、
此
等
衆
生
、
為
一

切
諸
仏
之
所
授
記
、
皆
得
不
退
転
於
阿
縛
多
羅
三
貌

会
Ｃ
）

二
一
菩
提
。
大
帝
、
何
況
更
以
多
諸
供
具
華
鬘
、
塗
香

末
香
、
瞳
幡
蓋
等
、
衣
服
瑠
烙
、
作
諸
荘
厳
、
於
四

衡
道
、
造
奉
堵
波
、
安
置
陀
羅
尼
、
合
掌
恭
敬
、
旗

続
行
道
、
帰
依
礼
拝
。
天
帝
、
彼
人
能
如
是
供
養
者
、

名
摩
訶
薩
埋
。
真
是
仏
子
、
持
法
棟
梁
、
又
是
如
来

全
身
舎
利
睾
堵
波
塔
。

護
・
僻
弊
鶏
一
嬬
麟
蛾
・
魔
鵬
撚
郁
っ
て
瞳
等
の
上
に
於
い
て
、
或

い
は
見
、
或
い
は
瞳
と
相
い
近
づ
い
て
、
其
の
影
、
身
に
映
じ
、
或
い

は
風
、
陀
羅
尼
の
上
、
瞳
等
の
上
を
吹
き
て
、
塵
、
身
上
に
落
在
せ
ば
、

あ
ら
ゆ

天
帝
よ
、
彼
の
諸
も
る
の
衆
生
の
所
有
る
罪
業
の
、
応
に
悪
道
の
、
地
獄
、

畜
生
、
閻
羅
王
界
、
餓
鬼
、
阿
修
羅
身
に
堕
つ
べ
き
も
、
悪
道
の
苦
は

皆
な
悉
く
受
け
ず
、
亦
た
罪
垢
に
染
汚
せ
ら
れ
ず
。
天
帝
よ
、
此
等
の

衆
生
は
一
切
諸
仏
の
授
記
す
る
所
と
為
り
、
皆
な
阿
縛
多
羅
三
貌
三
菩

提
よ
り
退
転
せ
ざ
る
こ
と
を
得
。
大
帝
よ
、
何
ぞ
況
や
更
に
多
く
諸
も

る
の
供
具
華
鬘
、
塗
香
末
香
、
瞳
幡
蓋
等
、
衣
服
瑠
璃
を
以
て
諸
も
る

の
荘
厳
を
作
し
、
四
術
道
に
於
い
て
牽
堵
波
を
造
し
、
陀
羅
尼
を
安
置

し
、
合
掌
恭
敬
、
旗
続
行
道
、
帰
依
礼
拝
す
ろ
を
や
。
天
帝
よ
、
彼
の

ま
か
ざ
っ
た
（
暁
）

人
能
く
是
く
の
如
く
供
養
す
る
者
を
摩
訶
薩
唾
と
名
づ
く
。
真
に
是
れ

仏
子
に
し
て
持
法
の
棟
梁
な
り
。
又
た
是
れ
如
来
の
全
身
舎
利
の
翠
堵

波
塔
な
り
」
と
。

そ

爾
の
時
、
閻
摩
羅
法
王
、
時
の
夜
分
に
於
い
て
仏
の
所
に
来
詣
す
。

到
り
巳
わ
り
、
種
種
の
天
衣
、
妙
華
、
塗
香
を
以
っ
て
荘
厳
す
。
仏
を

そ
う

供
養
し
巳
わ
り
て
仏
を
驍
す
る
一
」
と
七
市
し
、
仏
の
足
に
頂
礼
し
て
、

是
の
言
を
作
す
、
「
我
、
如
来
の
大
力
陀
羅
尼
を
演
説
讃
持
す
ろ
を
聞
く
。

た
も

我
、
常
に
随
逐
し
て
守
護
し
、
持
つ
者
を
し
て
地
獄
に
堕
さ
し
め
ざ
ら
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【
校
注
】

（
一
）

（一一）

_、￣、〆古へ〆■へ

．-－一一九
二一○￣
、-〆､－＝、－〆

（一一一）

（
四
）

（
五
）

（ユハ）

（
七
）

（
八
）

一
切
衆
生
Ⅱ
磧
砂
蔵
本
同
じ
。
大
正
蔵
本
は
「
与
一
切
衆
生
」
に
作
る
。

亦
為
一
切
諸
天
子
故
説
此
陀
羅
尼
印
Ⅱ
原
本
に
無
し
。
碩
砂
蔵
本
に
よ
り
補
う
。
大
正
蔵
は
「
印
亦
為
一
切
諸
天
子
故
説

此
陀
羅
尼
印
三
一
六
字
）
に
作
る
。

羅
Ⅱ
原
本
は
曝
、
大
正
蔵
本
は
癬
畔
に
作
る
。
磧
砂
蔵
本
に
よ
り
校
改
す
。

虻
Ⅱ
原
本
は
蹟
、
磧
砂
蔵
本
は
口
璽
、
大
正
蔵
本
に
よ
り
校
改
す
。

人
Ⅱ
大
正
蔵
本
同
じ
。
磧
砂
蔵
本
は
「
人
身
」
に
作
る
。

名
Ⅱ
砿
砂
蔵
本
同
じ
。
大
正
蔵
本
は
「
名
為
」
に
作
る
。

苦
悩
Ⅱ
磧
砂
蔵
本
は
「
苦
」
二
字
）
に
作
る
。

瞳
Ⅱ
原
本
と
磧
砂
蔵
本
無
し
。
但
し
原
本
は
「
見
」
と
「
或
」
の
間
に
「
瞳
」
の
書
込
み
あ
り
。
大
正
蔵
本
脚
注
の
黄
檗
版

加
筆
本
に
拠
り
補
う
。

餓
鬼
Ⅱ
磧
砂
蔵
本
同
じ
。
大
正
蔵
本
は
「
餓
鬼
界
」
に
作
る
。

大
帝
Ⅱ
疑
う
ら
く
は
「
天
帝
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

市
Ⅱ
磧
砂
蔵
本
同
じ
。
大
正
蔵
本
は
「
匝
」
に
作
る
。

者
Ⅱ
磧
砂
蔵
本
同
じ
。
大
正
蔵
本
は
「
故
来
修
学
若
有
受
持
読
諦
是
陀
羅
尼
者
」
に
作
る
。
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【
口
語
訳
】

あ
な
た
た
く

あ
な
た

仏
は
天
帝
に
告
げ
て
一
一
一
一
口
っ
た
、
「
私
は
こ
の
陀
羅
尼
を
説
い
て
汝
に
付
嘱
し
ま
す
。
汝
は
〔
こ
の
陀
羅
尼
を
〕
善
住
天
子
に
授
け

お
ぽ

た
の
し

と
な

こ
の
せ
か
い

与
え
な
さ
い
。
ま
た
〔
こ
の
陀
羅
尼
を
〕
受
持
え
て
読
調
し
、
〔
心
に
〕
田
心
推
し
て
愛
楽
み
、
〔
心
で
〕
億
念
え
て
供
養
し
、
鱸
部
洲

と
き
し
め

の
一
切
の
衆
生
の
た
め
に
広
く
こ
の
陀
羅
尼
を
宣
説
し
な
さ
い
。
ま
た
一
切
の
諸
も
る
の
天
子
の
た
め
に
一
」
の
陀
羅
尼
の
印
を
説

あ
な
た
た
く

あ
な
た

だ
も

ま
も
な
く

い
て
汝
に
付
嘱
し
ま
す
。
天
帝
よ
、
汝
は
〔
一
」
の
陀
羅
尼
を
〕
よ
く
持
ち
〔
大
切
に
〕
守
護
っ
て
忘
失
さ
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
天

お
お
ｃ
か
し

つ
み
か
さ

帝
よ
、
も
し
誰
か
が
少
し
で
も
こ
の
陀
羅
尼
を
聞
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
千
劫
か
ら
こ
の
か
た
、
悪
業
に
よ
る
重
い
陣
を
積
れ
造

り
、
種
々
に
生
死
〔
の
世
界
に
〕
に
流
転
し
て
、
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
〔
の
三
悪
道
の
身
〕
、
閻
羅
王
界
〔
に
存
在
す
る
〕
阿
修
羅
の

ふ
だ
ん
な
か
た
ふ
だ
ん
な
あ
ば
し
や
ら
ま

あ
ぷ

い
ぬ
う
わ
ぱ
み

身
、
夜
叉
・
羅
刹
・
鬼
神
・
布
単
那
・
鶏
叱
布
単
那
・
阿
波
娑
摩
羅
〔
等
の
悪
魔
や
妖
怪
〕
、
蚊
・
虻
・
亀
や
狗
・
蟻
蛇
（
Ⅱ
巨
大
な
蛇
）
、

う
ご
め

あ
り

一
切
の
様
々
な
鳥
や
様
々
な
猛
獣
、
｜
切
の
識
動
く
生
き
物
か
ら
、
果
て
は
蟻
子
〔
等
の
虫
け
ら
〕
の
身
を
〔
後
生
に
〕
受
け
な
く

い
っ
し
ょ
う
ふ
し
よ

て
は
な
ら
な
く
て
も
、
更
に
〔
そ
れ
以
上
〕
重
ね
て
受
け
る
）
」
と
が
な
く
、
す
ぐ
に
転
生
し
て
諸
仏
如
来
や
一
生
補
処
の
菩
薩
と

せ
か
い

パ
ニ
フ
モ
ン

グ
シ
ヤ
ト
リ
ヤ

同
じ
く
呑
処
に
生
ま
れ
る
か
、
あ
る
い
は
身
分
の
高
い
婆
羅
門
階
級
の
家
に
生
ま
れ
る
か
、
〔
ま
た
〕
あ
る
い
は
大
き
な
王
族
武
士
階

す
ぐ

級
の
家
に
生
れ
る
か
、
〔
ま
た
〕
あ
る
い
は
家
柄
の
最
勝
れ
た
家
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
ょ
う
。
天
帝
よ
、
一
」
の
人
が
こ
の

せ
か
い

せ
か
い

よ
う
な
貴
い
処
に
生
れ
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
、
皆
な
こ
の
陀
羅
尼
を
聞
い
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
転
生
す
る
処
が
皆
な

さ
と
り

す
ぐ
せ
か
い

清
浄
に
な
る
の
で
す
。
天
帝
よ
、
ひ
い
て
は
、
譲
口
提
に
向
か
う
た
め
の
修
行
の
場
と
し
て
最
も
勝
れ
た
処
に
到
る
こ
と
が
出
来
る

の
は
、
皆
な
こ
の
陀
羅
尼
を
讃
美
す
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
〔
こ
の
陀
羅
尼
の
〕
功
徳
は
こ
の
通
り
で
す
。
天
帝
よ
、
こ
の
陀

羅
尼
を
『
吉
祥
』
と
名
付
け
ま
す
。
一
切
の
悪
道
を
浄
め
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ
の
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
』
は
、
あ
た
か
も
日
蔵

き
ず
よ
ご
れ

了
獅
空
間

ひ
か
り

い
ざ
わ
た

摩
尼
と
い
う
宝
石
が
浄
ら
か
で
暇
や
微
が
無
く
、
浄
ら
な
る
一
」
と
は
虚
空
と
等
し
く
、
光
焔
が
照
ら
し
わ
た
っ
て
周
遍
ら
な
い
と

た
も

え
ん
ぶ
だ
ど
ん

こ
ろ
は
無
い
よ
う
な
も
の
で
す
。
も
し
諸
も
る
の
衆
生
が
こ
の
陀
羅
尼
を
持
て
ば
、
ま
た
同
じ
こ
と
で
す
。
ま
た
閻
浮
檀
金
〔
と

し
な
や
か

け
が
れ
よ
ど

い
う
幻
の
砂
金
〕
が
明
る
く
浄
ら
か
で
柔
軟
で
あ
り
、
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
、
微
悪
に
染
著
さ
れ
な
い
よ
う
な
も
の
で
す
。
天
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た
も

き
よ
ら
か
ざ

よ
い

帝
よ
、
ｊ
ｂ
し
衆
生
が
こ
の
陀
羅
尼
を
持
て
ば
、
ま
た
同
じ
こ
と
で
す
。
こ
の
〔
陀
羅
尼
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
〕
善
浄
に
乗
じ
て
善

せ
か
い

せ
か
い

お
ぽ

道
に
生
れ
ヲ
○
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
天
帝
よ
、
こ
の
陀
羅
尼
が
存
在
す
る
処
で
、
も
し
書
写
し
て
流
通
し
、
受
持
え
て
読
諦
し
、

き
い

く
ろ

聴
聞
て
供
養
を
し
た
と
し
た
な
ら
、
こ
の
よ
う
に
〔
実
践
〕
で
き
た
者
の
一
切
の
悪
道
は
皆
な
清
浄
と
な
り
、
一
切
の
地
獄
の
苦

し
み

悩
は
悉
く
皆
な
消
滅
す
る
で
１
」
よ
う
」
と
。

は
た

仏
は
天
帝
に
告
げ
た
、
「
た
と
え
ば
、
一
）
の
陀
羅
尼
を
書
き
写
し
、
高
瞳
の
上
に
安
置
し
、
あ
る
い
は
高
山
に
安
置
し
、
あ
る
い

は
楼
上
に
安
置
し
、
も
し
く
は
、
仏
塔
の
中
に
安
置
す
る
人
が
い
た
場
合
に
、
天
帝
よ
、
も
し
比
丘
・
比
丘
尼
、
優
婆
塞
・
優
婆
夷
、

は
た

善
男
子
・
善
女
人
が
忌
瞳
な
ど
の
上
に
〔
掲
げ
ら
れ
た
陀
羅
尼
を
〕
見
た
り
、
あ
る
い
は
〔
そ
の
瞳
〕
に
近
づ
い
て
そ
の
影
が
〔
向
同
分
の
〕

身
に
映
っ
た
り
、
あ
る
い
は
風
が
陀
羅
尼
の
上
や
瞳
の
上
を
吹
い
て
、
塵
が
〔
自
分
の
〕
身
の
上
に
落
ち
た
と
す
れ
ば
、
天
帝
よ
、

あ
ら
ゆ

そ
の
諸
永
Ｕ
ろ
の
衆
生
が
所
有
る
罪
業
に
よ
っ
て
、
地
獄
や
畜
生
、
閻
羅
王
界
〔
に
存
在
す
る
〕
餓
鬼
・
阿
修
羅
の
身
と
い
っ
た
悪

つ
み
け
が
れ

よ
ご
れ

道
に
堕
ち
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
と
し
て
ｊ
Ｑ
、
〔
そ
の
〕
悪
道
の
苦
を
、
一
切
受
け
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
罪
垢
の
た
め
に
染
汚

さ
い
こ
う
の
ざ
と
Ｄ

る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
天
帝
よ
、
こ
れ
ら
の
衆
生
は
一
切
の
諸
仏
に
成
仏
を
保
証
さ
れ
て
、
皆
な
阿
褥
多
羅
一
一
一
読
一
一
一
菩
提
か

こ
ろ
げ
お
ち

は
た
ば
ん
が
い

ら
退
転
る
こ
と
は
あ
ｈ
ソ
ま
せ
ん
。
天
帝
よ
、
ま
し
て
更
に
多
く
の
色
々
な
供
具
や
華
髭
、
塗
香
や
抹
香
、
瞳
や
幡
蓋
な
ど
、
衣
服

か
ざ

め
ぐ

や
瑠
珸
を
用
い
て
様
々
に
荘
厳
ハ
ソ
、
四
辻
に
仏
塔
を
造
り
、
〔
そ
こ
に
〕
陀
羅
尼
を
安
置
し
、
合
掌
恭
敬
し
、
〔
右
回
り
に
〕
旋
繰
つ

ま
か
ざ
っ

て
行
道
し
、
帰
依
礼
拝
す
る
〔
功
徳
〕
は
一
一
一
一
口
う
ま
で
も
あ
ｈ
ソ
ま
せ
ん
。
天
帝
よ
、
そ
の
よ
う
に
き
ち
ん
と
供
養
す
る
人
を
摩
訶
薩

た
ま
も
か
し
ら

唾
と
名
付
け
る
の
で
す
。
真
に
こ
れ
こ
そ
仏
子
で
あ
ｈ
ソ
、
〔
仏
〕
法
を
持
ろ
棟
梁
で
す
。
ま
た
こ
れ
（
Ⅱ
仏
塔
）
こ
そ
、
如
来
の
全
身

の
舎
利
〔
を
祀
る
〕
仏
塔
〔
と
同
じ
価
値
〕
な
の
で
す
」
と
。

や
っ
て
き

か

そ
の
時
、
闇
摩
羅
法
王
が
夜
分
に
仏
の
所
に
来
詣
た
。
到
着
す
る
１
こ
、
種
々
の
天
衣
や
妙
華
や
塗
香
を
用
い
て
〔
そ
こ
を
〕
荘

ざ
め
ぐ

厳
ｈ
ソ
、
仏
を
供
養
し
て
し
ま
っ
て
か
ら
、
仏
〔
の
回
り
〕
を
七
回
緯
ｈ
ソ
、
仏
の
足
に
頂
を
つ
け
て
礼
拝
し
て
、
次
の
よ
う
に
一
一
一
一
口
っ
た
、

わ
た
し

た
た
え

わ
た
し

た
も

し
た
が
ま

「
我
は
、
如
来
が
大
力
陀
羅
尼
を
演
説
し
讃
持
て
い
プ
ｏ
の
を
聞
き
ま
し
た
。
我
は
、
常
に
〔
そ
の
陀
羅
尼
を
持
つ
者
を
〕
随
逐
い
守
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も
た
も

お
し
え
し
た
が

お
虞
も
り

護
ｈ
ソ
、
持
つ
者
が
地
獄
に
堕
ち
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。
そ
の
ひ
と
が
如
来
の
一
一
一
一
回
教
に
随
順
っ
て
い
る
か
ら
護
念
い
た
し
ま
し
ょ

ェ（ノ」Ｌ」。

（
別
）
夜
叉
Ⅱ
梵
語
園
層
に
相
当
す
る
音
写
。
薬
叉
と
も
書
か
れ
る
。
主
と
し
て
森
林
に
住
む
と
さ
れ
る
神
霊
で
、
鬼
神
と
し
て
恐
ろ
し
い
反
而
、

人
に
大
い
な
る
恩
恵
を
も
た
ら
す
と
も
さ
れ
た
。
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
、
八
部
衆
の
一
つ
と
な
っ
た
。
（
『
岩
波
』
ロ
、
ｇ
参
照
）

（
弱
）
羅
刹
Ⅱ
悪
鬼
の
一
種
。
通
力
に
よ
り
、
人
を
魅
し
、
ま
た
食
ら
う
と
い
う
。
後
に
は
仏
教
の
守
謹
神
に
な
っ
た
。

（
卵
）
布
単
那
Ⅱ
梵
語
目
国
冒
の
音
写
。
悪
魔
や
妖
怪
を
指
す
。
一
般
に
鬼
・
臭
者
と
漢
訳
さ
れ
る
。
餓
鬼
の
中
で
も
最
勝
と
い
う
。
（
『
織
田
』

己
・
一
田
］
・
『
望
月
』
己
・
這
隠
等
を
参
照
）

（
、
）
溺
叱
布
単
那
Ⅱ
梵
語
冨
白
‐
自
国
目
の
音
写
。
鬼
の
一
樋
。
「
迦
陀
樹
噸
那
」
等
と
も
音
写
さ
れ
る
。
奇
臭
鬼
・
極
臭
鬼
な
ど
と
意
訳
さ
れ
る
。

梵
語
匿
国
と
は
死
屍
ま
た
は
火
葬
場
を
表
す
。
（
『
中
村
』
Ｃ
」
巴
・
己
．
］
３
参
照
）

（
記
）
阿
波
婆
摩
羅
Ⅱ
梵
語
聟
｝
）
聾
患
ョ
閂
聾
の
音
写
。
鬼
の
一
種
で
、
原
義
は
「
意
識
の
喪
失
・
懸
依
」
を
意
味
し
（
『
梵
和
大
辞
典
』
で
・
患
）
、
顛

病
鬼
な
ど
と
も
漢
訳
さ
れ
る
。
（
『
織
田
』
亨
患
参
照
）

詞
）
議
動
含
霊
Ⅱ
う
ご
め
く
一
切
の
生
き
物
。
（
『
禅
学
』
｛
）
・
思
一
参
照
）

前
）
｜
生
補
処
Ⅱ
菩
薩
の
修
行
が
充
足
し
て
、
次
の
一
生
で
仏
と
な
り
、
仏
位
を
補
う
べ
き
最
後
生
に
あ
る
菩
薩
の
位
。
等
覚
位
の
菩
薩
を
指
す
。

（
『
望
月
』
己
」
合
・
ロ
・
圏
合
、
『
禅
学
』
ご
・
倉
、
『
織
田
』
ご
・
ｇ
等
参
照
）

ａ
）
刹
利
砿
Ⅱ
「
刹
利
極
姓
」
の
略
。
古
代
イ
ン
ド
の
カ
ー
ス
ト
の
一
つ
。
武
士
や
王
族
階
級
の
身
分
（
ク
シ
ャ
ト
リ
ャ
）
を
指
し
て
い
う
。
（
『
中

【
注
】

（
詔
）
阿
修
羅
Ⅱ
梵
語
湯
口
『
露
の
音
写
。
血
気
さ
か
ん
で
、
闘
争
を
好
む
鬼
神
の
一
種
。
仏
教
の
六
逆
説
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
「
人
」
と
「
畜
生
」

の
間
に
位
慨
す
る
。
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（
侭
）
閻
浮
檀
金
Ⅱ
閻
浮
提
Ｔ
我
々
の
住
む
世
界
）
の
闇
浮
樹
林
の
な
か
を
流
れ
る
川
に
産
す
る
と
い
う
砂
金
。
黄
金
中
最
も
清
良
な
も
の
と

し
て
、
仏
の
尊
容
や
仏
像
の
塗
金
・
金
箔
の
形
容
と
す
る
。
（
『
岩
波
』
ご
・
馬
・
『
神
学
』
己
・
］
屋
参
照
）

国
）
芯
鍋
遜
鍋
尼
Ⅱ
比
丘
（
男
性
の
出
家
修
行
者
）
と
比
丘
尼
（
女
性
の
出
家
修
行
者
）
。
注
巧
参
照

（
髄
）
優
婆
塞
優
婆
夷
Ⅱ
男
性
の
在
家
信
者
と
女
性
の
在
家
信
者
。
（
『
中
村
』
宮
患
参
照
）

（
師
）
族
姓
男
族
姓
女
Ⅲ
善
男
子
と
善
女
人
。
す
ぐ
れ
た
家
系
の
若
者
の
こ
と
。
ま
た
、
正
し
い
信
仰
を
持
つ
も
の
。
（
『
中
村
』
一
〕
・
差
（
）
・
『
岩
波
』

村
』
▽
②
日
・
『
禅
》

鹿
）
日
蔵
摩
尼
Ⅱ
不
詳
。

（
町
）
摩
訶
薩
唾
Ⅱ
梵
語
自
営
‐
患
日
露
の
立
昌
マ
。
「
摩
訶
薩
」
も
同
じ
。
菩
薩
の
尊
称
で
、
偉
大
な
志
を
持
つ
人
、
す
ぐ
れ
た
人
、
衆
の
上
首
と
な
る
人
、

０

大
菩
提
を
求
め
る
人
の
通
称
。
（
『
中
村
』
ご
」
国
司
・
『
望
月
』
一
）
・
急
患
・
『
神
学
』
で
」
局
』
等
参
照
）

【
原
文
】

（
一
）

爾
時
護
世
四
天
大
王
。
繰
仏
三
市
白
仏
一
一
一
旨
、
世
尊

〔
５
〕
陀
羅
尼
の
用
法

壱
ｇ
←
参
照
）

ご
・
②
日
・
『
禅
学
』
ご
・
の
ｇ
）

【
書
き
下
し
】

シ
ど
ん
そ
う
（
露
）

爾
の
時
、
護
世
四
天
大
鞠
←
仏
を
織
る
こ
と
一
二
而
し
て
、
仏
に
白
し

ユ
も

も
う
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唯
願
如
来
、
為
我
広
説
持
陀
羅
尼
法
。
爾
時
仏
告
四

天
王
、
汝
今
諦
聴
、
我
当
為
汝
宣
説
受
持
此
陀
羅
尼

法
。
亦
為
短
命
諸
衆
生
説
。
当
先
洗
浴
著
新
浄
衣
、

白
月
円
満
十
五
日
時
、
持
齋
諦
此
陀
羅
尼
。
満
其
千

遍
、
令
短
命
衆
生
還
得
増
寿
。
永
離
病
苦
一
切
業
障

悉
皆
消
滅
。
一
切
地
獄
諸
苦
亦
得
解
脱
。
諸
飛
鳥
畜

生
含
霊
之
類
、
聞
此
陀
羅
尼
、
一
経
於
耳
、
尽
此
一

（■⑧）

身
更
不
復
受
。
仏
一
一
一
一
口
、
若
人
遇
大
悪
病
、
聞
此
陀
羅

尼
即
得
永
離
、
一
切
諸
病
亦
得
消
滅
、
応
堕
悪
道
亦

得
除
断
、
即
得
往
生
寂
静
世
界
。
従
此
身
已
後
更
不

受
胞
胎
之
身
、
所
生
之
処
蓮
華
化
生
。
一
切
生
処
憶

持
不
忘
、
常
識
宿
命
。
仏
言
、
若
人
先
進
一
切
極
重

（。①⑪）

罪
業
、
遂
即
命
終
、
乗
斯
悪
業
、
応
堕
地
獄
、
或
堕

畜
生
間
羅
王
界
、
或
堕
餓
鬼
、
乃
至
堕
大
阿
鼻
地

獄
、
或
生
水
中
、
或
生
禽
獣
異
類
之
身
、
取
其
亡
者

随
身
分
骨
、
以
士
一
把
請
此
陀
羅
尼
二
十
一
遍
、
散

亡
者
骨
上
、
即
得
生
天
。
仏
言
、
若
人
能
日
日
調
此

陀
羅
尼
二
十
一
週
、
応
消
一
切
世
間
広
大
供
養
、
捨

身
往
生
極
楽
世
界
。
若
常
調
念
得
大
浬
築
、
復
増
寿

て
言
わ
く
、
「
世
尊
よ
、
唯
だ
願
わ
く
ば
如
来
よ
、
我
が
為
に
広
く
陀
羅

尤
も

そ

尼
を
持
つ
法
を
説
け
」
と
。
爾
の
時
、
仏
、
四
天
王
に
上
口
ぐ
、
「
汝
、
今
、

ま
さ

諦
聴
せ
よ
。
我
当
に
汝
の
為
に
、
此
の
陀
羅
尼
を
受
持
す
る
法
を
宣
説

ま
ざ

す
べ
し
。
ま
た
、
短
命
な
る
諸
も
る
の
衆
生
の
為
に
説
か
ん
。
当
に
先

〈加）

ず
洗
浴
し
て
新
浄
衣
を
着
し
、
白
月
円
満
の
十
五
日
の
時
、
持
瀧
し
て

（
卿
）

び
や
く
げ
つ
え
ん
ま
ん
（
利
）

と
な

｝
」
の
陀
羅
尼
を
調
う
べ
し
。
其
の
千
週
に
満
つ
れ
ば
、
短
命
の
衆
生
を

え

し
て
、
還
っ
て
寿
を
増
す
こ
と
を
得
せ
し
め
、
永
く
病
苦
を
離
れ
、
一

（
羽
）

切
の
業
障
こ
と
ご
と
く
皆
な
消
滅
せ
ん
。
一
切
の
地
獄
の
諾
も
ろ
の
苦

く鋤）

も
、
亦
た
解
脱
す
る
こ
と
を
得
ん
。
諸
も
る
の
飛
鳥
・
畜
生
・
含
霊
の

類
、
此
の
陀
羅
尼
を
聞
き
、
一
た
び
耳
を
経
れ
ば
、
此
の
一
身
を
尽
く

い

し
て
更
に
復
た
受
け
ざ
ら
ん
」
と
。
仏
一
一
一
口
わ
く
、
「
若
し
人
、
大
悪
病
に

遇
う
に
、
此
の
陀
羅
尼
を
間
か
ば
、
即
ち
永
く
雛
る
る
こ
と
を
得
、
｜

ま
さ

だ

切
の
諸
病
も
亦
た
消
滅
す
る
こ
と
を
得
、
応
に
悪
道
に
堕
す
べ
き
も
亦

（
別
）

た
除
断
す
る
こ
と
を
得
、
即
ち
寂
静
世
界
に
往
生
す
る
こ
と
を
得
ん
。

（海｝

此
の
身
よ
り
已
後
、
更
に
胞
胎
の
身
を
受
け
ず
、
所
生
の
処
は
蓮
華
に

し
よ
う
し
よ
お
く
じ

化
生
せ
ん
。
一
切
の
生
処
に
憶
持
し
て
迄
心
れ
ず
、
常
に
宿
命
を
識
ら
ん
」すな
わ

と
。
仏
一
一
一
一
口
う
、
「
若
し
人
、
先
に
一
切
の
極
重
の
罪
業
を
造
り
、
遂
に
即

ま
さ

ち
命
終
わ
り
、
斯
の
悪
業
に
乗
じ
て
応
に
地
獄
に
堕
し
、
或
い
は
畜
生
・

閻
羅
王
界
に
堕
し
、
或
い
は
餓
鬼
に
堕
し
、
乃
至
は
大
阿
鼻
地
鵬
仁
堕
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命
、
受
勝
快
楽
、
捨
此
身
己
、
即
得
往
生
種
種
微
妙

諸
仏
刹
士
、
常
与
諸
仏
倶
会
一
処
、
一
切
如
来
恒
為

（
四
）

演
説
微
妙
之
義
、
一
切
世
尊
即
授
其
記
、
身
光
照
曜

（一血）

一
切
仏
刹
士
。
仏
一
一
一
一
百
、
若
諦
此
陀
羅
尼
法
、
於
其
仏

前
、
先
取
浄
士
作
壇
、
随
其
大
小
、
方
四
角
作
、
以

種
種
草
華
散
於
壇
上
、
焼
衆
名
香
、
右
膝
著
地
胡
脆
、

（」ハ）

心
常
念
仏
、
作
慕
陀
羅
尼
印
。
屈
其
頭
指
、
以
大
母

（
し
）

指
押
合
掌
、
当
其
心
上
。
諦
此
陀
羅
尼
一
百
八
遍
詑
、

於
其
地
中
如
雲
王
雨
華
。
能
遍
供
養
八
十
八
倶
砥
碗

伽
沙
那
喚
多
百
千
諸
仏
。
彼
仏
世
尊
成
共
讃
言
、
善

哉
希
有
真
是
仏
子
。
即
得
無
障
碍
智
三
昧
、
得
大
菩（
八
）

提
心
荘
厳
一
二
味
。
持
此
陀
羅
尼
法
応
如
是
。
仏
言
、

天
帝
、
我
以
此
方
便
、
一
切
衆
生
応
堕
地
獄
道
、
令

得
解
脱
。
一
切
悪
道
亦
得
清
浄
。
復
令
持
者
増
益
寿

〈
几
）

命
。
天
帝
、
汝
去
、
将
我
陀
羅
尼
、
授
与
善
住
天
子
。

満
其
七
日
、
汝
与
善
住
倶
来
見
我
。

し
、
或
い
は
水
中
に
生
じ
、
或
い
は
禽
獣
異
類
の
身
に
生
ず
べ
き
も
、

し
ん
ぶ
ん

其
の
亡
者
の
身
分
に
随
う
骨
を
取
り
、
土
一
把
を
以
て
、
此
の
陀
羅
尼

を
諭
す
る
こ
と
二
十
一
通
し
て
、
亡
者
の
骨
の
上
に
散
ず
れ
ば
、
即
ち

い
わ

天
に
生
ず
る
こ
と
を
得
ん
」
と
。
仏
一
一
一
－
円
く
、
「
若
し
人
、
能
く
日
々
に
、

此
の
陀
羅
尼
を
謝
す
る
こ
と
二
十
一
通
す
れ
ば
、
応
に
一
切
世
間
の
広

し
よ
う

大
の
供
養
を
消
し
、
身
を
捨
て
て
極
楽
世
界
に
往
生
す
べ
し
。
も
し
常

え
ま

に
論
念
す
れ
ば
大
混
藥
を
得
、
復
た
寿
命
を
増
し
て
、
勝
れ
た
快
楽
を

お

受
け
、
此
の
身
を
捨
て
□
わ
っ
て
、
即
ち
種
々
の
微
妙
の
諸
仏
の
刹
士

え
し
｝
Ｊ
Ｕ

に
往
生
す
る
一
）
と
を
得
、
常
に
諸
仏
と
倶
に
一
処
に
会
し
、
一
切
の
如

来
、
恒
に
為
に
微
妙
の
義
を
減
税
し
、
一
切
の
世
尊
、
即
ち
其
の
記
を

し
ん
こ
う

し
よ
う
よ
う

い
わ

授
け
、
身
光
、
一
切
の
仏
刹
北
を
照
峨
せ
ん
」
と
。
仏
一
一
二
口
く
、
「
此
の
陀

羅
尼
を
諭
す
ろ
法
の
若
き
は
、
其
の
仏
前
に
於
い
て
、
先
ず
浄
士
を
取

り
て
樋
を
作
り
、
其
の
大
小
に
随
っ
て
、
万
に
し
て
四
角
に
作
り
、
種
々

艶
》
ん
お
お

た

の
草
華
を
以
て
壇
上
に
散
じ
、
衆
く
の
名
香
を
焼
き
、
右
膝
も
て
地
に

こ
ざ

ぽ
だ
戸
っ
に
（
両
｝
先
や

着
け
て
胡
脆
し
、
心
は
常
に
仏
を
念
じ
、
慕
陀
羅
尼
印
を
作
せ
。
其
の

と
う
し
〈
調
｝

だ
い
ぼ
し
（
抑
）

頭
指
を
屈
し
て
、
大
母
指
を
以
て
押
し
て
合
掌
し
、
趣
く
の
心
の
上
に
当

お

て
よ
・
此
の
陀
羅
尼
を
論
す
る
こ
と
｜
百
八
遍
し
詑
わ
っ
て
、
其
の
檀

ご
か
ん

ふ
ら

ぐ
て
い
ご
う

中
に
於
い
て
奎
呑
の
如
く
王
に
華
を
雨
せ
よ
。
能
く
遍
く
八
十
八
倶
砥
碗

が
し
の
・
な
ゆ
た
｛
帥
）

伽
沙
那
庚
多
百
千
の
諸
仏
を
供
養
す
。
彼
の
仏
世
尊
、
威
な
辻
（
に
讃
じ
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爾
時
天
帝
、
於
世
尊
所
、
受
此
陀
羅
尼
法
、
奉
持

還
於
本
天
、
授
与
善
住
天
子
。
爾
時
善
住
天
子
、
受

此
陀
羅
尼
已
、
満
六
日
六
夜
、
依
法
受
持
一
切
願
満
。

応
受
一
切
悪
道
等
苦
、
即
得
解
脱
、
住
菩
提
道
、
増

寿
無
量
。
甚
大
歓
喜
、
高
声
歎
言
、
希
有
如
来
、
希

有
妙
法
、
希
有
明
験
。
甚
為
難
得
、
令
我
解
脱
。
爾

時
帝
釈
至
第
七
日
、
与
善
住
天
子
、
将
諸
天
衆
、
厳

持
華
鬘
、
塗
香
末
香
、
宝
瞳
幡
蓋
、
天
衣
瑠
烙
、
微

妙
荘
厳
、
往
詣
仏
所
、
設
大
供
養
。
以
妙
天
衣
及
諸

（
｜
Ｃ
）

瑠
珸
、
供
養
世
尊
、
緯
百
千
市
。
於
仏
前
立
、
踊
躍

歓
喜
、
坐
而
聴
法
。
爾
時
世
尊
録
金
色
臂
、
摩
善
住

て
言
わ
ん
、
「
善
い
か
な
、
希
有
な
り
、
真
に
是
れ
仏
子
な
り
」
と
。
即

む
し
よ
う
げ
ち
ざ
ん
ま
竺
別
）
だ
い
ぼ
だ
い
し
ん
し
よ
う
ご
ん
ざ
ん
ま
い
（
胆
）

ち
無
障
碍
智
三
昧
を
得
、
大
菩
提
心
荘
厳
三
昧
を
得
ん
。
此
の
陀
羅
尼

た
も

ま
さ
か

を
持
つ
法
は
応
に
是
く
の
如
く
す
べ
し
」
と
。
仏
、
天
帝
に
一
一
一
一
口
う
、
「
我

ま
さ

だ

れ
此
の
方
便
を
以
て
、
一
切
衆
生
の
応
に
地
獄
道
に
堕
す
べ
き
に
、
解

脱
す
る
こ
と
を
得
し
め
、
一
切
の
悪
道
も
亦
た
清
浄
な
る
こ
と
を
得
し

た
も

め
、
復
た
持
つ
者
を
し
て
寿
命
を
増
益
せ
し
む
。
天
帝
よ
、
汝
去
っ
て

も
つ

ま
ん

我
が
陀
羅
尼
を
将
て
善
住
天
子
に
授
与
せ
よ
。
其
の
七
日
を
満
じ
て
、

霞
み
》

汝
、
善
住
と
倶
に
来
た
っ
て
我
に
見
え
よ
」
と
。

そ

雨
の
時
、
天
帝
、
世
尊
の
所
に
於
い
て
此
の
陀
羅
尼
の
法
を
受
け
、

そ

奉
持
し
て
本
天
に
還
り
、
善
住
天
子
に
授
与
す
。
雨
の
時
、
善
住
天
子
、

お

此
の
陀
羅
尼
を
受
け
巳
わ
っ
て
、
六
日
一
ハ
夜
を
満
じ
て
、
法
に
依
っ
て

が
ん

ま
さ

受
持
し
、
一
切
の
願
満
つ
。
応
に
一
切
の
悪
道
等
の
苦
を
受
く
べ
き
に
、

即
ち
解
脱
す
る
こ
と
を
得
て
、
菩
提
道
に
住
し
、
寿
を
増
す
こ
と
無
量

た
ん

な
り
。
甚
だ
大
い
に
歓
喜
し
て
、
高
声
に
歎
じ
て
一
一
一
一
口
う
、
「
希
有
な
り
如

た

来
、
希
有
な
り
妙
法
、
希
有
な
り
明
験
。
甚
だ
得
難
き
》
」
と
為
る
に
、

そ

我
を
し
て
解
脱
せ
し
む
」
と
。
爾
の
時
、
帝
釈
、
第
七
日
に
至
っ
て
、

（鑓）

讓
巨
住
天
子
と
与
に
諸
も
る
の
天
衆
を
将
い
て
、
華
薗
←
塗
香
末
香
、
宝

と
も

ひ
き

蝿
幡
識
一
天
鯨
蝋
聡
一
微
妙
の
荘
厳
を
厳
持
し
て
、
仏
の
所
に
往
詣
し

て
、
大
供
養
を
設
く
。
妙
天
衣
及
び
譜
も
ろ
の
理
珸
を
以
て
世
尊
を
供
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（
一
一
）

天
子
頂
、
而
為
説
法
、
受
菩
提
記
。
仏
一
一
一
一
口
、
此
経
名

（一Ｐ一）

浄
一
切
悪
道
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
。
汝
当
受
持
。
爾
時

（一一一一）

大
衆
、
聞
法
歓
喜
信
受
奉
行
。

仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経

【
校
注
］

（
一
）

（一一）

（一一一）

（
四
）

（
五
）

（一ハ）

（
七
）

（
八
）

（
九
）

市
Ⅱ
大
正
蔵
本
は
「
匝
」
に
作
る
。

言
Ⅱ
大
正
蔵
に
拠
れ
ば
、
黄
檗
本
は
「
告
天
帝
」
に
作
る
。

罪
Ⅱ
大
正
蔵
本
は
「
悪
」
に
作
る
。

授
Ⅱ
大
正
蔵
本
は
「
受
」
に
作
る
。

仏
Ⅱ
大
正
蔵
本
、
無
し
。

心
Ⅱ
大
正
蔵
に
拠
れ
ば
、
黄
檗
本
は
「
合
掌
一
心
」
に
作
る
。

押
Ⅱ
大
正
蔵
に
拠
れ
ば
、
明
本
は
「
圧
」
に
作
る
。

言
Ⅱ
大
正
蔵
本
は
「
告
」
に
作
る
。

我
陀
羅
尼
Ⅱ
大
正
蔵
本
は
「
我
此
陀
羅
尼
」
に
作
る
。

養
す
る
こ
と
、
百
千
市
を
練
る
。
仏
の
前
に
於
い
て
立
ち
、
踊
躍
歓
喜

そ
ひ
じ
の

し
て
坐
し
て
法
を
聴
く
。
雨
の
時
、
世
尊
、
金
色
の
臂
を
好
く
、
善
住

な
さ
ず

い

天
子
の
頂
を
摩
で
て
、
為
に
法
を
説
き
、
菩
提
の
記
を
受
く
。
仏
言
わ
く
、

ま
さ

「
此
の
経
を
『
浄
一
切
悪
道
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
』
と
名
づ
く
。
汝
当
に
受

ぞ

持
す
べ
し
」
と
。
爾
の
時
、
大
衆
、
法
を
聞
い
て
歓
喜
し
、
信
受
し
奉

行
す
。

仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経

3０



【
口
語
訳
】

ぬ
ぐ

そ
の
時
、
四
天
王
は
仏
の
周
り
を
一
二
回
緯
っ
て
か
ら
、
〔
次
の
よ
う
に
〕
仏
に
由
‐
し
上
げ
た
、
「
世
尊
よ
、
〔
私
た
ち
の
〕
願
い
は
、

わ
か
り
や
す

た
だ
如
来
が
わ
た
し
た
ち
の
た
め
に
広
く
陀
羅
尼
の
教
え
を
守
る
方
法
を
説
明
し
て
下
さ
る
こ
と
で
す
」
と
。
そ
の
時
、
仏
は
〔
次

あ
な
た

あ
な
た

の
よ
う
に
〕
四
天
王
に
上
ｐ
げ
た
、
「
汝
た
ち
よ
、
今
こ
そ
、
し
っ
か
り
と
聴
き
な
さ
い
。
わ
た
し
が
汝
た
ち
の
た
め
に
こ
の
陀
羅

も
陽

せ
つ
め
い

も
ろ

い
き
も
の

さ
い
し
ょ

尼
を
受
持
い
る
方
法
を
宣
説
し
よ
う
。
ま
た
短
命
な
諸
も
る
の
衆
生
の
た
め
に
説
こ
う
。
当
先
に
沐
浴
し
て
新
し
い
浄
衣
を
着
て
、

ま
ん
げ
つ

と
な

白
月
円
満
の
十
五
日
の
時
に
、
心
身
を
清
浄
に
し
て
一
」
の
陀
羅
尼
を
調
え
な
さ
い
。
〔
調
え
て
〕
千
遍
〔
と
い
う
数
〕
を
満
た
せ
ば
、

、
ざ
も
の

す
べ
て

短
命
な
衆
生
は
寿
命
を
増
す
こ
と
が
で
き
、
永
遠
に
病
苦
を
離
れ
て
、
一
切
の
業
障
〔
も
〕
こ
と
ご
と
く
消
滅
す
る
で
あ
ろ
う
。
〔
そ

す
べ
て

も
る

か
い
ほ
う

し
ろ

と
り

郡
包
も
の

し
て
〕
一
切
の
地
獄
〔
で
受
け
る
〕
諸
も
る
の
苦
し
み
か
ら
も
解
脱
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
諸
も
る
の
飛
鳥
や
畜
生
と
い
っ
た
含
霊
の

類
も
、
こ
の
陀
羅
尼
を
ひ
と
た
び
耳
で
聞
い
た
な
ら
ば
、
こ
の
一
身
を
限
り
と
し
て
、
再
び
〔
同
じ
〕
身
に
生
ま
れ
る
こ
と
は
な

か
か

い
で
あ
ろ
う
」
と
。
〔
ま
た
〕
仏
は
一
一
一
一
口
わ
れ
た
、
「
も
し
人
が
、
大
へ
ん
悪
い
病
に
遇
っ
た
と
き
に
、
こ
の
陀
羅
尼
を
聞
い
た
な
ら
ば
、

す
べ
て

き
え
う

ま
よ
い
の
せ
か
い

た
ち
ま
ち
〔
そ
の
病
か
ら
〕
一
元
全
に
回
復
し
て
、
ま
た
一
切
の
病
は
消
滅
せ
、
〔
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
の
〕
悪
道
に
堕
ち
る
は
ず
だ
っ

の
ぞ

さ
と
り
の

た
と
し
て
も
〔
そ
の
悪
報
は
〕
除
断
か
れ
、
す
ぐ
さ
ま
寂
静
世
界
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
〔
そ
し
て
〕
一
」
の
身
か
ら

い
き
も
の
す
が
た

う
ま
れ
か
わ
る

以
後
、
一
一
度
と
胞
胎
の
身
〔
で
生
〕
を
受
け
ず
、
生
ま
れ
る
と
こ
ろ
は
〔
浄
土
の
〕
蓮
の
花
〔
の
上
〕
で
、
菩
薩
と
し
て
化
生
で
あ
ろ
う
。

（
十
）
市
Ⅱ
大
正
蔵
本
は
「
匝
」
に
作
る
。

（
十
二
受
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
授
」
に
作
る
。

（
十
二
）
浄
Ⅱ
大
正
蔵
は
こ
の
下
に
「
除
」
の
一
宇
あ
り
。

（
十
三
）
聞
法
Ⅱ
大
正
蔵
に
拠
れ
ば
、
黄
檗
本
は
「
聞
仏
所
説
法
」
に
作
る
。
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す
べ
て

し

〔
ま
た
〕
｜
切
の
過
去
に
生
ま
れ
〔
生
活
し
て
い
〕
た
世
界
の
こ
と
は
記
憶
の
底
に
残
り
忘
れ
る
一
」
と
が
な
く
、
常
に
宿
命
を
識
る

か
こ
●
た
く
さ
ん

で
あ
ろ
う
」
と
。
〔
さ
ら
に
〕
仏
は
言
わ
れ
た
、
「
も
し
人
が
先
に
一
切
の
極
め
て
重
い
罪
業
を
造
ｈ
ソ
、
そ
の
ま
ま
命
が
終
わ
っ
た
と

お
お

お

す
れ
ば
、
こ
の
〔
犯
し
た
〕
悪
業
の
た
め
に
地
獄
に
堕
ち
プ
ロ
か
、
あ
る
い
は
畜
生
や
閻
羅
王
界
に
堕
ち
、
あ
る
い
は
餓
鬼
に
堕
ち
、

お
さ
か
な

と
り
や
け
も
の

ひ
い
て
は
大
阿
鼻
地
獄
に
堕
ち
、
あ
る
い
は
水
中
に
生
れ
か
わ
り
、
或
い
は
禽
獣
な
ど
の
異
類
の
身
に
生
れ
か
わ
ら
な
く
て
は
な

す
が
た
ま
ま

ひ
Ｌ
一
つ
か
み

ら
な
い
が
、
そ
の
亡
く
な
っ
た
者
の
身
分
の
随
の
骨
を
取
り
、
〔
別
に
〕
｜
把
の
土
〔
を
準
備
し
て
、
そ
の
土
〕
に
こ
の
陀
羅
尼
を

上
｝
な

合
ま

二
十
一
遍
調
え
、
亡
く
な
っ
た
者
の
骨
の
上
に
〔
そ
の
土
を
〕
散
け
ば
、
た
ち
ま
ち
天
に
生
ず
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
」
と
。
〔
続

ま
い
に
●
ら

と
な

す
ぺ
て
せ
か
い
む
げ
ん

け
て
〕
仏
は
言
わ
れ
た
、
「
も
し
人
が
日
々
、
こ
の
陀
羅
尼
を
一
一
＋
一
遍
調
え
れ
ば
、
き
っ
と
一
切
の
世
間
の
広
大
の
供
養
に
た
す

と
な

け
ら
れ
、
そ
の
身
を
捨
て
て
極
楽
世
界
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
〔
こ
の
陀
羅
尼
を
〕
常
に
諦
念
え
る
な
ら
ば
、

さ
と
り
え

大
い
な
る
浬
盤
を
得
、
ま
た
寿
命
が
増
し
て
、
す
ば
ら
し
い
快
楽
を
受
け
、
こ
の
身
を
捨
て
て
〔
生
ま
れ
変
わ
っ
て
〕
し
ま
っ
て
か
ら
、

さ
ま
ざ
ま
ず
ぼ
ら

せ
か
い

お
な
●
と
こ
ろ
あ
つ

す
べ
て

す
ぐ
さ
ま
種
々
な
微
妙
し
い
諸
仏
の
刹
土
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
、
〔
そ
こ
で
は
〕
常
に
諸
仏
と
一
じ
処
に
会
ま
ｈ
ソ
、
一
切
の
如

つ
れ

ず
ば
ら
お
し
え

す
べ
て
ほ
と
け

さ
と
り
の
了
両

来
が
恒
に
〔
そ
の
人
の
〕
た
め
に
微
妙
し
い
義
を
演
説
し
、
一
切
の
世
尊
は
、
そ
の
記
を
授
け
る
一
」
と
に
な
り
、
〔
そ
の
〕
身
〔
か
ら

す
べ
て

せ
か
い

と
な

発
す
る
〕
光
は
一
切
の
仏
の
刹
土
を
照
ら
す
で
あ
ろ
う
」
と
。
〔
そ
し
て
次
に
〕
仏
は
一
一
一
一
口
わ
れ
た
、
「
こ
の
陀
羅
尼
を
調
え
る
と
き
の

●
も

方
法
は
、
ま
ず
そ
の
仏
前
に
お
い
て
、
瀞
め
ら
れ
た
上
を
取
っ
て
き
て
檀
を
作
ｈ
ソ
、
そ
の
大
小
〔
の
大
き
さ
〕
に
随
っ
て
四
角
形

お
お

た

に
作
ｈ
ソ
、
種
々
の
草
花
を
檀
の
上
に
散
り
ぱ
め
、
衆
く
の
名
香
を
焼
き
、
右
膝
を
地
に
着
け
て
胡
脆
し
、
心
に
は
常
に
仏
の
こ
と

ひ
と
ざ
し
ゆ
ぴ

舎
脹

お
や
ゆ
び

を
念
じ
て
、
〔
手
は
〕
慕
陀
羅
尼
の
印
を
作
り
な
さ
い
。
〔
慕
陀
羅
尼
の
印
と
は
、
〕
そ
の
頭
指
を
〔
折
り
〕
屈
げ
て
、
大
母
指
を
押
し

む
ね

と
な

合
わ
せ
て
合
掌
し
、
そ
の
心
の
上
に
当
て
プ
（
〕
の
だ
。
〔
そ
し
て
〕
こ
の
陀
羅
尼
を
一
百
八
通
調
え
て
し
ま
っ
て
か
ら
、
そ
の
檀
中
に

ま
か
ず
か
雪
』
り
な
師
た
く
式
』
ん

雲
わ
き
出
る
〕
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の
花
を
雨
き
な
さ
い
。
〔
そ
う
す
れ
ば
〕
八
十
八
倶
胆
碗
伽
沙
那
庚
多
百
千
の
諸
仏
を
供
養
し

ば
と
け

す
ば
ら
し
い
あ
り
が
た
泳

篁
ま
こ
と

た
こ
と
に
な
る
。
〔
そ
し
て
〕
彼
の
仏
世
尊
〔
た
ち
〕
は
、
皆
そ
ろ
っ
て
『
善
哉
、
希
有
こ
と
だ
、
真
の
仏
〔
弟
〕
子
だ
』
と
讃
じ
て

む
し
よ
う
げ
←
つ
ぎ
ん
ま
い

だ
ハ
ぱ
だ
、
し
ん
し
よ
う
ご
ん
ざ
ん
ま
い

一
一
一
一
口
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
〔
そ
し
て
〕
す
ぐ
さ
ま
無
障
碍
智
三
味
（
障
碍
が
無
い
智
慧
の
三
味
）
を
得
、
ま
た
大
菩
提
心
荘
厳
一
一
一
味
（
大
ぃ
な
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す
る
。
お
ま
こ

じ
つ
こ
う

て
奉
行
し
た
。

か
ざ

も
ち

る
菩
提
の
心
で
荘
厳
ら
れ
た
一
一
一
味
）
を
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
〔
以
上
〕
こ
の
陀
羅
尼
を
持
い
る
方
法
は
、
こ
の
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ほ
う
ほ
う

ら
な
い
」
と
。
仏
は
天
帝
に
一
一
一
一
口
わ
れ
た
、
「
わ
た
し
は
、
こ
の
〔
陀
羅
尼
に
よ
る
〕
方
便
で
、
地
獄
道
に
堕
ち
な
く
て
は
な
ら
な
い

す
べ
て
い
き
も
の

す
く
す
べ
て

も
ち

の
ば

一
切
の
衆
生
を
〔
そ
こ
か
ら
〕
解
脱
い
、
一
切
の
悪
道
弘
□
清
浄
に
さ
せ
、
ま
た
〔
陀
羅
尼
を
〕
持
い
る
者
の
寿
命
を
増
益
さ
せ
る
の
だ
。

天
帝
よ
、
あ
な
た
は
〔
こ
こ
を
立
ち
〕
去
り
、
わ
た
し
の
〔
説
い
た
〕
陀
羅
尼
を
善
住
天
子
に
授
与
し
な
さ
い
。
〔
そ
し
て
〕
そ
の
〔
教

と
な

あ

え
通
り
に
陀
羅
尼
を
調
え
る
修
行
を
し
、
〕
七
口
Ｈ
を
満
〔
了
〕
し
て
か
ら
、
あ
な
た
は
、
善
住
と
と
も
に
私
に
見
い
に
来
な
さ
い
」
と
。

お
し
え

ま
も

そ
の
時
、
天
帝
は
世
尊
の
と
こ
ろ
で
こ
の
陀
羅
尼
の
法
を
受
け
、
大
切
に
持
っ
て
自
分
の
住
む
天
界
に
還
り
、
善
住
天
子
に
授

お
し
え
し
た
が

与
し
た
。
そ
し
て
善
住
天
子
は
こ
の
陀
羅
尼
を
受
け
て
し
ま
う
と
、
六
口
ｕ
六
夜
〔
の
修
行
〕
を
満
〔
了
〕
す
る
ま
で
、
法
に
依
っ
て

も
ち
す
べ
て

か
な

す
べ
て

ぬ
け
だ

受
持
い
、
一
切
の
願
い
が
満
っ
た
。
受
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
は
ず
だ
っ
た
一
切
の
悪
道
の
苦
し
み
ｊ
Ｄ
、
た
ち
ま
ち
に
解
脱
す
こ

さ
と
り

ひ
じ
よ
う
よ
る
こ

と
が
で
き
て
、
菩
提
の
道
に
〔
安
〕
住
し
て
、
量
り
し
れ
な
い
ほ
ど
寿
〔
命
〕
が
増
え
た
。
〔
そ
こ
で
〕
甚
大
に
歓
喜
ん
で
、
声
高
に

た
た

あ
り
が
た
み
ほ
と
け

あ
り
が
た
み
お
し
え

あ
り
が
た
ご
Ｄ
や
く

歎
え
て
言
っ
た
、
「
な
ん
と
希
有
い
如
来
、
な
ん
と
希
有
い
妙
法
、
な
ん
と
希
有
い
明
験
だ
。
と
て
ｊ
ｂ
得
難
い
こ
と
な
の
に
、
わ
た

し
を
解
脱
さ
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
」
と
。
そ
し
て
帝
釈
〔
天
〕
は
、
第
七
日
目
に
至
っ
て
、
善
住
天
子
と
と
も
に
諸
も
る
の
天
衆
を

ひ
き

た
え
か
ざ
り

将
い
て
、
華
鬘
や
塗
香
・
抹
香
、
宝
瞳
・
幡
蓋
、
天
衣
・
瑠
烙
と
い
っ
た
、
微
妙
な
ブ
・
荘
厳
を
厳
か
に
〔
捧
げ
〕
持
っ
て
、
仏
の

お
も
む

お
こ
な

い
く
え
か
こ

と
こ
ろ
に
往
詣
き
、
大
供
養
を
設
っ
た
。
〔
そ
し
て
〕
妙
な
る
天
衣
や
諸
山
Ｕ
ろ
の
襲
烙
で
世
尊
を
百
千
市
に
も
緯
ん
で
供
養
し
、
仏

お
ど
り
あ
が
よ
る
こ

お
し
え

う
で
の

あ
た
ま
な

の
前
に
立
つ
と
、
踊
躍
っ
て
歓
喜
ぴ
、
坐
っ
て
法
を
聴
い
た
。
そ
の
時
、
世
尊
は
金
色
の
臂
を
鋳
ば
－
し
て
、
善
住
天
子
の
頂
を
摩
で
、

さ
と
り
よ
げ
ん

〔
彼
ら
〕
の
た
め
に
法
を
説
き
、
菩
提
の
記
を
授
け
た
。
仏
は
一
一
一
一
口
わ
れ
た
、
「
こ
の
経
を
『
浄
一
切
悪
道
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
』
と
命
名

ま
も

お
し
え

よ
ろ
こ

し
ん

す
る
。
お
ま
え
た
ち
、
き
っ
と
〔
こ
の
経
を
〕
受
持
ｈ
ソ
な
さ
い
」
と
。
そ
の
時
、
大
衆
は
法
を
聞
い
て
歓
喜
び
、
〔
教
え
を
〕
信
受
じ

『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
〔
終
わ
り
。
〕
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（
粥
）
護
世
四
天
大
王
Ⅱ
四
天
王
の
こ
と
で
、
四
大
天
王
と
も
言
う
。
須
弥
山
の
中
腹
に
あ
る
四
王
天
の
主
で
、
帝
釈
天
に
仕
え
、
仏
法
の
守
護

を
本
願
と
し
、
仏
法
に
帰
依
す
る
人
々
を
守
護
す
る
。
東
方
持
国
天
・
南
方
増
長
天
・
西
方
広
目
天
・
北
方
多
聞
天
を
言
う
。
（
『
広
説
』

（
脚
）
洗
浴
Ⅱ
湯
浴
み
し
て
、
身
を
浄
め
る
こ
と
。
（
『
大
漢
和
』
六
‐
｛
）
・
］
ｇ
］
）

（
犯
）
浄
衣
Ⅱ
神
仏
に
祈
請
の
際
に
着
す
る
清
浄
な
衣
。
（
『
大
漢
和
』
七
「
ロ
・
闇
）

（
ひ
白
月
Ⅱ
イ
ン
ド
の
暦
法
で
、
月
の
前
半
、
一
日
か
ら
十
五
日
ま
で
を
言
う
。
な
お
、
白
月
に
対
し
て
月
の
後
半
を
黒
月
と
い
う
。
（
『
大
漢
和
』

元
）
持
斎
Ⅱ
斎
持
に
同
じ
。
戒
律
を
守
っ
て
身
心
を
清
浄
に
た
も
つ
こ
と
。
ま
た
、
八
戒
を
守
る
こ
と
を
言
う
。

（
だ
）
業
障
Ⅱ
成
仏
を
妨
げ
る
悪
業
、
正
道
の
妨
げ
と
な
る
業
。
（
『
広
説
』
上
つ
ち
①
）

（
昶
）
寂
静
Ⅱ
浬
盤
の
異
名
、
悟
り
の
世
界
の
こ
と
。
（
『
広
説
』
中
で
・
司
困
）

（
だ
）
胞
胎
Ⅱ
①
胎
生
。
母
の
胎
内
に
宿
る
こ
と
。
出
胎
の
意
で
、
人
間
に
生
ま
れ
る
こ
と
。
②
生
存
。
生
存
一
般
。
こ
こ
で
は
生
き
物
一
般
を
指
し
、

迷
い
の
世
界
を
意
味
し
て
い
る
。
（
『
中
村
』
で
。
届
き
参
照
）

（
市
）
大
阿
鼻
地
獄
Ⅱ
阿
鼻
の
こ
と
。
梵
語
且
臼
の
音
写
、
無
間
と
訳
さ
れ
る
。
八
大
地
獄
の
第
八
。
五
逆
・
諦
法
の
大
罪
を
犯
し
た
者
が
生
ま

れ
墜
ち
、
諸
地
獄
中
、
も
っ
と
も
苦
し
い
地
獄
。

〈
両
）
慕
陀
羅
尼
印
Ⅱ
詳
細
は
不
明
。
幕
陀
羅
は
梵
語
冒
且
風
の
音
写
で
印
契
・
印
相
と
訳
さ
れ
る
が
、
こ
の
場
合
は
、
印
相
の
一
種
の
名
称
か
。

（
沼
）
頭
指
Ⅱ
人
指
し
指
の
こ
と
。
（
『
大
漢
和
』
十
二
‐
己
．
“
震
）

（
ね
）
大
母
指
Ⅱ
親
指
の
こ
と
。

師
）
倶
砥
碗
伽
沙
那
庚
多
百
千
Ⅱ
そ
れ
ぞ
れ
無
数
を
表
す
「
倶
砥
」
・
「
暁
伽
沙
」
・
「
那
庚
多
」
・
「
百
千
」
の
併
記
で
無
限
で
あ
る
こ
と
を
強
調

戸

注
一

上
っ
心
の
ｅ

八
‐
で
。
届
）
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（
芭
櫻
賂
Ⅱ
仏
殿
内
で
珠
玉
と
花
形
の
金
属
を
編
み
合
わ
せ
て
垂
ら
し
た
も
の
。
も
と
も
と
は
イ
ン
ド
の
貴
人
の
装
身
具
で
頭
や
首
・
胸
か
ら

垂
ら
し
て
飾
っ
た
。
尊
像
や
天
蓋
・
仏
前
の
荘
厳
に
用
い
ら
れ
た
。
（
『
広
説
』
下
で
．
」
２
ｍ
）

（
躯
）
大
菩
提
心
荘
厳
三
昧
Ⅱ
大
菩
提
心
と
は
仏
の
心
を
得
よ
う
と
願
う
心
、
荘
厳
三
味
と
は
法
華
三
味
の
ひ
と
つ
と
言
わ
れ
、
本
来
、
見
え
て

い
る
徳
を
円
満
し
、
そ
の
徳
が
融
通
自
在
で
あ
る
状
態
を
指
す
。
つ
ま
り
大
菩
提
心
で
満
た
さ
れ
て
い
る
状
態
を
表
し
て
い
る
と
推
量
さ

れ
る
。
（
『
広
説
』
中
ご
・
二
患
、
『
大
漢
和
』
九
‐
で
。
、
ｇ
等
参
照
）

（
鍋
）
宝
噸
Ⅱ
法
瞳
に
同
じ
。
仏
法
を
旗
に
た
と
え
た
も
の
。
仏
や
菩
薩
の
説
法
の
優
れ
た
こ
と
を
た
と
え
た
も
の
。
（
『
広
説
』
下
己
・
］
昌
一
）

（
餌
）
幡
蓋
Ⅱ
幡
と
天
蓋
の
こ
と
で
、
も
と
も
と
は
イ
ン
ド
で
日
射
し
や
雨
を
防
ぐ
た
め
に
用
い
た
傘
蓋
の
こ
と
。
こ
れ
が
の
ち
に
仏
具
と
な
っ
た
。

し
て
い
る
。
暁
伽
は
恒
河
に
同
じ
、
ガ
ン
ジ
ス
川
の
こ
と
、
「
鏡
伽
沙
」
は
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
の
意
。
「
那
庚
多
」
は
「
那
由
他
」
に
同
じ
。
（
『
大

漢
和
』
六
‐
己
．
『
ｇ
、
『
広
説
』
上
‐
巳
・
困
・
、
同
下
‐
己
」
日
、
等
参
照
）

（
副
）
無
障
碍
智
三
味
Ⅱ
無
障
碍
と
は
認
識
す
る
に
あ
た
っ
て
障
碍
が
な
い
状
態
、
智
は
是
非
・
善
悪
を
弁
別
す
る
心
の
作
用
、
三
昧
と
は
心
が

静
か
に
統
一
さ
れ
て
い
る
状
態
、
そ
こ
か
ら
心
が
迷
い
な
く
正
し
い
も
の
に
向
か
っ
て
安
定
し
て
い
る
状
態
を
さ
し
て
い
る
と
類
推
さ
れ

（
『
広
説
』
下
で
．
」
圀
国
）

る
。
（
『
広
説
』
下
已
・
］
馬
、
等
参
照
）
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【
原
文
】

（
一
）

御
製
仏
頂
尊
勝
総
持
経
呪
序

朕
惟
如
来
演
大
乗
教
、
開
方
便
門
。
千
経
万
法
、

無
非
為
済
度
群
生
、
使
不
満
業
報
。
仏
頂
尊
勝
総
持

経
呪
者
、
一
切
如
来
智
印
。
広
大
慈
悲
、
甚
深
希
有
。

普
利
昏
迷
。
笑
巨
海
之
津
梁
、
幽
暗
之
日
月
、
飢
渇

之
飲
食
也
。
世
間
善
男
子
善
女
人
一
切
衆
生
、
能
発

菩
提
心
持
諭
伽
服
者
、
其
福
徳
種
種
無
尽
、
永
脱
諸

悪
苦
趣
、
従
無
始
以
来
百
千
億
劫
所
積
罪
業
、
悉
皆

消
除
。
若
昼
夜
勤
修
不
慨
、
当
得
諸
仏
灌
頂
、
神
天

擁
護
、
福
寿
無
量
。
如
是
勝
果
、
目
観
其
効
、
誠
実

不
虚
。
朕
君
臨
天
下
、
閏
斯
民
之
執
迷
、
所
作
所
為
、

堕
於
悪
趣
、
而
不
知
若
斯
謬
戻
。
誠
為
可
務
。
遂
以

是
経
呪
、
用
傅
河
沙
刹
土
、
一
切
有
情
、
均
沽
利
益
、

寿
延
福
増
、
同
榛
仏
道
。
又
況
仏
有
誓
盟
、
広
済
衆
生
、

必
先
度
忠
孝
。
凡
忠
臣
孝
子
、
身
生
中
国
、
又
逢
治

〔
附
録
〕
御
製
序

【
書
き
下
し
］

御
製
、
仏
頂
尊
勝
総
持
経
陥
か
序

お
も

の

朕
惟
う
に
、
如
来
、
大
乗
の
教
え
を
演
べ
、
方
便
の
門
を
開
く
。
干

し
ず

経
万
法
、
群
生
を
済
度
す
る
こ
と
を
為
し
、
業
報
に
浦
ま
ざ
ら
し
め
ん

と
す
る
に
非
ざ
る
は
無
し
。
仏
頂
尊
勝
総
持
経
呪
は
、
一
切
如
来
の
智

印
に
し
て
、
広
大
な
る
慈
悲
は
、
甚
深
希
有
な
り
。
普
く
昏
迷
を
利
す

る
、
実
に
巨
海
の
津
梁
、
幽
暗
の
日
月
、
飢
渇
の
飲
食
な
り
。
世
間
の

お
こ

善
男
子
、
善
女
人
、
一
切
の
衆
生
の
、
能
く
菩
提
心
を
発
し
て
持
論
凧

服
す
る
者
は
、
其
の
福
徳
種
種
無
尽
に
し
て
、
永
く
諸
悪
苦
趣
を
脱
し
、

無
始
よ
り
以
来
、
百
千
億
劫
積
む
所
の
罪
業
、
悉
く
皆
な
消
除
せ
ん
。

お
こ
た

若
し
昼
夜
勤
修
し
て
慨
ら
ざ
れ
ば
、
当
に
諸
仏
の
灌
頂
、
神
天
の
擁
護

を
得
て
、
福
寿
無
量
な
る
べ
し
。
是
く
の
如
き
勝
果
、
其
の
効
を
目
観

す
。
誠
実
に
し
て
虚
し
か
ら
ず
。
朕
、
天
下
に
君
臨
し
、
斯
民
の
執
迷
Ｌ

か
う
れ

所
作
所
為
、
亜
心
趣
に
堕
す
ろ
も
、
斯
く
の
若
き
謬
戻
を
知
ら
ざ
る
を
閏

あ
わ

う
。
誠
に
衿
れ
む
可
し
と
為
し
、
遂
に
是
の
経
呪
を
以
て
、
用
い
て
河

う
る
お

沙
の
刹
土
の
一
切
の
有
情
を
し
て
、
均
し
く
利
益
に
沽
い
、
寿
延
び
福
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世
、
受
種
種
快
楽
、
皆
由
其
事
君
事
親
、
能
尽
其
道
。

又
能
敬
礼
三
宝
、
修
積
善
因
、
挙
足
之
頃
、
即
登
覚

路
。
若
夫
為
悪
之
徒
、
昧
於
改
悟
、
所
作
所
為
、
日

甚
一
日
。
造
業
深
重
、
甘
心
堕
落
。
身
如
沐
漆
、
求

潔
実
難
。
限
墜
幽
扁
、
何
由
出
世
。
苛
能
回
心
向
善
、

即
此
一
路
、
可
超
出
劫
塵
也

永
楽
九
年
六
月
日

【
校
注
】

二
）
御
製
仏
頂
尊
勝
総
持
経
呪
序
Ⅱ
原
本
に
無
し
。
大
正
蔵
本
に
拠
っ
て
明
本
よ
り
補
う
。

と
も

い
み
」

増
し
て
、
同
に
仏
道
に
礫
ら
し
め
ん
と
す
。
又
た
況
や
仏
に
誓
盟
有
ｈ
ソ
、

広
く
衆
生
を
済
う
も
、
必
ず
先
ず
忠
孝
を
畷
わ
ん
輪
←
凡
そ
忠
臣
孝
子

す
ぐ

の
、
身
は
中
国
に
生
ま
れ
、
又
た
治
世
に
逢
い
て
、
種
種
の
快
楽
を
受

つ
か

く
る
は
、
皆
な
其
の
君
に
事
え
親
に
事
え
て
能
ノ
、
其
の
道
を
尽
く
す
に

由
る
。
又
た
能
く
三
宝
を
敬
礼
し
て
、
善
因
を
修
積
せ
ば
、
挙
足
の
頃
に
、

か
く
ら

即
ち
覚
路
に
登
ら
ん
。
夫
の
悪
を
為
す
の
徒
の
若
き
は
、
改
悟
に
味
く
、

所
作
所
為
、
日
に
一
日
よ
り
甚
だ
し
く
、
業
を
造
る
こ
と
深
重
に
し
て
、

あ
ら

甘
心
し
て
堕
落
す
。
身
は
漆
に
沐
う
が
如
く
、
潔
を
求
め
ん
と
す
る
ｊ
Ｄ

も

実
に
難
し
。
幽
扁
に
唄
墜
せ
ば
、
何
に
由
腕
り
て
か
世
を
出
で
ん
。
筍
し

か
え

能
／
、
心
を
回
し
て
善
に
向
か
わ
ん
と
せ
ば
、
即
ち
此
の
一
路
、
劫
塵
を

超
出
す
可
き
な
り
。

永
楽
九
年
六
月
日
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【
口
語
訳
】

ダ
ー
フ
ニ

〔
明
の
永
楽
帝
〕
御
製
、
『
仏
頂
尊
勝
総
持
経
』
〔
と
〕
『
呪
』
の
序
文

わ
た
し

て
だ
て

朕
が
思
う
に
、
如
来
は
大
乗
の
教
え
を
説
い
て
、
〔
い
ろ
い
ろ
な
〕
方
便
の
入
り
口
を
開
か
れ
た
が
、
〔
如
来
が
説
か
れ
た
そ
の
〕

お
し
え

ひ
と
び
と

し
ず

何
千
も
の
経
典
や
幾
万
も
の
法
は
、
す
べ
て
群
生
を
済
度
し
、
〔
善
悪
〕
業
の
報
い
に
満
ま
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ

ダ
ー
プ
ニ

す
べ
て

し
る
し

た
。
『
仏
頂
尊
勝
総
持
経
』
〔
と
そ
の
〕
『
呪
』
は
、
一
切
の
如
来
の
智
〔
慧
の
〕
印
で
あ
り
、
〔
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
〕
広
大
な
慈
悲
は
、

あ
ま
れ
ま
よ
え
る

わ
た
し
は
し

非
常
に
深
遠
で
希
有
な
も
の
で
あ
り
、
並
曰
く
昏
迷
〔
も
の
〕
に
利
益
を
あ
た
え
る
〔
煩
悩
の
〕
大
海
〔
を
わ
た
る
た
め
〕
の
津
や
梁

く
ら
や
み

た
い
よ
う
つ
き

で
あ
り
、
〔
無
明
の
〕
幽
暗
を
て
ら
す
日
や
月
で
あ
り
、
〔
心
の
〕
飢
え
や
渇
き
を
い
や
す
飲
み
も
の
や
食
べ
も
の
〔
に
比
す
べ
き
も
の
〕

こ
の
よ
だ
ん
せ
い
じ
よ
せ
い
す
べ
て
い
き
も
の

さ
と
り

お
こ

と
な

で
あ
る
。
世
間
の
善
男
子
や
善
女
人
や
一
切
の
衆
生
で
、
き
ち
ん
と
菩
提
〔
を
求
め
る
〕
心
を
発
し
て
〔
一
」
の
経
・
呪
を
〕
持
論
え

お
ば

く
ど
く
さ
ま
ざ
ま

伽
服
え
る
者
は
、
そ
の
〔
得
ら
れ
る
〕
福
徳
が
種
々
で
尽
き
る
こ
と
が
な
く
、
永
遠
に
〔
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
と
い
っ
た
〕
諸
々
の

く
る
し
み
せ
か
い

と
お
跡
む
か
し
む
げ
ん
の
軸
ん
げ
つ

す
っ
か
り
き
え
う
せ

悪
苦
の
趣
を
脱
し
、
無
始
か
ら
百
千
万
劫
に
わ
た
っ
て
積
み
か
さ
ね
て
き
た
罪
業
も
悉
皆
り
消
除
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
〔
ま
た
〕
も

つ
と
め
は
げ
お
こ
た

に
ん
し
よ
う
か
み
が
み

し
昼
夜
勤
修
ん
で
僻
ら
な
け
れ
ば
、
き
っ
と
諸
仏
の
灌
頂
と
神
天
の
擁
護
を
得
て
、
幸
福
と
長
寿
が
無
量
〔
に
手
に
入
る
〕
だ
ろ
う
。

ダ
ー
フ
ニ

ず
ぼ
ら

わ
た
し

ば
ん

こ
の
よ
う
な
〔
『
仏
頂
尊
勝
総
持
経
』
と
『
呪
』
の
〕
勝
し
い
果
報
に
つ
い
て
、
〔
朕
は
〕
そ
の
効
能
を
目
の
当
た
り
に
し
て
お
り
、
誠

・
と
Ｐ
つ

●
ワ
ニ
■

わ
た
し

実
で
あ
っ
て
虚
で
は
な
い
。
朕
は
〔
皇
帝
と
し
て
〕
天
下
に
君
臨
し
て
い
る
が
、
民
衆
が
〔
物
事
に
〕
執
わ
れ
て
〔
真
理
に
〕
迷
い
、

せ
か
、

お
こ
な
い

あ
や
ま
ち

〔
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
の
〕
悪
し
き
趣
に
堕
落
す
る
作
為
を
し
な
が
ら
、
そ
の
様
な
謬
一
民
に
気
付
い
て
い
な
い
こ
と
を
憂
え
て
い
る
。

ダ
ラ
ニ

〔
そ
し
て
〕
ほ
ん
と
う
に
哀
れ
む
べ
き
こ
と
だ
と
思
っ
た
の
で
、
こ
の
『
〔
仏
頂
尊
勝
総
持
〕
経
』
〔
と
そ
の
〕
『
呪
』
〔
を
版
行
す
る
こ

す
な

せ
か
い
す
べ
て
い
き
も
の

と
〕
に
よ
っ
て
、
〔
ガ
ン
ジ
ス
〕
河
の
沙
の
〔
数
ほ
ど
無
数
に
あ
る
〕
刹
士
の
一
切
の
有
情
に
、
均
し
く
利
益
に
浴
さ
せ
、
寿
命
が
延

び
幸
福
が
増
え
て
、
と
も
に
仏
道
に
至
ら
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
し
て
仏
に
は
「
広
く
衆
生
を
済
度
す
る
が
、
必
ず
先

ち
か
い

ず
忠
孝
の
も
の
を
済
度
し
よ
う
」
と
い
う
誓
盟
が
あ
る
。
お
よ
そ
忠
義
あ
る
臣
下
や
孝
行
な
子
ど
も
で
、
そ
の
身
は
〔
一
）
の
〕
中
国

じ
だ
い

し
あ
わ
せ

に
生
ま
れ
、
ま
た
〔
今
の
よ
う
な
〕
治
ま
っ
た
世
に
で
あ
っ
て
、
種
々
の
快
楽
を
受
け
〔
て
い
ら
れ
〕
る
の
は
、
す
べ
て
君
主
に
仕

1３８



え
〔
両
〕
親
に
仕
え
て
、
き
ち
ん
と
そ
の
〔
人
間
と
し
て
の
〕
道
を
尽
く
し
て
い
る
お
蔭
で
あ
る
。
更
に
き
ち
ん
と
〔
仏
・
法
・
僧
の
〕

う
や
ま
ぜ
ん
こ
う
つ
み
あ
げ

尋
と

み
ち
い
た

一
二
宝
を
敬
礼
っ
て
善
因
を
修
積
る
な
ら
ば
、
一
挙
手
一
投
足
の
〔
僅
か
な
時
間
の
〕
間
に
、
す
ぐ
さ
ま
覚
り
へ
の
路
へ
登
る
〔
こ
と

や
か
ら

が
で
き
る
〕
だ
ろ
う
。
悪
事
を
お
こ
な
っ
て
い
る
徒
と
な
る
と
、
〔
過
ち
を
〕
改
め
て
〔
正
し
い
道
を
〕
悟
る
〔
こ
と
が
大
切
だ
と
い

お
こ
な
い

ひ
ど

う
〕
こ
と
が
分
か
ら
ず
、
〔
そ
の
〕
作
為
は
日
一
日
と
ひ
ど
く
な
っ
て
し
ま
い
、
深
重
い
〔
悪
〕
業
を
造
っ
て
、
甘
ん
じ
て
〔
地
獄
に
〕

堕
落
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
〔
そ
の
〕
身
は
〔
真
っ
黒
な
〕
漆
で
洗
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
〔
洗
え
ば
洗
う
ほ
ど
汚
れ
て
し
ま

き
れ

あ
の
よ
い
Ｄ
ぐ
ち
お
ち
こ

い
〕
、
潔
い
に
し
よ
う
と
し
て
も
全
く
難
し
い
。
〔
そ
の
ま
ま
死
ん
で
〕
幽
の
肩
に
隈
墜
ん
で
し
ま
っ
た
ら
、
ど
う
や
っ
て
〔
迷
い
の
〕

せ
か
い

か
え

世
を
〔
抜
け
〕
出
ら
れ
よ
う
か
。
も
し
き
ち
ん
と
心
を
〔
本
来
向
か
う
べ
き
方
向
に
〕
回
し
て
善
に
向
か
お
う
と
す
る
の
な
ら
ば
、

無
限
の
時
間

け
が
れ
ぬ
け
だ

こ
の
〔
『
仏
頂
尊
勝
総
持
経
呪
』
に
説
か
れ
た
〕
｜
路
こ
そ
、
劫
に
積
み
か
さ
ね
て
き
た
と
こ
ろ
の
塵
を
超
出
す
こ
と
が
で
き
る
〔
も

【
注
】

（
師
）
仏
頂
尊
勝
総
持
経
呪
Ⅱ
「
総
持
」
は
「
陀
羅
尼
」
の
漢
訳
で
あ
る
か
ら
、
「
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
呪
」
と
言
う
の
と
同
じ
。

（
飯
）
仏
有
誓
盟
、
広
済
衆
生
、
必
先
度
忠
孝
Ⅱ
典
拠
未
詳
。
孝
や
忠
に
言
及
し
た
経
典
と
し
て
は
、
『
仏
説
孝
子
経
』
一
巻
く
国
①
「
三
Ｆ
⑦
巴
）
が
あ
る
。

の
な
〕
の
で
あ
る
。

永
楽
九
年
（
両
四
一
二
六
月
日
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の
ぐ
ち
ぜ
ん
け
い

野
口
善
敬

ざ
む
ら
し
ゅ
ん
げ
ん

木
村
俊
彦
一
九
四
○
年
京
都
府
生
士
《
れ
。
東
北
大
学
大
学

院
博
士
課
程
修
了
。
京
都
府
養
徳
院
先
副
住
職
。

四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
教
授
。
国
際
仏
教
文
化

研
究
所
長
。
文
学
博
士
（
東
北
大
学
）
。

ひ
ろ
た
そ
う
げ
ん

廣
田
》
示
玄

か
わ
い
け
い
す
け

川
合
圭
介

う
し
お
ひ
ろ
た
か

牛
尾
弘
孝
一
九
四
八
年
兵
庫
県
生
斗
よ
れ
。
九
州
大
学
大
学

院
博
士
課
程
中
退
。
大
分
大
学
教
育
福
祉
科
学
部

教
授
。

【
執
筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

一
九
五
四
年
福
岡
県
生
ま
れ
。
九
州
大
学
大
学

院
博
士
課
程
中
退
。
福
岡
県
長
性
寺
住
職
。
妙
心

寺
派
教
化
セ
ン
タ
ー
教
学
研
究
委
員
。
福
岡
女
子

大
学
非
常
勤
講
師
。

一
九
五
七
年
広
島
県
生
ま
れ
。
大
谷
大
学
大
学

院
仏
教
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
。
北
海

道
真
宗
佛
光
寺
派
大
願
寺
住
職
。

一
九
六
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
花
園
大
学
大
学

院
博
士
課
程
修
了
。
兵
庫
県
順
心
寺
副
住
職
。
妙

心
寺
派
教
化
セ
ン
タ
ー
教
学
研
究
委
員
。
文
学
博

士
（
花
園
大
学
）

と
く
し
げ
か
ん
ど
う

徳
重
寛
道
一
九
六
六
年
北
海
道
生
斗
よ
れ
。
北
海
道
大
学
大

学
院
修
士
課
程
修
了
。
北
海
道
明
心
寺
住
職
。
妙

心
寺
派
教
化
セ
ン
タ
ー
教
学
研
究
委
員
。

や
だ
こ
う
は
ん

矢
多
弘
範
一
九
七
○
年
大
分
県
生
子
よ
れ
。
東
洋
大
学
卒
業
。

大
分
県
曹
源
寺
住
職
。
妙
心
寺
派
教
化
セ
ン
タ
ー

教
学
研
究
委
員
。

あ
さ
や
ま
い
ち
げ
ん

朝
山
一
玄

な
み
ざ
ゆ
う
ぎ

並
木
優
記

一
九
五
九
年
島
根
県
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
大

学
院
博
士
課
程
単
位
取
得
。
島
根
県
観
音
寺
住
職
。

妙
心
寺
派
教
化
セ
ン
タ
ー
教
学
研
究
委
員
。
花
園

大
学
非
常
勤
講
師
。

’
九
五
○
年
東
京
都
生
ま
れ
。
学
習
院
大
学
大

学
院
博
士
課
程
単
位
取
得
。
東
京
都
金
龍
寺
住
職
。

妙
心
寺
派
教
化
セ
ン
タ
ー
教
学
研
究
委
員
。

1４０



【
編
集
後
記
】

臨
済
宗
本
山
か
ら
発
行
さ
れ
る
初
め
て
の
本
格
的
な
学
術
論
文
集
で
あ
る
『
臨
済
宗
妙
心
寺
派
教
学
研
究
紀
要
』
は
、
こ
の

た
び
第
三
号
が
発
刊
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
創
刊
に
至
る
ま
で
の
道
程
は
必
ず
し
も
平
坦
で
は
な
か
っ
た
が
、
既
刊
号
に
掲

載
さ
れ
た
論
文
が
い
ず
れ
も
内
容
豊
富
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
、
宗
門
内
外
の
購
読
予
約
は
予
想
を
超
え

て
多
く
、
ま
ず
は
順
調
に
軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

本
号
に
も
、
四
名
の
研
究
者
の
方
々
に
よ
る
素
晴
ら
し
い
研
究
成
果
を
収
め
て
い
る
。
牛
尾
弘
孝
氏
は
、
山
崎
闇
斎
の
悟
道

体
験
の
変
遷
を
、
禅
学
の
絡
然
大
悟
、
朱
子
学
の
諮
然
貫
通
、
垂
加
神
道
の
神
性
降
臨
の
順
に
論
じ
て
、
闇
斎
の
求
め
た
も
の

を
分
析
さ
れ
た
。
川
合
圭
介
氏
は
、
盤
珪
の
説
法
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
分
析
す
る
こ
と
で
そ
の
真
意
を
明
ら
か
に
し
、
人

間
が
依
っ
て
起
つ
べ
き
基
準
を
見
出
そ
う
と
さ
れ
た
。
廣
田
宗
玄
氏
は
、
大
慧
宗
杲
に
よ
る
「
無
字
」
の
工
夫
の
主
張
と
趙
州

従
誌
の
立
場
と
の
比
較
に
加
え
、
趙
州
の
「
狗
子
無
仏
性
話
」
が
異
類
中
行
を
主
張
す
る
も
の
だ
っ
た
か
と
い
う
問
題
に
つ
い

て
検
討
さ
れ
た
。
ま
た
木
村
俊
彦
氏
に
は
、
第
二
号
に
続
い
て
大
円
宝
鑑
国
師
語
録
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
。
い
ず

れ
も
臨
済
宗
学
に
資
す
る
貴
重
な
研
究
で
あ
る
。

臨
済
宗
妙
心
寺
派
で
は
開
山
無
相
大
師
の
六
百
五
十
年
遠
謹
を
平
成
二
十
一
年
に
控
え
、
各
部
署
に
お
け
る
準
備
作
業
が
い

よ
い
よ
本
格
化
し
て
き
た
。
教
学
部
に
お
い
て
も
教
学
研
究
、
布
教
研
究
な
ど
の
委
員
会
に
お
い
て
遠
諒
に
向
け
て
の
さ
ま
ざ

ま
な
研
究
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、
こ
の
研
究
紀
要
に
も
無
相
大
師
に
関
す
る
研
究
論
文
が
投
稿
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。
豊
富
な
資
料
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
け
れ
ど
も
、
充
実
し
た
研
究
が
成
さ
れ
る
よ
う
望
み
た
い
。

な
お
、
投
稿
予
定
の
論
文
が
未
提
出
に
終
わ
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
の
た
め
に
、
今
回
も
発
刊
が
予
定
時
期
よ
り
大
幅
に
遅
れ

て
し
ま
い
、
寄
稿
者
の
方
々
、
購
読
予
約
者
の
方
々
を
は
じ
め
多
数
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
事
態
と
な
っ
た
こ
と
を

深
く
お
詫
び
致
し
ま
す
。

（
朝
山
一
玄
）

1４１



『
臨
済
宗
妙
心
寺
派
教
学
研
究
紀
要
』
論
文
執
筆
要
項
】

《
締
め
切
り
》

《
発
刊
》

《
応
募
先
》

《
枚
数
》

《
書
式
》

《
テ
ー
マ
》

臨
済
宗
を
中
心
と
し
た
禅
宗
に
関
す
る
も
の
。

（
た
だ
し
、
仏
教
全
般
に
亙
る
内
容
で
、
宗
学
に
資
す
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
認
め
る
。
）

原
稿
用
紙
四
十
枚
程
度
（
注
を
含
む
）

・
本
文
は
日
本
語
と
す
る
。

・
縦
書
き
を
原
則
と
す
る
。
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
等
の
資
料
を
中
心
と
し
た
論
文
の
場
合
は
、
横
書
き
も
認
め
る
。
）

・
本
文
・
資
料
共
に
漢
字
は
原
則
と
し
て
当
用
漢
字
を
用
い
る
。

・
資
料
と
し
て
書
き
下
し
文
を
用
い
る
場
合
、
仮
名
遣
い
は
新
旧
任
意
と
す
る
。

・
資
料
を
口
語
訳
し
た
場
合
に
は
必
ず
原
文
を
付
す
。

・
ワ
ー
プ
ロ
の
場
合
は
、
打
ち
出
し
原
稿
と
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
の
フ
ロ
ッ
ピ
ー
を
提
出
の
こ
と
。

〒
六
一
六
’
八
○
三
五
京
都
市
右
京
区
花
園
妙
心
寺
町
六
四

妙
心
寺
派
宗
務
本
所
教
化
セ
ン
タ
ー
伽
○
七
五
’
四
六
三
’
三
一
二
一
㈹

※
封
筒
の
表
に
「
紀
要
原
稿
在
中
」
と
明
記
の
こ
と
。

毎
年
十
二
月
末
日
（
厳
守
）

翌
年
四
月
（
予
定
）

1４２



臨
済
宗
妙
心
寺
派
教
学
研
究
紀
要
第
三
号

平
成
十
七
年
四
月
十
五
日
発
行

発
行
人
細
川
景
一

編
集
妙
心
寺
派
宗
務
本
所
教
化
セ
ン
タ
ー

印
刷
所
灘
梅
田
印
刷
所

発
行
所
妙
心
寺
派
宗
務
本
所
教
化
セ
ン
タ
ー

〒
六
一
六
－
八
○
三
五

京
都
市
右
京
区
花
園
妙
心
寺
町
六
十
四

電
話
（
○
七
五
）
四
六
三
－
一
一
二
一
一
一

国
、
ｚ
惇
⑭
公
鰯
山
心
切
⑪

1４３


